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　惑星エウレカが地球の衛星としてとどまり、つきることのない魔力を地上に降り注いだとき、人類はその恩恵を受けたる者と、受けざる者に分かれた。

　かつて、世界に愛されず、世界を滅ぼそうとした彼は、エウレカの恩恵をもっとも多く受けたる者となり、人類の歴史において、はじめて世界を支配する者となった。

　そうして、彼のもとにいる昔なじみの彼女は、ひとかけらも受けざるものだった。

　魔法を使えないということは、いまやとても不自由で惨めなことであり、嘆くべきことである。

　なのに──彼女は被災区域の教会で、魔法による癒いやしの力ではなく、自らの手で病人や怪け我が人の看護をし、世界のすべてに感謝しているがごとく、常にやわらかく微笑ほほえんでいた。

　何な故ぜ、笑えるのか。

　世界は、おまえになにも与えてはくれなかったのに。

　何な故ぜ、見ず知らずの他人を救おうとするのか。

　そいつらが、おまえになにをしてくれるのか。




　そんな彼女に、彼はたまらなく苛いら立だっていた。




　力のない彼女が、力にあふれ世界を手に入れた彼よりも、幸福に見えて。






　一章　僕がボランティアなぞしていること









　永なが野の歩あゆむは、子供が嫌いだった。

　特に、うるさくて我わが儘ままで自己主張の強い甘ったれたガキどもが、全員、魔法で子豚に変えてハムの工場へ送り込んでやりたいくらい、大大大嫌いだった。

　なのに、高校二年生の貴重な夏休みに、何な故ぜか歩は大量の子供たちに向かって、

「こらー！　走り回るなー！　今、発表した班に分かれて、すみやかに行動しろ！　そこも、そこも！　おしゃべりするなー！　僕の話を聞けぇー！　そこは食材を勝手にいじるな！　じゃがいもを投げるな！　それはボールじゃない！」

　と、普段はぶつぶつつぶやくだけの声を、張り上げている。

（くそー、なんで僕がこんなこと）

　十六歳の現在、歩はただの高校生で、魔法は使えない。子供たちを子豚に変えてハム工場送りにすることもできない。

　県の保養施設の外に設置された炊事場で、じゃがいもでキャッチボールをはじめるやんちゃな男の子たちや、トイレに行きたい！　と泣きわめく迷惑な子供や、カレーのルーをいきなり箱から出してかじりつく子供に手を焼きながら、長い前髪の下で思いきり顔をしかめたのだった。




　歩が、子供会の林間学校に、学生ボランティアとして参加している事情については、一週間前にさかのぼる。

　夏休みの最初の週。

　窓をしめきり、カーテンをしめ、扇風機を回した暑苦しい部屋で、名目上は歩の学校の先輩ということになっている入いる海みルーメは、コペンハーゲン生まれの哲学者キルケゴールについて、涼しい顔で語っていた。

「キルケゴールは九歳年下の少女に熱烈な恋をし、数年後──彼女が十七歳のときに婚約しましたが、その翌年に一方的に婚約を破棄して大騒ぎになりました。キルケゴールは生涯彼女一人を愛し続け、亡くなったときは、彼女に全財産と、それまで書きためた著作物を譲るよう遺言したほどでした。が、そうまでして愛した女性と別れた理由を、誰だれにも語りませんでした。

　キルケゴールが書き残した大量の著作物から推測するに、彼はかつて彼の父親が神を呪のろった罪により、息子である自分が不幸になり早死にする運命であることを知り、絶望し、そんな不幸に愛する女性まで巻き込んではいけないと、別れを決意したのではないかと言われています。彼が非常──に面倒くさい性格だったのは確かです。しかし、こうした辛つらい経験から、彼は哲学的思考を深めていったのです。

　また彼は、その著作の中で、メイド萌もえについても熱く語っていて、メイドは素晴らしいから、兵隊の代わりにメイドの部隊を編成し、メイド服を着せてパレードさせろと主張しており──」

「……メイドアニメを鑑賞している横で、メイド萌えの哲学者の話を無表情で延々と語るのは、蒸し暑いからやめてくれ」

　ただでさえ扇風機の羽音と、ルーメの淡々とした声が混じりあって、テレビの音が聞こえにくいのに。

　歩あゆむがアニメの絵が描いてある団扇であおぎつつ、苛いら々いらしながら言うと、

「蒸し暑いのは、部屋の窓をしめきってカーテンをしめているからだと思われますよ、ユア・マジェスティ」

　ルーメが、完かん璧ぺきに整った美しい顔を少しも動かさずに言った。

　大理石のように白くなめらかな顔に埋め込まれたのは、真っ青な海色の瞳ひとみで、すっと通った鼻筋や、薄い唇や、形のよい眉まゆといったバランスも完璧で、それを縁どるあわあわと輝く星色の髪が、ほっそりした肩から胸、腰、膝ひざに向かって、流れ落ちてゆく様子は、伝説の世界から抜け出してきた女神のように神秘的だ。

（外見だけは完璧なんだよな）

　と、いつ見ても思う。

　ルーメは感情のこもらないひんやりした声と表情で、

「十六歳の高校二年生の男子は、夏休みには、女の子とプールへ行ったり、女の子と花火へ行ったり、女の子と遊園地へ行ったり、女の子と不純異性交遊をするものかと思っていました」

　と、暗い部屋で『月刊魔界通信』のバックナンバーや、撮りだめしておいた深夜アニメを見て、だらだら過ごしている歩に向かって、ずばりと言う。

「これが僕の夏休みの過ごし方なんだ」

　カーペットに寝そべり、クッションに頭をつけて答えると、

「これまではそうでも、今年の夏は、そんな怠惰に過ごされては困ります。ユア・マジェスティには未来の地球を救うという大きな使命があるのですから」

　またきっぱり言われた。




　歩は人類の救世主であり、地球の支配者となる少年である。




　そんな信じられないような話を、突然魔法陣から出現したルーメに伝えられたのは、三ヶ月前──五月の夜のことだった。

　歩あゆむがこれまで出会った人類の中で一番美しいその少女は、さえざえとした海色の瞳ひとみで歩を見つめ、歩がなすべきことについて淡々と語った。

　来年の三月十四日に、エウレカと呼ばれる惑星が地球に接近すること。

　その影響で、人類が魔法に目覚めること。

　その中でも特に大きな魔力を得た歩が、世界をはじめて統一し、地球の支配者になること。

　しかし、人類の敵が地球へやってきて、愛の力をもたない歩は敗れてしまった。

　このままでは地球は滅びる。

　歩に足りないもの──愛の力を得て歩が救世主として覚かく醒せいするためには、〝憧しよう憬けい〟〝敵対〟〝聖域〟〝戯れ〟〝傾国〟の五つのテーゼが必要となる。

　そのため、ルーメは未来から、過去の地球へやってきたのだ。

　第一テーゼ〝憧憬〟と、第二テーゼ〝敵対〟は、すでに攻略済みで、世界は五分の二、救われた。

　が、五分の三は、今現在も危機にさらされている。

「三月十四日までに、五つのテーゼをすべて手に入れなければ、未来は救えません。ユア・マジェスティが、メイドアニメを見ている間も、刻一刻と地球の滅亡は迫っているのです」

「五月からたった三ヶ月の間に二つも攻略すれば、じゅうぶんだと思うけど。あと八ヶ月も余裕があるんだから、夏休みの間くらい世界の危機のことは忘れさせてほしいよ。……僕も、そんなにころころ恋なんてできない」

　最後のほうは、ちょっぴり感傷的につぶやく。

　五つのテーゼは、恋によってしか得られない。

　それぞれのテーゼを象徴する相手が歩に恋をし、歩もまた向こうに恋をし、お互いの恋心が極限まで高まったとき、歩はテーゼを得る。

　が、それと同時に、世界の改変が行われ、歩と彼女たちの恋にまつわることは、すべて別の記憶に書き換えられてしまう。

　相手は歩に恋した記憶を失い、それは周りの人々も同様で、歩と彼女がつきあっていたという一切の記憶は排除される。

　次のテーゼを攻略するのに、歩に相愛の彼女がいてはさしさわりがあるので、そのように〝設定〟させていただきました、とルーメはやはり淡々と語っていた。

　確かにその通りなのだが……。

　向こうは歩を忘れても、歩はしっかり覚えているのだ。

　心から恋し合った相手が、そのことをすっかり忘れてしまうということも、そのあとすぐ、別の相手とまた恋し合わなければならないということも、簡単に割り切れるものではない。

　第一のテーゼ遥はる菜なは、歩あゆむの初恋だった。

　第二のテーゼ芹せり乃のは、はじめはいがみあっていたけれど、本当は臆おく病びようで不器用な女の子で、最後はとても可愛かわいく思うようになっていた。

　どちらも、本当に好きだった。

　別れるとき、胸が引き裂かれそうに辛つらかった。

　あの二人が平和に生きていける未来が訪れるよう、僕は救世主になろうと、歩は強く決意している。

　だから、五つのテーゼを集めるのを、やめるということはない。

　ただ、ルーメに言ったように、少し休みたい、それだけなのだ。たとえ休んでいる間にすることがアニメの団扇を片手に寝そべって、萌もえアニメを鑑賞することであっても、それが歩のリフレッシュ法だ。

（だいたい、三ヶ月で二人の女の子とつきあって、別れて、また別の女の子とつきあうなんて、僕が気が多い男みたいじゃないか）

　それまで誰だれともつきあったことがないどころか、女子とまともに口をきいたこともない、カタブツさだったのに。

　いや、単に女子のほうが、前髪が長くて陰気で邪悪な歩のことを避けていたのだが。

　とにかく、今は気が進まないのである。

　それに次のテーゼは……。

　左の薬指を見おろす。

　すでにそこに鉛色の指輪が、かっちりとはめこまれている。幅が広く、上部に十字架のモチーフが刻まれている。

　ルーメの手のひらから、青白い炎とともに浮かび上がったその指輪が、宙をぐるぐるとかけめぐり、歩の左手の薬指に鋭い熱を伴って飛び込んできたとき、ルーメが冷静に告げた名前を思い出す。




　──三番目のテーゼは〝聖域〟三み田たひより嬢です。




　あの三田ひよりが〝聖域〟だって！

　そう、それがやる気のでない原因のひとつだった。

　歩のクラスメイトで、芹乃の親友の三田ひよりは、真面目まじめで親切で善良な女の子だ。が、恋の相手にどうかというタイプの女子ではない。

　それは、ひよりが遥はる菜なや芹せり乃のに比べて華やぎに欠けるとか地味だとか、そういった失礼な理由ではなく、もっと根本的なもので……。

　胸の奥が嫌な感じに疼うずいて、

「仕方ないだろう。夏休み中で、三み田たとは学校で会えないし。僕みたいな前髪の長い陰気な男がいきなり家を訪ねたら、ストーカーかと思われる。三田は部活もしていないみたいだし。だから二学期から……」

　するとルーメは、しれっとした顔で告げたのだった。

「そこはぬかりはありません。わたしがお二人の間に熱い恋が芽生えるよう、最適なプランを用意しました」




（なにが最適のプランだ！）

　と、歩あゆむは心の中で、ルーメに向かって悪態をついている。

（あの鉄面皮の、冷感症の、詐欺師の、未来人め！）

　まさか、子供会のボランティアなんかやらされると思わなかった。

　小学一年生から五年生までのうるさい子供たちを、ようやく班分けし終わり、調理の手順を説明し、班ごとに昼食のカレーを作りはじめる。

　一応、大人の職員も参加しているが、彼らはいざというときのために控えているだけで、実質、子供たちの世話や指導をするのは、歩あゆむたちボランティア学生の役目である。













　向こうの流しでは、色気のないジャージのズボンにＴシャツの三み田たひよりが、

「わー、まゆちゃん、じゃがいもさん綺き麗れいに洗えたねー。次は芽をとってみようね。じゃがいもさんの芽には毒があるから、ちゃーんととらないとダメだよ」

　などと、小さな女の子の世話を焼いている。

　歩と違ってひよりは、こちらについてからずっと、ふっくらした頬ほおをにこにこゆるめていて、明るい。

　ひよりの小学二年生と三年生の弟たちも参加していて、

「ダイちゃん、人にん参じんの皮をむいて。指をそがないように、丁寧にゆっくりね。コウちゃんは、まゆちゃんと一緒に、じゃがいもの芽をとってね」

　と、声をかけている。

「わかった、お姉ちゃん！」

「うんっ！　おれもじゃがいもの芽とるよ！　いっぱいとるよ！」

　と、元気いっぱいに答える弟たちのことも、ほんわりした笑顔で見守っている。

　ひよりもまた、この林間学校に、ボランティアとして参加しているのだ。




　──期間はちょうど一週間です。ひより嬢との親交を深めるには、じゅうぶんな長さでしょう。




（ルーメのやつ、『エウレカの恩恵がなければ、魔法が使えません。わたしは無力な女子高生ですので、かげからそっとユア・マジェスティの勝利を祈らせていただきます』とか言って、いつもは見てるだけなのに、珍しく協力的だと思ったら。しかも『明日、朝六時に集合です』とか言って、さっさと携帯切っておいて、自分はいねーし）

　憤ふん懣まんやるかたないとは、このことだ。

　歩の細い体から立ちのぼる暗々とした邪悪なオーラを感じてか、それまで騒いでいた子供たちも、急に肩をすぼめて目を伏せ、おとなしくなったくらいだ。屋外の炊事場はにぎやかな声であふれているのに、歩がタマネギを刻んでいるあたりだけは、シーンと静まり、ぽろぽろ泣いている子もいるほどだ。

「わ、大変！　みんな泣かないで」

　ひよりがやってきて、泣いている子たちの頬を、やわらかそうな桃色のタオルで、いちいちふいてやり、

「タマネギが目にしみちゃったかな？　まばたきしてみて。はい、大丈夫だよー。もうちょっとで、タマネギを切り終わるからねー」

　小さな手で、優しく頭を撫なでてやったりする。

　リップもつけていない自然なピンク色の口元に、子供たちを安心させるような微笑ほほえみが浮かんでいて、生まれながらの保育士さんという感じだ。

　子供たちの涙を拭ふき終えると、ひよりは歩あゆむに向かってにっこりし、なごやかに話しかけてきた。

「あとは材料を煮込むだけだね。やっと一息ついたね。けど、びっくりしちゃったよー。永なが野のくんが一緒だなんて」

　おまえと恋愛するために来た、なんて言えない。

「……知り合いに頼まれて。僕なら暇だろうって」

　と、ぼそぼそと答えると、

「あ、あたしもー。最近ボランティアになってくれる人が少ないからって、児童館の先生たちにお願いされたの。それに、弟たちが普段からお世話になってるし。うち、両親が忙しいから、あたしが弟たちと一緒にいられないときとか、子供会の児童館を利用させてもらっているんだ。だから、そのお返し」

　ひよりは、おっとり笑っているが、きっとお人好よしでトロそうに見られて、押しつけられたのだろう。いつものことだ。

　クラスメイトたちからの頼まれごとを引き受けて、にこにこ笑いながら働いていて、『そんなのひよがすることじゃないでしょう！』と芹せり乃のに怒られたりして、それでもほのぼの笑っている。

　以前よく、芹乃が歩を罵ば倒とうしたり、

『邪魔よ！　前髪長いキモオタが、あたしの進路をふさがないで！』

　と、突き飛ばしたりしたとき、

『ごめんねー、永野くん』

　と、芹乃の代わりに謝ってくれた。

　バイトでモデルをしている美人でスレンダーでお洒落しやれな芹乃の隣で、ぺこぺこ頭を下げていると、いかにも地味で気弱で苦労性に見える。そんなひよりのことを、歩は芹乃のつき人みたいだと思ったものだ。

　実際のひよりは、自分の意志をしっかり持った思いやりのある女の子で、芹乃のことで謝るのも、不器用で誤解されやすい親友を心配してのことだった。芹乃とつきあっていたとき、ひよりにアドバイスをもらったりして話しているうちに、歩はひよりについて知ることになる。

　三み田たひよりは、心の綺き麗れいな人間だ。

　神様に向かって文句ばかり言っていて、自分の中に閉じこもって他人と交流せず、ぶつぶつ恨み言を唱えていた歩とは、正反対の。

（だから、僕は三田のこと……）

　また胸の奥がもやっとして顔をしかめている歩あゆむに、ひよりは、

「この保養所、懐かしいな。小学校のときと中学校のときの林間学校で、やっぱりここに泊まって、ごはんを作ったっけ。永なが野のくんもでしょう？」

　と、普通に話しかけてくる。

　歩たちの住む地域に、海はない。周りを山で囲まれていて、海へ行くためにはその山を越えてゆかなければならない。

　なので、このへんでは、夏になると海の代わりに湖へ行く。保養所は湖の近くにあり、学校の行事などにも、よく使われる。

　ひよりの言うとおり、歩も小学生の頃ころと中学生の頃、林間学校でこの保養所に泊まっている。

　懐かしいかと問われたら、まったくそんなことはなく、班分けで一人だけあぶれたとか、夜のおしゃべりに一人だけ参加することなく、布団の中にもぐりこんで寝たふりをしていたら、

『永野と同じ班って、やだよなー』

『うん、呪われそう』

『けど、先生に、永野をまぜてやれって言われたから仕方ないよ』

　と、同じ班の連中が話しているのを聞いてしまったとか。

　調理の時、

『永野くんが刻んだ人にん参じん、食べたくない』

『ヘンなもの混ぜてそう』

　と女の子たちに拒否られたとか。そんな暗い記憶しかない。

　なので、正直この話題は微妙だと、口の端を下に曲げて、ますますむすっとしていると、ひよりの弟たちがやってきて、姉にまとわりついた。

「お姉ちゃん、今日、カレーおにぎり作る？」

「おれも！　カレーおにぎり食べたい！　りょうくんは、カレーおにぎり知らないんだって。教えたら、りょうくんも食べたいって」

「うーん、どうかな。先生たちに訊きいてみるね」

　カレーおにぎり？　カレーのピラフを握ったやつか？

　そんなイメージを思い浮かべる。

　弟たちが、仲間の子供たちに『カレーおにぎりを作ってもらえるかも』と報告しに戻ってゆき、またひよりと二人になる。

「カレーおにぎりって、なんだ？」

　と尋ねると、

「えっとね、白いごはんで結んだおにぎりの中に、カレーとチーズを入れて、海の苔りを巻いてあげるの」

　と、答える。

「ああ。それなら僕のお弁当にも、昔よく入っていたな」

　小学校は給食だったから、主に幼稚園の頃ころだ。

　前の日がカレーだった翌日のお弁当の、定番だった。海の苔りの味のする白いごはんを囓かじってゆくと、一日寝かせて美お味いしさがアップしたカレーが現れるのだ。

　ひよりは、歩あゆむとようやく話が合ったのが嬉うれしいのか、ふっくらした頬ほおをゆっくりととろけさせて、

「あーそうなんだー」

　と、明るい声でつぶやいた。

「永なが野のくんも、カレーおにぎりをお弁当に持ってったんだね」

　口元も、めちゃくちゃゆるんでいる。

（といっても、司つかさが、カレー食べると匂においがするから歯磨きセットを持っていく、って言ってから、おにぎりの具にカレーは二度と使わなくなったんだけどな）

　なにしろ歩の両親は、優秀で性格もよい次男の司を溺でき愛あいしていて、司のファンクラブ会員一号二号状態なので。万に一つでも可愛かわいい司に恥をかかせるような弁当を作ってはならないと思ったのだろう。

　歩は、あの変わり種のおにぎりが、結構お気に入りだったのに。

　ひよりは、まだにこにこしながら、

「レンジでちょっとだけあたためると、チーズがとろーっと溶けて、美味しいんだよね」

　と、カレーおにぎりの話を続けている。

（僕の家のは、チーズは入っていなかったな）

　などと考えていると。

「あれ？　あの子、どうしたんだろ」

　ひよりの声が、急に曇った。

　顔から笑みが引いて、心配そうな表情になる。

　ひよりの視線を辿たどると、小学校一、二年生くらいの、細くてひ弱そうな男の子が、ぽつんと立っていた。

　周りの子供たちは、楽しそうにおしゃべりしながら、切った材料を鍋なべに入れたり、アクとりなどをしているのに、その男の子だけ誰だれともしゃべることをせず、また誰もその子に話しかけることなく、一人で所在なさげにうつむいている。




（まるで、昔の自分を見ているみたいだ）




　集団の中で、一人ぼっちになってゆく恥ずかしさや心細さが、苦い痛みを伴ってよみがえり、目をそむけたくなったとき、ひよりが、

「ごめん、永なが野のくん。ちょっと行ってくる」

　と、歩あゆむがなにか言うより早く、その男の子のほうへ近づいていった。

　そうして、膝ひざを折って、視線の位置を男の子の目の位置に合わせながら、

「これからじゃがいものサラダを作るんだけど、手伝ってくれるかなー」

　と明るく話しかけた。

「……」

　男の子はもじもじしていて答えない。

　すると、ひよりは男の子の名前や学年を尋ねて、男の子がうつむいたまま、ぽそぽそと小さな声で答えるのに、耳をすまし、

「りひとくんだね。よし、りひとくん！　みんなでやろう。ダイちゃんもコウちゃんも、手伝って」

　と、弟たちを呼び寄せ、

「りひとくんは、二年生なんだって。コウちゃんと同じ学年だね。コウちゃん、りひとくんと仲良くしてあげてね。ダイちゃんは三年生で、二人のお兄さんだから、しっかり面倒を見てあげるんだよ」

　と、言い含めた。

　その間も、男の子は身を縮めてうつむいていて……。

　きっと、あの子供は、今いま頃ごろ恥ずかしくて消えてしまいたい気持ちで、ひよりの言葉を聞いているのだろうと、歩は自分の胸までひりひりしてくるのを感じながら、思った。

（よせっ、三み田た。もう、そいつにかまうな。放っておいてやれ）

　と、心の中で叫ぶ。

　歩は、経験者だからわかる。

　あんな風に集団の中で一人ぼっちになってしまったとき、一番辛つらいのは、一人でいることじゃない。

　そのことを、周りの人間に悟られることだ。

　あいつは友達もいない。

　誰だれからも相手にされない。

　哀れなやつだと。

　そう、周りから思われることだ。

　だから、こんな惨めな自分に誰も気づかなければいいと、小学生の歩も、中学生の歩も、思っていた。

　いっそ最初から、誰にも認識されない存在になってしまえたらいいと。

　そうすれば、こんな胸が張り裂けそうな恥ずかしさを味わわずにすむと。

　なのに、教師が一人ぼっちの歩あゆむに気づいて、

『みんなー！　永なが野のくんも、仲間に入れてあげてね』

　などと声をかけ、みんなが歩に注目した。

　視線が体をつらぬくレーザーのように感じられて、耳が熱くなって、体がすくんで──。

『田た村むらくんは、委員長なんだから、永野くんを同じ班に入れてあげてね』

『えー、仕方ないなー』

　もちろん、教師に頼まれたからといって、うつむいてばかりの陰気な少年となど仲良くなりたいわけがなく、結局どこかに所属させられても、その中でまた一人ぼっちになってゆくのだ。

「りひとくんは、いつもどこで遊んでいるの？　児童館で会ったことないよね？　おうちはどのへん？」

　ひよりはほんわりした声で、あのボッチの男の子──りひとに話しかけている。

　りひとは、自分がそんな風に特別扱いされていることを恥じ入るように、ますます体を縮め、うなだれてゆく。

（もう、よせ）

　と、ひよりとりひとの間に飛び込んで、二人を引き離したくなったとき。




「アユアユ！」




　いきなり晴れやかな声がした。

　Ｔシャツとハーフパンツに、ランニングシューズの遥はる菜なが、輝くような笑顔で歩に向かって手を振り、走ってくる。




「え、春坂すのさかさん？」




　驚く歩のすぐ手前で止まり、ますます頬ほおや目や唇をきらきらさせる遥菜に、歩の周りにいた子供たちも、目を丸くしている。

　小学生から見ても、遥菜がテレビで歌っているアイドルのように可愛かわいく、光っていたからだろう。

　長いまつげにふちどられた瞳ひとみはぱっちりと大きく、唇はピンク色でみずみずしく、胸は足を踏み出すたびに大きく揺れるほど大きい。なのに腰がきゅっと引き締まっていて、華きや奢しやにさえ見える。

　アイドルグループでも、常にセンターできらめいていて、周りもぱっと明るくしてしまう女の子。

　それが、春坂すのさか遥はる菜なだ。

「昨日からラクロス部の合宿で、湖の近くのコテージに泊まっているの！　アユアユがいたんで、びっくりしちゃった！」

　目を輝かせ、興奮している声で言う。

　そういえば……夏休みに入る前に、湖で合宿をするのだと話していた。向こうの道で、ランニング中の遥菜の部活仲間たちが、やっぱり驚いている顔でこちらを見ている。

「春坂ー！　こらー！　まだ練習中だぞ！　勝手に抜けるなー！」

　と叫んでいるのは、あの熱血コーチだ。

「わ、いけない、戻らないと。アユアユは家族で来たの？　どこに泊まっているの？　いつまでここにいるの？」

　早口で質問を浴びせる遥菜に、

「子供会の林間学校の手伝いをしているんだよ。保養所に一週間はいる予定で──」

　と答えたとき、




「な、永なが野のっ！　なんであんたが！」




　今度は、あざやかな夏色の、体にぴったりのタイトなミニのワンピースにスレンダーな体を包んだ堀ほり井い芹せり乃のが、サングラスをずらして目をむき、歩あゆむを指さし叫んでいた。

（堀井まで！）

　芹乃が眉まゆをひそめて、

「ひよが林間学校のボランティアやるって聞いてて、ちょうど湖でカタログの撮影があるから寄ってみたのに。なんで、あんたまでいるの！」

　と、歩に食ってかかるのに、

「芹ちゃん、来てくれたんだ」

　ひよりが嬉うれしそうに声をかける。

「ひよ。永野が一緒だなんて聞いてないよ」

「うん。あたしも、びっくりしちゃったよー。永野くんも、ボランティアを頼まれたんだって」

「この陰気で邪悪な中二病に、子供たちの世話を頼む奇特なやつって、どこのどいつよ。子供を、悪魔を呼び出す儀式に使ったりするんじゃないの？」

「芹ちゃん、そこまで決めつけなくても。永野くん、ごめんねー」

　ひよりが謝る。

　まるで学園の教室にいるような、見慣れた光景だ。

　一方で、悪魔を呼び出す儀式に使われるかもしれないと、子供たちが怯おびえている。

「てか、春坂すのさかもいるしー」

　芹せり乃のが遥はる菜なに気づいて、ムッとしたように顔をしかめる。

　誰だれにでも愛想のいい遥菜も、何な故ぜか複雑そうに、

「うぅ、堀ほり井いちゃんも一緒かー」

　と、つぶやいている。

「春坂ー！　置いていくぞ！」

「すみません！　コーチ！　今、戻ります。あぅ、永なが野のくん、またあとでね」

　遥菜が名残惜しそうな顔をしたとき。




「きゃー！　司つかさくん！」

「男子テニス部の合宿も、ここだったのー！」




　と、黄色い声が聞こえた。

　それまで遥菜のほうを、やれやれというように見ていたラクロス部の女子部員たちが、頬ほおを真っ赤に染めて、体をくねくねさせて、手を振ったり、その場でじたばた足踏みしたりして、大はしゃぎしている。

　彼女たちの後方から、Ｔシャツに短パンの男子たちが、かたまって走ってくる。

　その中に、神様に愛されまくったデキのよい弟の姿を見つけて、歩あゆむもぎょっとした。

　遥菜、芹乃に続いて、司まで！

　いや、このへんでリゾートや合宿に使える場所は、湖の周辺くらいしかない。夏休みに、湖で知り合いに遭遇しまくることは、それほど珍しいことではない。

（けど、司まで現れることはないじゃないか！）

　歩を見つけた司は、

「あ、あれ？　兄さん……？」

　と、目をぱちくりさせている。

　そうした困惑の表情までが、爽さわやかで愛あい嬌きようがあり、なおかつ背もすらっと高く、顔も歩と違って甘いアイドル顔のため、とにかく目立つ。女の子たちのピンク色の視線を集めまくっている。

「兄さん、だよね？　え？　ええ？　なんで兄さんが？」

（僕は、おまえの兄じゃない。他人だ）

　と、横を向いて無視してやる。

　そんな歩に、ひよりが心配そうに、

「永野くん、司くんが立ち止まって永野くんのこと、見てるよ。不思議そうな顔をしているよ。永なが野のくん、林間学校のこと、ご家族に話してなかったの？」

　と、ささやいてくる。

（余計なお世話だ）

　と、顔をしかめるそばから、ひよりが、

「司つかさくん！　お兄さんは、子供会の林間学校のお手伝いをしてくれているんだよ！　保養所に泊まっているから、よかったらお兄さんに会いに来てねー！」

　と司に向けて叫ぶ。

「って、こら！」

（なにを言い出すんだ、こいつは！）

　歩あゆむが長い前髪の隙すき間まから、ひよりに思わず怨おん念ねんを送ったとき、




「みなさん、楽しそうですね」




　淡々とした声に振り向くと、白い日傘をさし、白いワンピースをまとった、流れる金色の髪の美少女が、大理石の人形のようにひんやりした顔で立っていた。

　ワンピースの裾すそと、あわあわときらめく星色の髪が、夏のそよ風に揺れる。

　海色の瞳ひとみが、クールに歩を見つめていて──。




「ルーメ！」




　集合場所にいないと思っていたら、いきなり現れやがった！

　しかも、歩はＴシャツにジャージのズボンで子供たちの相手をしているのに、そっちは日傘なぞさして、セレブな装いで。

「入いる海み先輩！」

「え、入海先輩まで」

　遥はる菜なや芹せり乃の、ひよりが驚きの声を上げ、ラクロス部の女子部員や、男子テニス部の面々も、

「うわー、入海先輩よ。美しー」

「入海興産のご令嬢は、さすがに気品があるわね」

「おい、なんか入海さんが現れただけで、いきなり海外の高級リゾートになった感じしね」

　と、ささやきあっている。

　子供たちも、

「金髪だ」

「青い目だ」

「お姫様だ」

　と、騒然としている。

（外見だけはいいんだ、こいつは）

　ただでさえカオスなこの場に最後に登場して、皆の注目を集めまくるルーメは、そんな視線は気にならないというように、涼しい眼まな差ざしのまま、

「アユムさんが、子供会のボランティアをされていると聞いて、ご挨あい拶さつにうかがったんです。ちょうどわたしも、この近くの別荘で静養しておりましたから」

　と、お嬢様ぶって言う。

（なにが静養だ！　いつから病弱設定になったんだよ！）

「……アユアユ、入いる海み先輩には、ボランティアのこと話してたんだ」

　遥はる菜ながまた複雑そうにつぶやき、芹せり乃のが、

「ふ、ふんっ、入海先輩と永なが野のじゃ、姫と羊番だわよ」

　と悪態をつく。

　ルーメは涼しげに、

「祖父も日ひ頃ごろから地域の子供会の活動には深い関心を持っていて、最近も寄付の額を増やそうかと検討しておりました」

　と、引率の職員の耳に入るように、さりげなく『寄付』を強調してつぶやいたあと、たった今、思いついたというように、

「そうだわ。せっかく、ここでみなさんと出会えたのですから、みなさんを入海家のプライベートビーチにご招待しましょう」






　二章　僕が水着の女の子たちに、モテている？









　湖でも、プライベートビーチと言うのだろうか……。いや、砂浜だから有りか？

　そんなどうでもいいことを考えつつ、翌日の午後、太陽が地上を一番まぶしく照らす時刻に、歩あゆむはひよりや子供たちと一緒に、入いる海み家所有の湖の岸辺に来ていた。

　予定していた林間学校のプログラムとは異なるが、夏休みの人で混こみ合った湖で子供たちを遊ばせるより、関係者以外入れないプライベートビーチのほうが、目がゆきとどくだろうと、ルーメの申し出を受けることになったのだった。

　それに、ルーメの祖父（当然、未来人のルーメと血の繋つながりはなく、ルーメがジョギング中に発作を起こして倒れた入海家の当主を背負って病院まで運んで、命の恩人となり、孫ということになったのだが）で、入海興産の会長といえば、大金持ちでこの地域の実力者だ。長いものには巻かれるのが、地方の狭いコミュニティで生きてゆくコツである。

　そんなわけで歩も水着に着替えて、はしゃぐガキどもの世話をしている。

　水に飛び込むのが待ちきれず、フルチンで駆け出す元気な子供のあとを追いかけ、無理矢理、海パンをはかせ、友達と張り合って遠くのほうまで泳いでゆこうとする、やんちゃな少年たちを、

「こら、そっちへ行ったら呪のろわれるぞ」

　と暗い声で脅して、びびらせる。

　湖の中で、浮き輪の端をつかんで、もじもじしはじめた女児を、

「トイレなら、陸でしろ！」

　と抱え上げて岸へ連れてゆき、怖がられ泣かれる。

　髪飾りを落として逃げてゆく女児にムカツキながら、ピンクのうさぎのピンを拾い、ひよりに手を引かれてしくしく泣きながら、トイレから戻ってきた女児のパーカーのフードにこっそり落として、

「ふんっ」

　と鼻を鳴らして、湖のほうへ戻る。

　それを見て、ひよりが唇をほころばせてにこっと笑うのに、またイラッとした。

　ひよりは、黄色のワンピース型の水着を着ている。派手すぎず、露出しすぎず、無難で可愛かわいらしいデザインで、いかにもひよりらしい。

　脱ぐと結構胸が大きなことに気づいたりして、子供たちと話すときにかがむと胸元が強調されて、ちょっとドキッとしたが、ときめくほどのことではない。

　歩あゆむの左手の薬指には、今も十字架をモチーフにした鉛色の指輪が、かっちりとはまっている。

　遥はる菜なと芹せり乃のを攻略したときは、指輪の上に包帯を巻いて隠していた。

　けど、今は夏休みなので、指輪をしていても不自然ではない。なので、包帯を巻かずにそのままさらしている。

　ひよりは指輪を見て、

「その指輪、なんだか迫力があるねー。永なが野のくんって、アクセサリーとかつけるんだね。お洒落しやれだね」

　と、言っていた。

　ちなみに昨日、芹乃は歩の指輪を、

「ダサッ」

　と、ひと言で片付け、遥菜は、

「やっぱりアユアユって、ビジュアル系なんだ」

　と、納得していた。

　指輪は、歩の感情を反映する。

　攻略対象への歩の恋心が高まれば、熱を帯びて光を放ち、恋する気持ちが逆行すれば、冷たくなり、黒ずみ、ヒビが入り、アンチテーゼとなり砕け散る。

　今のところ十字架の指輪は、ひよりといても、ぴくりとも反応しない。

（やっぱり三み田たは、恋愛対象って感じじゃない。向こうも僕のことなんて、前髪の長い陰気なクラスメイトくらいにしか思ってないだろうし）

　ある意味、芹乃を攻略したとき以上に、難関なんじゃないか。

（堀ほり井いのことは、とにかくムカついて憎らしくて、どうにか屈服させてやりたいって思っていた。けど、そういう強い感情は、三田に対してはない）

　ただ、ひよりがほのぼのした顔で子供たちの世話を焼いている姿を見ると、胸の奥が嫌な感じにチクッとするだけで。

　そういうひよりを、やりこめたいとか、屈服させたいとかは、まったく思わない。むしろ、あまり関かかわりたくなくて……。




「アユアユー！　来たよー！」




　晴れやかな声がして、水着姿の遥菜が、昨日と同じように歩のほうへまっすぐ駆けてきた。ピンクのビキニに包まれた大きな胸は、左右にふるんふるんと揺れ、下のミニスカートのフリルも、やわらかくひるがえる。

　エロさと可愛かわいらしさのマリアージュに、歩は、

（うわああああああっ）

　と、心の中で叫んだ。

　顔が反射的にカァァッと熱くなる。

　もともと遥はる菜なの顔も体型も、歩あゆむのモロ好みなのだ。しかも遥菜は覚えていないが、かつては相思相愛だった元カノである。

　その、嫌いで別れたわけではない──むしろ好きでたまらなかった、今でも想おもいは残している元カノが、萌もえ萌えな水着を着て、歩を見て可愛かわいらしく笑っている。

　ドキドキするなと言っても、無理だ。

　さらに、反対側から、




「な、永なが野のに会いに来たんじゃないからねっ」




　と口を尖とがらせ、芹せり乃のが現れる。

　こちらも、すごい！

　大人っぽくシックな黒いビキニは、布が極端に少なく、上も下も紐ひもで結ぶ仕様になっている。ちょっと紐を引っ張れば、たちまちはらりとほどけてしまうだろう。

　芹乃の水着姿は、雑誌の広告の撮影で、スクール水着を着ているのを見学したが、あのときより数段大人っぽくて、色っぽい。

　また、かぎりなくスレンダーな芹乃の胸は、それゆえにシャープでしなやかな魅力を発散させており、いっさいの贅ぜい肉にくのないすらりとした脚線美も、息をのむほど美麗だった。

　つきあっていた頃ころ、芹乃はここまで魅力的だっただろうか。

　いや、喧けん嘩かばかりしていたから、歩も素直に芹乃の魅力を認めることができなかっただけで、芹乃はもともとモデルとして活躍しているほど、輝いている少女だった。

　それに、別れる間際の芹乃は、歩の腕の中でぽろぽろ泣いていて、歩のキスに素直に応こたえていて、とても可愛くて……。

　いや、ダメだ！

　今は、そんなことを思い出してはいけない！

　けど芹乃もまた、歩にとっては忘れられない元カノで……。遥菜と芹乃、タイプの異なる二人の元カノの、これ以上ない魅力的な水着姿に、歩は頭に血がのぼって、気が遠くなりそうだった。

（一体、これはどういう試練なんだ）

　右からは嬉うれしそうに頬ほおをほころばせた遥菜が、左からは恥ずかしそうに唇を尖らせた芹乃が、やってくる。

「えへっ、また会えたね、アユアユ。部のみんなは、男子テニス部の練習試合があるからって、そっちに応援に行っちゃったの。でも、あたしはアユアユに会いたかったから」

「あ、あたしはっ！　ひよに会いに来たのよっ。けど、ひよは子供会のほうで忙しそうだから。な、永なが野のは、子供が怖がって近づいてこないから、どーせ暇でしょ。仕方ないから、永野で我慢してあげる」

　遥はる菜なと芹せり乃のが、左右から一度に話しかけてくる。

（てゆーか、二人とも距離が近いよっ）

　右に体を引けば遥菜と接近しすぎて、豊かな胸に肘ひじがあたりそうで、左に引けば芹乃のすらりとした足に、歩あゆむの足がぶつかりそうで、動くに動けない。

「ねぇ、アユアユ、この水着どうかな？　アユアユに見せるために、昨日、湖のショップで急いで買ったの」

　遥菜が頬ほおを染めて期待している顔で言い、芹乃も視線をそらしながら、

「あ、あたしのは、カタログの撮影で使ったのを、たまたま気に入って買い取っただけだから。永野に見せるためとかじゃないから」

　と、ぶっきらぼうに言いつつ、ちらりと歩を見上げる。

「アユアユは、下は可愛かわいくひらひらしてるほうが好きかと思って」

「永野は変態っぽいから、こういう大人っぽいほうが興奮するかと思って──別に永野のために着てきたんじゃないけど」

　完全に二人で張り合っている。

「どう？　アユアユ？　それともピンクより白のほうがよかった？」

「プロのあたしが、特別に水着姿を拝ませてあげてるんだから、黙ってないでなんとか言いなさいよ永野」

　二人が顔をぐっと歩のほうへ近づける。

（なんなんだ、この状況は）

　片方を褒めたら、もう片方がむくれそうだし、両方褒めたら、それはそれで不満気な顔をされそうな予感があり、言葉につまってしまう。

「あー……」

　助けを求めるように、視線を泳がせる。

　すると、浅瀬で子供たちの相手をしているひよりと目が合った。

　いいよな、向こうはのんきで平和で──と思っていたのが、意外なことに、ひよりが淋さびしそうな顔で歩のほうを見ていたので、歩はドキッとした。




（なんだ、あの顔は）




　いつも、ほのぼのと笑っているひよりが、眉まゆを下げてしゅんとしている。想像もしていなかったひよりのそんな表情は、歩あゆむの心をほんの少し揺らした。

　左手の薬指が、ほんのり熱くなる。

　けど、ひよりはすぐに歩から視線をそらして、子供たちのほうへおだやかな顔を向けて、明るく話しはじめた。

（今のは……僕の気のせいだったんだろうか）

　もしかしたら、ひよりは歩のほうを見ていたわけではなく、たまたま考え事をしていただけだったのかもしれない。

　それが、しょんぼりしているように見えただけなのかも。

　そうだ。ひよりが、歩が女の子たちに挟まれているのを見て、淋さびしそうな顔をする理由など、ひとつもないのだから。

「アユアユ、どうかした？」

「なに急にぼーっとしているの、永なが野の」

　遥はる菜なと芹せり乃のが、左右から問いかけてくる。

（うわっ、忘れてた）

「えっと」

　二人とも、期待と緊張に満ちた目で歩を見つめている。

　歩が口を開きかけたとき。




「あら、モテモテね、永野くん」




　からかうような声がして、赤いビキニの水着をまとった、南国の大輪の花のような美人が現れた。

　遥菜よりもさらに大きくたわわに実った胸が、一足踏み出すごとに、遥菜のそれよりもやわらかそうに、誘惑的に、ふるんと揺れる。

　ハイビスカスをプリントしたあざやかなパレオは長く、その分かれ目から、芹乃よりも肉感的で、かつしなやかで魅惑的な足が、大胆にのぞく。

　結い上げられた髪の襟足は真っ白で、ぞくっとするほどの色香をただよわせていて、長いまつげの下の、生き生きと輝く黒い瞳ひとみにも、ふっくらとした赤い唇にも、大人の女性の余裕と自信があふれている。

「お姉ちゃん！」

　遥菜が情けない声を出す。

（そうだ、この人は、春坂すのさかさんのお姉さんの千ち織おりさんだ！）

　遥菜とつきあう前と、芹乃とつきあっているときと、二度ほど会ったことがある。美人でスタイルが抜群で、一度見たら忘れられないほど印象的な人だ。

　その大人の超美人が歩あゆむを見て、色っぽく微笑ほほえんだ。

「こんにちは。わたしも仕事で、芹せり乃のちゃんの撮影に同行しているの。それで、芹乃ちゃんがあんまりそわそわして、撮影で使った水着を並べて、どれを着ていったらいいか悩んでいるから、そんなに芹乃ちゃんが水着を見せたい人って誰だれなのかしらって、気になって、ついてきたのよ」

「ち、千ち織おりさん！　あたしは、そわそわなんかっ」

　芹乃が真っ赤な顔で、反論する。

　千織は、通販で全国展開している下着メーカーの企画部で、精力的に仕事をこなしていると、遥はる菜なが前に話していた。

　最年少で管理職になることを目指していて、昔から美人で頭がよくて、生徒会の役員もしていて、自慢のお姉ちゃんなのだと。

「堀ほり井いの仕事って、シルフィーヌのカタログだったんだ」

　歩がつぶやくと、遥菜は千織が仕事で湖にいることを知っていたらしく、

「お姉ちゃん、仕事が忙しいから、きっと会えないわって言ってたのに……」

　と、納得いかなそうに、つぶやいている。

　芹乃は赤い顔のまま歩のほうを見て、眉まゆをキッと上げて、

「し、シルフィーヌって言っても、下着のカタログじゃなくて、部屋着とかパジャマとかのほうだからね……っ！　え、エッチな想像しないでよ」

　と、主張した。

「あ、うん」

　実は、千織の会社の仕事と聞いた瞬間、レースがひらひらついた色とりどりの下着を連想していたので、

（そうか、下着のカタログじゃないのか）

　と、ちょっと安心したりもした。

　元カノが、仕事とはいえ、下着姿を人目にさらすなんて、あまり気持ちのよいものではないので。

「よかった」

　と、つい口に出してつぶやくと、芹乃が目をむいて、

「な、ななななに！　なんでそんな、ホッとしてんの。あたしがどんな格好しようと、永なが野のには関係ないでしょ」

　と、上擦った声で言った。

　下着のモデルじゃないと主張しながら、あたしが何を着ても関係ないでしょうと言うあたり矛盾していることに、芹乃本人は気づいているのか、いないのか。

　千織が、

「芹せり乃のちゃんって、今時のクールな子だと思ってたけど、そうでもないのね。それとも、永なが野のくんの前でだけかしら？　遥はる菜なも頑張らないと、芹乃ちゃんに負けちゃうぞ」

　と、妹の耳にささやく。

「お姉ちゃんってば！」

　と、今度は遥菜が赤くなる。

　千ち織おりはけろっとして、

「さて、社会人は時間がないから、さっさと一泳ぎしてしまいましょう。永野くん、つきあって」

「えっ！」

　あざやかな花のパレオが、はらりとほどかれる。

　吸い込まれそうな魅惑的な足が、歩あゆむの前にさらされる。

　十代の遥菜と芹乃には持ち得ない、大人の女性の魅力を存分に備えた誘惑的な肢体に、歩はくらりとした。

　遥菜と芹乃も、負けた、という顔をしている。

「お姉ちゃん、ズルイっ」

「ひ、卑ひ怯きようだわっ」

　などと、悔しそうにつぶやいている。

　そんな二人の、可愛かわいらしい反応を見て、千織がますますいたずら気に微笑ほほえみながら、

「ほら、永野くん」

　と、歩の手をきゅっと握って、湖のほうへ走ってゆく。

　そのまま、湖に飛び込む。

「わっ！」

　水飛沫しぶきが上がり、手を引っ張られて頭の下まで水につかってしまう。

「アユアユ！」

「永野！」

　遥菜と芹乃が、慌てて水をかいてやってくる。

　水中から顔を出すと、前髪がぺったりと顔面にはりついて、視界が真っ暗になった。

「……アユアユ、昆布お化けみたい」

「……てか、海坊主」

　遥菜と芹乃のつぶやきが聞こえ、千織がくすくす笑いながら、水をかけてくる。

「ちょっ、千織さん、待った」

「その髪の下、どうなっているの？　すごく興味あるわ」

「だ、ダメです、顔は、見せられなくて」

「そうだよ！　お姉ちゃん、アユアユは前髪あげたら死んじゃうんだよ！」

「永なが野のの顔、あたしも見たことないのに……っ」

「そう聞くと、余計見たくなっちゃうかな」

「わわっ」

　千ち織おりにつかまらないように、歩あゆむは必死に水をかいて、泳ぐ。

　千織だけでなく、遥はる菜なと芹せり乃のまで追ってくる。

「アユアユは、あたしが守るんだから」

「他ほかの女に見せたら、許さない」

「ふふ、ほぉら、つかまえちゃうわよー」

　三人に追いかけられながら、湖をわたわた泳ぎ回るはめになった。

　そんな風に大騒ぎして……。遥菜がラクロス部が合宿をしているコテージに戻り、芹乃と千織が夕暮れの林で撮影をするために帰り、歩がようやく解放されたのは、一時間以上もあとだった。

　砂浜に戻り、ぐったり座り込むと、パラソルを立て、その下にビーチチェアを置いて、そこでトロピカルな色合いのドリンクを飲みながら、歩たちの様子を眺めていたルーメが、

「三人の女子に囲まれて、ウハウハでしたね……」

　と、さめた声でつぶやいた。

　歩はうなだれたまま低い声で、

「つか……どうなってるんだ。テーゼを攻略し終えたら、記憶は改変されて、つきあってなかったことになるんじゃなかったのか……。なんで春坂すのさかさんも堀ほり井いも、僕にかまうんだ。二人だけじゃなく、千織さんまで」

　二年生に進学したばかりの頃ころは、女子から避けられこそすれ、積極的に向こうから、からんでくることなどなかったのに。

　遥菜も芹乃も、歩の彼女だった頃の記憶が残っているとしか思えない言動をするときがある。

　ルーメは真面目まじめな顔で、

「記憶の改変は、完かん璧ぺきなはずです。遥菜嬢がユア・マジェスティを『アユアユ』と呼ばれるように、一部残ってしまうこともありますが。それもはっきりしたものではなく、曖あい昧まいなものです」

「だったら、どうして二人とも──」

「それは、ユア・マジェスティが、以前よりも魅力的になったからでしょう」

　ルーメが眉まゆ一つ動かさず、さらりと言ったので、歩は顔を上げたまま声をつまらせた。

（こいつ、なにを言っているんだ）

　魅力的になった、だって？

　僕が？　魅力的？

　顔が、じわじわと熱くなる。

　ルーメがさめた顔のまま、さらに言う。

「恋を重ねて経験をつまれたことで、モテるフェロモンがにじみ出るようになったのでしょう」

　普段、歩あゆむの欠点をずけずけと指摘するルーメに褒められるなんて。

　ひょっとして、なにか企たくらんでいるのか？　それで、おだてているのか？

　警戒する歩に、

「けど、いけませんね」

　またさらりと言う。

「今回、ユア・マジェスティがフェロモンを向けるべきお相手は、ひより嬢です。遥はる菜な嬢や芹せり乃の嬢に加えて千ち織おり嬢とまでいちゃいちゃされては、わたしが骨を折ったかいがありません」

「おまえ、ビーチチェアで見物してただけじゃないか！　全然、骨なんか折ってないじゃないか！」

　つい声を荒らげてしまう。

「それに、三み田ただって……」

　歩が遥菜たちに囲まれていても、特に気にする様子もなく、近づいてくることもなく、ほんわりした顔で子供たちと遊んでいたと、自分のことを棚に上げて苦い気持ちになる。

　今もまた、ひよりのほうをこっそり見ると、あのボッチの男の子（鈴すず木き理り人ひとというのが、フルネームだった！）を、かまっていた。

　浅瀬で、理人の両手をつかんで、泳ぎを教えているようだった。

　理人が足をばたばたさせて水に浮くと、手をゆっくりと放す。理人は焦って、すぐに水に沈んでしまうが、

「もう一度、やってみよう。今度は平気かも」

　と励まし、また手をつかんで、

「はい、大きく息を吸って」

　と、自分も一緒に深呼吸する。

　理人が顔を水につけ、細い足をばたつかせる。ひよりが、ゆっくり、ゆっくり、手を放す。

　その瞬間に、理人の体は石の塊になったかのように、水の中にずぶずぶと落ちていってしまう。

　ひよりに引き上げられても、顔が上げられず、うつむいている理人の様子に、胸がズキッとする。

「大丈夫だよ、りひとくん。次はできるよ」

（簡単に、大丈夫だなんて言うな）

　ひよりに対する苛いら立だちが、わいてくる。

（大丈夫だって言われるほうは、こんな簡単なこともできないのかって、責められている気がするんだ）

　それに『大丈夫』と言う、その根拠はどこにある。

　希望的観測で『大丈夫』だなんて、軽々しく口にするな。

　きっとひよりは、どの子に対しても、ほんわりした優しい顔で、

『大丈夫だよー』

　と言ってやるのだろう。

　その先のことなんか考えもせずに、ただその場だけ、

『大丈夫だよ、心配することないよ、きっとできるようになるよ、いいことがあるよ、問題も全部解決するよ』

　と──。

　ひよりの弟たちが、向こうで流木を見つけたのだと、知らせに来る。すごくカッコいいから、お姉ちゃんも見に行こうと。

「お姉ちゃんは、まだお仕事があるから、りひとくんに見せてあげて。りひとくん、またあとで、練習しようね」

　と、ひよりが理り人ひとを送り出す。

　理人は乗り気でなさそうに、うつむいている。

「ダイちゃん、コウちゃん、りひとくんをよろしくね。りひとくんはまだ泳げないから、浮き輪をはなしちゃダメだよ。それと、遠くへ行かないようにね」

　と、優しく言う。

　弟たちは、ひよりが来ないことが不満そうだったが、

「仕方ないな、ついてこいよ」

　と、理人をうながし、離れていった。

「いってらっしゃい、りひとくん！」

　ひよりが、ほんわりと手を振る。

　その善意にあふれた笑顔に、また胸がチクッとして、

「……」

　ルーメがさめた目で見つめる中、

「っっ」

　立ち上がり、ひよりのほうへ歩いていった。

　ちょうど水から上がろうとしているひよりに、

「三み田た」

　と、ぼそっと呼びかける。

　突然だったので驚いたのか、ひよりが、

「ひゃ」

　と、声を上げる。

　それから、

「なんだ、永なが野のくんか」

　と、ほのぼのと笑う。

　子供たちに向けるのと、同じ笑顔だ。ひよりは誰だれに対しても、嫌な顔をしたりしない。みんなに平等に、優しくあたたかく微笑ほほえむ。

「また前髪が顔にはりついてるよ、永野くん。一瞬、半魚人かと思っちゃった」

「僕の髪のことはいいんだよ」

　イラッとしながら言う。

「それより、理り人ひとのことだけど」

　するとひよりは嬉うれしそうな顔になり、

「永野くんも、りひとくんのこと気になってたんだ。りひとくん、恥ずかしがり屋さんで、自分からみんなに話しかけられないみたいだから。少しずつでも、他ほかの子たちと仲良くなれるといいなー」

「そうじゃなくて」

　歩あゆむが遮ると、ひよりはきょとんとした。

　いっきに意見するつもりだったのが、喉のどで声がつまってしまい、小さく唸うなって、視線をそらしてしまう。そんな自分にも、苛いら立だつ。

　十字架の指輪をはめた左の薬指が、ズキン……として。

　その感覚が、どんどん強くなっていって……。

「永野くん……？」

　顔に前髪を張りつけた歩が、不機嫌そうにしているからだろう。ひよりが心配そうな声になる。

　また左の指に、脈打つような痛みが走る。

（っっ、なんだ、これ）

　なんで、急に痛くなるんだっ。

　ひよりが、また哀かなしそうな目で歩を見ているような気がして？

　わけのわからないまま気持ちが揺らいだが──。やがて絞り出すような声で、つぶやいた。

「理人にばかり……かまわないほうがいい」

「え」

　ひよりの声に、困惑がにじむ。

　薬指の痛みは強くなる一方で、目をそむけたまま、歩あゆむは素っ気なく言った。

「ああいうの、余計なお世話だ」





◇　　　◇　　　◇






　その夜、子供の頃ころの夢を見た。

　歩は幼稚園の制服を着ていて、広い部屋の真ん中に、一人でぽつんと立っている。

　周りでは、仲良しな子同士で集まって粘土遊びをしたり、鬼ごっこをしたり、おもちゃのピアノを弾いたりして、楽しそうに笑っている。

　歩だけが口を引き結んだまま、うつむいている。

『みんな、歩くんも仲間に入れてあげなさい。歩くん、一人ぼっちでかわいそうでしょう』

『えー、歩くん、暗いしー』

『全然、しゃべんないしー』

　無神経な教師、残酷な子供たち。

　痛い痛い屈辱の歴史。

　僕だって、おまえらとなんか、友達になりたくない。

　誰だれの助けもいらない。一人でかまわない。一人でも楽しめることを見つけるし、一人でも身を守れるように知恵を絞るし、一人でいても淋さびしさを感じないように強くなる。

（僕は、一生一人ぼっちでいるんだ）

　肩に力を入れ、小さな手を握りしめ、足を踏ん張り、心の中でそう強がったとき。

　ふと気づくと、足元に、ももいろの積み木が置いてあった。

　はんぺんのような形をした、三角形の積み木だ。

　それがひとつだけ、ぽつりと置いてある。

　やわらかなももいろの積み木は、手に取ると、ほのかにあたたかくて、急に胸がきゅっとして、淋しくてたまらなくなったとき。

　歩の頭上で、鐘が鳴った。

　リーン……ゴーンと。

　清らかに響き渡る、鐘の音。

　幼い歩が振り返ると、青空の下に建つ、小さな教会が見えた。

　決して立派な教会ではない。

　木造で、壁に緑の蔦つたが這はっている、古い教会だ。

　けれど、素朴で清潔であたたかい感じのするその教会の前に、二十歳くらいの若い女性が立っていた。

　地味なエプロン。

　地味なワンピース。

　髪を、二つに結んでいる。

（三み田た……ひより？）

　いや、でも、年齢が……。

　ひよりは歩あゆむと同じ高校二年生で、けど教会の前に、両手を体の前でしとやかに組んで立っているエプロン姿の彼女は、あきらかに歩やひよりよりも年上だ！

　だけど、他人にしては似すぎている。

　ひよりがあと数年したら、きっとこんな感じになるだろう。

　そもそも大人のひよりの前に立っているのは、幼児の姿をした歩なのだから、深く悩むほどのことではない。

　これは夢なのだ。

　そう思いつつも、会ったことのないエプロン姿の大人のひよりを、何な故ぜこんなに懐かしいと感じるのか、とても気になった。

　そして、何故こんなにも胸がしめつけられるのかも。

　喪うしなったものに、また出会えたような──けれど、決して手をふれることができないような、そんな切ない気持ちになるのか。

　立ちつくす幼い歩に、大人のひよりが、優しく微笑ほほえむ。

　ほんわりした、あたたかな笑顔。

　それから、優しい声がして。




　──アユくん。




（アユくん、だぁぁぁ！）

　いきなり、そんな風に呼ばれて、頬ほおがカァァァァァァッと熱くなる。

　大人のひよりが、赤面する歩のほうへ両手を伸ばす。

　このままだと、抱きしめられてしまう。

　それが恥ずかしくて、よくわからないけれど、心臓が震え出しそうなほど怖くて──。

　チビの歩は、大人のひよりと教会に背中を向けて、ダッシュで逃げ去った。





◇　　　◇　　　◇






　目覚めると、豪華なシャンデリアが、窓から差し込む月明かりを吸い込んで冷たく光っていた。

（へ？　シャンデリア？）

　まだ夢の中にいるのだろうかと困惑して、顔を横に向けたら、暖炉や鹿しかの角の置物が見え、さらに、床に布団を敷き詰めて雑魚寝する、子供たちの姿が目に入った。

（ああ、そうだった。昨日はルーメのところの別荘に、泊まったんだった）

　昨日、ルーメの招待で、入いる海み家所有のプライベートビーチで遊んで、保養所に戻ろうとしたら、激しい夕立と雷があって、そのまま別荘に泊めてもらうことになったのだ。

（それにしても……なんて夢だ）

　子供の歩あゆむが、大人のひよりと見つめあっていた。

　教会の鐘の音が、空いっぱいに響いていて、地味なエプロンに地味なワンピースの、大人のひよりが微笑ほほえんで、




　──アユく……。




　耳に、ほのぼのとした声がよみがえりそうになり、首をものすごい速さで横に振る。そうしたら目眩めまいがした。

　頬ほおが、火であぶられたみたいに熱くて。

　あんな夢を見るなんて、

（くそ、眠れない……）

　何な故ぜ、あんな夢を見たのだろう。

　昼間、ひよりを傷つけてしまったから？

　理り人ひとにばかり、かまわないほうがいい。

　絞り出すような声で、歩にいきなりそんなことを言われて、ひよりは困惑していた。




　──ああいうの、余計なお世話だ。




　薬指が痛くて、ひよりのほうを、まともに見ることができなかった。だから、そのときひよりが、どんな表情を浮かべていたのかは、知らない。

　けど、返事ができないくらいショックを受けていたのは、間違いない。小さく息をのむ気配がして、そのまま沈黙していた。

　ひよりがなにか言う前に、歩はひよりに背中を向けて、離れてしまった。心臓が薬指に移動したみたいにズキズキと脈打って、アンチテーゼがはじまってしまったのではないかと、頭が熱くなったが、手を見おろすと十字架の指輪は、鉛色のままだった。

　ホッとしたものの、指の痛みはなかなか消えず、歩の気持ちを反映するように、急に空が曇り、大量の雨が降りはじめた。

　真っ暗に染まった空を稲光が飛び交い、泣き出す子供たちを連れて、ルーメの別荘に避難する流れになったのだった。

　ひよりは、子供たちを一生懸命に励ましていて、歩あゆむのほうを見ることはなかったし、そんな余裕もなさそうだった。

　けど、しがみついてくる小さな女の子を、ぎゅっと抱きしめ返しているときの、泣き出しそうな不安そうな表情も、子供たちに『大丈夫だよ』と、声をかけるときの顔も、普段より、か弱げで、頼りなげに見えて。

　それが、いきなりの雨と雷で別荘にとどまることになったこの状況が不安だからなのか、それとも歩に『余計なお世話だ』と言われたことが、胸にわだかまっていて、つい泣きそうな顔になってしまうのか、わからなかった。

　ひよりが眉まゆを下げるたびに、歩のほうは昼間のことを思い出して、薬指をズキズキさせていた。

（あんなに冷たい言い方をすること、なかったんだ……）

　ひよりは、悪意があって理り人ひとをかまっていたわけではないのだから。

　けど、だからこそ、いっそう苛いら立だって。

　言わずにいられなかった。

（あげくに、あんな夢を見るなんて）

　自分は、あの身勝手で意地悪な発言を、ひよりに許してもらいたいのだろうか。あんな風に、またひよりに笑ってほしいのだろうか。

　アユくん、なんて呼ばれたいと思っているのだろうか。

（いや、それはない）

　心の中で、きっぱり否定する。

　ひよりに対して、恋人になりたいという感情は、今も持っていないはずだ。

　けど……ならば、ひよりに対するこの苛立ちや不安は、なんなのだろう……。




　──ユア・マジェスティは、ひよりさんに対しては、いつもそうですね。まるで、わざとひよりさんに嫌われようとしているように見えます。




　ふいに、ルーメのさめた青い瞳ひとみと、抑揚のない淡々とした声が浮かんだ。

（え、なんだ？）

　ルーメに、いつ、そんなことを言われたっけ？

　ひよりに暴言を吐いたあと、ルーメとは一度も話していない。ルーメのほうは、さめた目で歩を見つめていたが、歩のほうがルーメと言葉を交わすのを避けていた。

　きっと、歩あゆむがひよりになにを言ったのか、歩の様子から察しているだろうから。

　あの淡々とした声で、あれこれ意見されるのが、嫌だったのだ。

　なのに今、実際にそう言われたことがあるかのように、ルーメの声も表情も、鮮明に浮かんだ。

　ひょっとしたら、ひよりに対する後悔が、そんなルーメの映像を勝手に作り上げてしまったのだろうか。

（っっ、僕は間違ったことは言っていない。だから後悔もしていない）

　また心の中でつぶやいたが、明日、ひよりと顔をあわせるのが怖かった。




　目が冴さえたまま眠れず、明け方を迎えた。

　起きあがり、庭へ出てみる。

　地面は濡ぬれ、草木もしめっていたが、雨も雷もすっかりやんでいる。

　もやもやした気持ちで歩いていたら、人がいた。

　庭の隅の野菜畑で、きゅうりをもいで、かごに入れている。ショートパンツに地味なエプロンに麦むぎ藁わら帽子という格好で、こちらに背を向けていたので、一瞬、ひよりかと思ってドキッとする。

　が、冷静に見直せば、見間違えるはずがないほど、別人だ。ひよりより髪が短いし色も明るい。ひよりより背が高く、体型もほっそりしていて、手足も長い。

（って、あれ……？）

　ひよりではないが、知ってるやつなのではないか？

　けど、そいつはホテルに泊まっているはずだし、こんなところで朝からきゅうりをむしっているはずは……。

　そのとき、向こうが体を起こし、振り返った。

「！」

　後ろに歩が立っているのを見て、ぎょっとした顔で、息をのむ。

　歩も驚いた。

「堀ほり井い！」

「な、なによっ、森でタヌキに出くわしたみたいな反応、やめてよ！」

　きゅうりやナスの入ったかごをかかえて、麦藁帽子に地味なエプロンの芹せり乃のが、真っ赤な顔で、叫び返す。

「ホテルの部屋が、雨漏りしちゃって、こっちに急きゆう遽きよお世話になることになったのよ」

　昨日の夜から、千ち織おりと滞在しているという。

「そっ、それで──目、さめちゃったし、お世話になったお礼に、朝食の支度とか、手伝おうと思って。そしたら、ひよが予備のエプロン貸してくれて。日焼けしないように、帽子もかぶっていったほうがいいって──」

　ひよりは、芹せり乃のが泊まったことを知っていたようだ。ひよりの名前を聞いて、ドキッとする歩あゆむに、芹乃が唇を尖とがらせてぶっきらぼうに、

「永なが野のに、あたしが作った朝食を、食べさせたかったわけじゃないからねっ」

　と言い、

「けど、料理にはちょっと自信があるから」

　と、つけくわえる。

「……うん、知ってる」

　芹乃が歩のために焼いてくれたパンケーキを食べたことがあるから。あのとき芹乃がかけていたエプロンは、もっとお洒落しやれで、芹乃らしいデザインだったけれど。

　つい、しんみりとつぶやいてしまうと、

「なんで！　なんで知ってるの？」

　と、すごい勢いで睨にらまれた。

　反応の強さに、失言だったと気づいて、

「えっと、誰だれかにその、聞いたような……」

　と誤魔化そうとしたが、芹乃はさらにキッと眉まゆをつり上げ、身を乗り出し、

「誰かって誰！」

　と、迫ってくる。

（どうして、こんなにこだわるんだー）

　歩はすっかり逃げ腰で、

「み、三み田ただった、かも」

「ひよは、そんなことしゃべらないし、ひよ以外は、あたしが料理得意だって知らないはずだけど。てか、なんで、そわそわしてんの！　なんか隠してんの？」

（うわぁ）

　これはダメだ。

　芹乃はひとつのことが気になると、それをとことん追求してくる性格だ。かといって、夏休みに入る直前まできみは僕の彼女で、僕たちはつきあっていました、などと言えるわけがない。

「そろそろ、子供たちを起こさなきゃ」

　足早に立ち去ろうとする歩を、野菜を入れたかごを抱えた芹乃が追いかけてくる。

「やっぱりなんか隠してる！　こら！　白状しろ！」

「隠してないって！」

　歩が駆け出せば、芹乃も走り出す。

（うわああああああ、朝から鬼ごっこだなんて）

　つかまったら、さらに問いつめられるだろう。

　庭から建物の中に駆け込み、とにかく人のいるところへ行こう。そうすれば芹せり乃のもおとなしく引き下がるしかないはずだと、階段を二段飛びで駆け上がる。

　廊下が長く、しかも同じようなドアが並んでいて、自分が泊まった部屋がどこだったのか、ぱっと見ただけでは判断がつかない。

　後ろから芹乃の「待ちなさい」という声が聞こえていて、焦っているのでなおさらだ。

　カンに任せてドアを開けて飛び込むと、下着姿の女性が振り返った。

　遥はる菜なの姉の千ち織おりだ！

　ちょうど着替えていたらしく、しなやかな腕に上着の袖そでを通した状態で、歩あゆむを見ている。

　水着は赤だったが、ブラとショーツはレースや花の刺し繍しゆうを豪華にあしらった薄紫の上下セットで、白くて大きな胸が、ブラのカップから、今にもこぼれ落ちそうだ。露出部分はビキニと、たいして変わらないはずなのだが、やはり下着は下着だ。

　歩は鼻血を吹きそうになった。

　それよりも、千織が悲鳴を上げるのではないかと恐れた。芹乃の声が、すぐそこに迫っている。

「永なが野の！　どこ！　逃げられると思ってるの。観念しなさい」

（わわっ）

　とっさにドアをしめるが、千織は声を上げない。

「す、すみません、かくまってください」

　と小声で言い、千織にくるりと背中を向け、全身をほてらせながら、ドキドキと高鳴る心臓の鼓動を聞いているうちに、芹乃の声と足音が遠ざかってゆき、やがて聞こえるのは、自分の心臓の音だけになった。

　千織が騒がないでくれて、助かった。

　けど、下着姿を見てしまった。

「ほ、本当に、すみません。わざとじゃないんです」

「わたしなら平気よ。芹乃ちゃんと喧けん嘩かでもした？」

　千織の声が、あっけらかんとしていたので、さすが大人の女性は、あのくらいで騒いだりしないんだなと感心しながら、体を千織のほうへ向け、

「いえ、堀ほり井いがなにか誤解していて」

　と言ったとたん、目をむいた。

「な！　なんで、まだ服を着てないんですかっっっ！」

　なんと、千織はブラとショーツだけをつけた格好で、ベッドに腰かけている。

　これは全然平気じゃない！　少なくとも、歩のほうは！

「気にすることないわ。わたしは、機能性よりもファッション性を追求した、見せて魅せる下着を目指しているの。これ、新作なのよ。華やかだけど、エレガントな感じでしょう？　大人ロマンチックってコンセプトなんだけど、男の子の目から見て、どうかしら」

「ど、どどどどうって、とにかく、ふ、服を着てください！」

　歩あゆむだって、女性の裸が嫌いなわけではない。

　アニメのエロい同人誌を通販で購入して、こっそり眺めたこともあるし、エロいアニメを見ながら、肝心な部分に光の帯がかかるのに、『消しが強いぞ！　もっとしっかり見せろ！』と、文句を言ったこともある。

　が、生身の女性に──しかもグラビアアイドル並のスタイルの美人に、こうも堂々と下着姿を見せられると、パニクってしまう。

　あたふたする歩をおかしそうに見つめて、千ち織おりが頭から上着をかぶる。

「これでいいかしら」

「し、下も、ちゃんとはいてください」

「はいはい」

　スリムなパンツをはきおえ、ようやく歩もホッとした。けど、まだ顔が熱いし、心臓もドキドキしている。

　千織が赤い唇をゆるめて、くすりとする。

「永なが野のくんは女の子にモテるのに、純情なのね」

「モテるって──ぼぼぼ僕は、全然、そんなこと」

　繰り返すが、二年生になって遥はる菜なとつきあう以前の歩は、モテるという評価とまったく無縁の、女子がつきあいたくない男子、ぶっちぎりでナンバー１だったはずだ。

「そうかしら」

　と、千織が興味深そうに目を細めて、じっと歩を見つめる。表情は明るく親しみやすいのに、目つきやほころんだ口元が、くらりとするほど色っぽい。

　この人こそ、異性にモテモテだろうと思わせる。

　さすが遥菜のお姉さんで、しかもモテることに無自覚で天然な遥菜と違って、自分の魅力をじゅうぶんに認識していて、それを使用することを楽しんでいそうなところが、始末が悪い。

　こんな人と密室に二人きりになってしまったら、歩のような初心者は、ひたすらおたおたするしかない。

　千織は目を細めて、

「わたしも永野くんのこと、気になるわ。湖でも話したけれど、前からきみのこと、よく知っているような気がするの。きみがどんなに素敵な男の子か、たくさん耳にしたような気がするのよ」

（それは、春坂すのさかさんが、お姉さんに僕のことを話したから──）

　遥はる菜なのテーゼを得る最さ中なかに見た、遥菜の記憶がよみがえる。遥菜は嬉うれしそうに頬ほおを染めて、姉に歩あゆむのことばかり話していた。

　アユアユがこんなことを言ったとか、アユアユはそのときこうしてくれたとか。アユアユのこと、これからもっと好きになっちゃうのかな、とか。

　本当に幸せそうに。恋する女の子の顔で──。

　胸が強くしめつけられて、歩は奥歯を噛かみしめた。

　急におとなしくなった歩に、千ち織おりが尋ねる。

「ね、きみはどの子が気になるの？　わたしの妹？　だったら嬉しいけれど。それとも、芹せり乃のちゃん？　入いる海みの美人のお嬢さんとも親しそうだったし」




　──ユア・マジェスティの今回のお相手は、ひより嬢です。




　ルーメの淡々とした声が、さめた海色の瞳ひとみとともに、頭に浮かぶ。

　第三のテーゼ──〝聖域〟。

　それが、歩が攻略しなければならない相手で。

　テーゼは、お互いを恋する気持ちが最大限に高まらなければ、手に入れることはできない。

　歩が恋をしてはいけないのは、五番目の〝傾国〟だけで、他ほかの四つのテーゼは、想おもい、想われなければならない。

　だから、今、歩が恋をしなければならないのは……。

　頭に浮かぶルーメの姿が、ひよりに変わる。

　普段の、控え目でほのぼのとしたひよりではなく、哀かなしそうな目をしたひよりに。

　胸の奥のほうが、チクリとして、

「わからない」

　と、歩はつぶやいていた。

「好きにならなきゃいけないって……思っている子がいるけど……、僕はそいつのこと、好きになりたくないんだ……」

　千織が不思議そうに目を見張る。

　好きにならなければいけない子とはどういう子なのかを、考えているのだろう。

　けれど、そこは尋ねず、おだやかに微笑ほほえんで、

「否定は肯定の同義語だと言うけれど……」

　と、歩の心を見透かすように、ささやいた。

　胸が今度は、チクリではなくドキリとした。

「なにか複雑そうね。でも……あー、いいなー、若いって。恋に悩む少年少女って、きゅんとしちゃう。わたしも高校生に戻りたいわ。そうしたら、わたしも永なが野のくんに恋をして、妹のライバルになっていたかもしれないわね」

　千ち織おりが甘い溜ため息いきをつき、本気なのか、からかっているのか、わからない目で告げる。

　それから明るくウインクして、

「なにかあったら相談に乗るわよ。きみたちよりお姉さんな分、経験豊富だから」

　気さくな口調だった。

「よ、よろしくお願いします」

　と、もしものときのために頭を下げておく。確かに、まともな恋愛経験のなさそうなルーメより、よほど頼りになりそうではある。

「そのかわり、さっき見た下着の感想言ってくれると、嬉うれしいな」

「ええ！」

　下げた頭を、後方にのけぞらせる。

「な、ななな」

　口をぱくぱくさせていると、

「あら、忘れちゃった？　もう一度見る？」

　と、上着に手をかけ、脱ぎはじめる。

「ち、千織さん、それはちょっと」

　下着に囲まれて仕事をしていると、他人に下着を見せるのも平気になるのか？　先ほど見たレースと刺し繍しゆうつきの薄紫のブラが、再び丸出しになったところへ、いきなりドアがノックされ、人が入ってきた。

「千織さん、起きてますか？　朝食のことなんですけど、居間でみんなで一緒に……」

　なんと！

　部屋に入ってきたのは、地味なエプロンをしたひよりだった。

「！」

　下着姿の千織と、歩あゆむが一緒にいるのを見るなり固まってしまい、そのあとカァァァァッと赤くなり、

（待て、三み田た！　誤解だ！）

　歩が口を開くより先に、

「ご、ごめんなさいっ！」

　と叫んで、部屋から飛び出していってしまった。

　ぱたぱたと遠ざかる足音を聞きながら茫ぼう然ぜんとする歩に、服を着直した千織が、

「あとで、わたしからひよりちゃんに説明しておくわ。それとも、このままわたしとつきあっちゃう？」

　と、この状況に、ちょっぴりわくわくしている顔で言った。






　三章　僕がきみを、殺したあの日









　朝食のメニューは、ほうれん草と人にん参じんとナスの入ったオムレツと、しょうがと鳥の肉団子のスープと、ハーブときゅうりのサラダと、自家製のとうもろこしのパンだった。

「スープはあたしが味付けをしたのよ。しょうがが入っているから、体があったまるのよ。夏こそ、体を冷やさないようにしなきゃ」

　と、芹せり乃のが鼻をツンとそらして言った。

「どう、永なが野の」

「……美お味いしい」

「そ、そう？　おかわりもあるからねっ。あ、あたし、よそってくる」

　と、歩あゆむがスープを褒めたのが嬉うれしかったのか、歩がなにか隠し事をしていることに関しては、不問にすることにしたらしい。芹乃のことだから、また突然思い出して詰め寄ってくるかもしれないが、とりあえず今は上機嫌で、鼻歌でも歌い出しそうだ。

　ひよりは今朝も忙しく子供たちの世話をして回っているが、歩と目が合うたび頬ほおを染めて、うつむいていた。

　昨日はまったく目があわなかったのに、今朝は、そんな風に何度も何度も目があう。

　ひよりがうつむくたび、歩も顔が熱くなり、胸がおかしな感じに、ざわざわ、ちくちくする。

　ひよりちゃんに説明しておくわ、と言っていた千ち織おりは、朝食前に、ひよりとなにやら話しており、ひよりは赤い顔で、うなずいていた。

　そうして、歩のほうを見て、またカァッと赤くなり、目をそらした。

　千織に、ひよりになにを言ったのかと訊きいたら、

『わたしが、下着のリサーチをしようとしただけで、永野くんは潔白よと、ちゃんと話したわよ。ひよりちゃんも納得してくれたわ』

　と、けろっと答えていたが。

（本当に三み田たは納得したのか？）

　ひよりの反応を見ていると、とてもそうは思えない。

「ひよ、顔、赤いけど、ひょっとして風邪？」

　芹乃が心配そうに尋ねる。

　ひよりは肩を跳ね上げると、ものすごい勢いで首を横に振り、

「ううん、げ、元気だよ。ちょっとその……暑くて、のぼせちゃっただけ。あたし、夏はのぼせやすいの」

「そうだったっけ？」

「う、うんっ、最近、そうなの。芹せりちゃんも気をつけて」

　と、言い訳していた。

　ひよりが、今朝見たことを、芹せり乃のに内緒にしてくれているのは、ありがたかった。芹乃に知られていたら、大騒ぎになっていただろう。

　ひよりの、そうした口の堅さは信用できる。

　なのに、胸がざわざわして、ひよりのほうばかり気にしてしまうのは、やはり、ひよりの反応が気になっているからだろう。

（三み田たは、僕と春坂すのさかさんのお姉さんが、デキていると思っているんだろうか）

　それとも、あんなきわどい場面を見てしまって、単純に気まずいだけ？　その前に歩あゆむが、理り人ひとのことで余計なお世話だと言ったことは、まだ覚えているのだろうか？

（っっ、三田のことが気になる）

　直接話したい。

　実際、何度か声をかけようとしたのだ。けど、そのたび、ひよりがそそくさと離れてゆくので、それ以上、追いかけることができずにいた。

　ひよりに、嫌われた？

　そうなのかもしれない。

（昨日、あんなキツイこと言ったんだから、当然で。しかも、今朝も下着姿の千ち織おりさんと同じ部屋にいるところを見られて）

　ひよりから見たら、歩はボランティアなのに、ろくに子供たちの相手をしないばかりか、真面目まじめに子供たちと向きあっているひよりに上から目線でいちゃもんをつけ、あげくに朝から下着の女性と戯れている、不誠実な男にしか思えないだろう。

　嫌われても、避けられても、仕方がない。

（女子に避けられるのなんて、慣れているのに）

　こんなにもやもやするのは、やはりひよりが今回のテーゼの対象者だからなのだろう。

　ひよりに嫌われたままでは、三番目のテーゼを手に入れることができない。

　それは困るから。だから、こんなに焦っているのだろう。

　苛いら立だつ歩を、向かいの席でスープを三杯もお代わりしたルーメが、さめた海色の瞳ひとみで見つめている。

「……」




　そのあと、芹乃と千織は撮影に向かい、歩も子供たちを連れて保養所に戻った。

　ひよりは相変わらずで、歩が近づくと、その分離れてゆくという風で、歩は「っっ」と、何度も奥歯を噛かみしめた。

　十字架の指輪をはめた薬指も、今朝からずっと、ちくちく痛い。

（テーゼのことがなければ、三み田たのことなんか、気にすることないのに）

　ひよりを見ていると、見たくないものを見てしまう。

　それは、他人の分まで仕事を引き受けて、それを苦にせず一生懸命に働いている姿だったり、集団になじめないでいる子供に優しく話しかけたり、手を引いて他ほかの子供たちのところへ連れて行ってやったりする姿だったり、誰だれにでも平等に向けられる清らかな笑顔だったりで。

　今も、保養所の広場で、班に分かれて即興でお芝居を作っている子供たちの様子を見て回りながら、話に混じれず、ぽつんとしている理り人ひとに、声をかけている。

　理人がうつむいたまま返事をしないでいても、膝ひざを折り、理人と同じ目の高さで、理人が口を開くのを、辛抱強く待っている。

「あれ、りひとくん、膝、血がにじんでるよ」

「……」

「転んじゃった？」

「……」

　理人は返事をしない。が、歩あゆむは少し前に、理人が他の子に肩を押されて転ぶ場面を見ていた。

　いじめられていたわけではなく、理人がうつむいて、とろとろ歩いていたからなのだが、理人がおとなしいので、理人にぶつかった子供たちは謝りもせず、そのまま走っていってしまった。

　理人はぎこちない動きながら、一人で立ち上がり、汚れた膝小僧を水道の水で、自分で洗っていた。

　歩が昔、怪け我がをしたとき、そうしたように。

　だから、声をかけなかった。

　集団からはじかれた人間は、一人でいるうちに、一人でできることを、一人でするよう学んでゆくものだ。

　転んだら自分で起きあがらなければならないし、怪我をしたら自分で手当をしなければならない。

　それを早いうちに知ることが、理人自身のためだ。

　が、その傷口から、血がにじんできたらしい。

　理人が黙っていると、ひよりはポケットから絆ばん創そう膏こうを取り出した。

　以前、ひよりに、ひよこの絵がプリントしてある絆創膏を渡されたことがある。

　芹せり乃のに痴漢呼ばわりされて突き飛ばされ、廊下に手をついて、手のひらをすりむいてしまった歩あゆむに、




　──ごめんねっ、ごめんねっ、永なが野のくん。




　と謝って。

　芹せりちゃんの誤解は必ず解くからと、歩の手のひらに絆ばん創そう膏こうを置いて、芹せり乃ののあとを追いかけていった。

　あの絆創膏は、どうしたのだったっけ。

（ああ……そうだ。温室の女の子に、くれてやったんだ……）

　学園の裏庭の温室の近くで、複数の女子から責められて、ひと言も反論できずに、ただ細い肩をこわばらせてうつむくだけの、あのか弱げな、小さな女子……。

　折れそうに細い膝ひざに、赤い血がにじんでいて……。




　──やる。




　素っ気なくつぶやき、ひよりからもらった絆創膏を突き出した。

　煙るような、細かい雨の中で……。

　警戒するように、おずおずと歩を見つめる女の子の手に強引に押しつけて、無言でかたわらを通り過ぎたのだった。

（三み田たからもらった絆創膏を、僕は僕の傷口に、貼はらなかった）

　ひよこの絆創膏なんて貼ったら、みっともないから──ルーメには、ぶっきらぼうに、そう言って。

　たまたま見かけた女子が、偶然怪け我がをしていたから──自分に必要ないものを、くれてやっただけだと。

（あのとき……あの女の子と裏庭で会わなかったら……あの子が膝をすりむいていなかったら……僕は三田からもらった絆創膏を、手に貼ったんだろうか）

　きっと、貼らなかった。

　ポケットの中に入れたまま、忘れてしまっただろう。

（だって、僕には必要のないものだから……）

　地面に膝をついたひよりが、絆創膏を理り人ひとの膝に丁寧に貼り、ほんわりと笑う。

「これで大丈夫だよ」




　──大丈夫だよ。




（なにが、大丈夫なんだ）

　反射的に、苛いら立だちが喉のどに突き上げる。

　そんな絆ばん創そう膏こうなんか貼はらなくても、あのくらいの傷は、勝手にふさがるのに。

　一人で傷口を洗っている、過去の自分が頭の中にちらついて、

（僕は、そんな風に治してきたんだ。絆創膏なんて、いらないのに。あんなもの役に立たないのに）

　胸がきりきりしてくる。指輪をはめた薬指も、また痛み出して、

（なんで三み田たを見ていると、こんなにあちこち苦しいんだろう。春坂すのさかさんのときとも、堀ほり井いのときとも違う）

　遥はる菜なに対しては、ずっとドキドキしていて、足が地面についていない感じだった。

　芹せり乃ののときは、腹を立ててばかりで、喧けん嘩かをしているみたいだった。

　でも、ひよりのことを思うと、苦しい。

　怖い。

　なんで怖いなんて思うのか、わからない。

　けど、怖いのだ。それが悔しくて、苦しいのだ。

　長い前髪の間から、ひよりのほうをじっと見つめていると、ふいに隣で抑揚のない声がした。




「切なそうな目ですね、恋が生まれましたか」




　ルーメが、ひんやりした海色の瞳ひとみで、立っていた。星色の髪が、あわあわと輝きながら、すらりとした肢体を包んでいる。

「僕の目……見えるのかよ」

　前髪がかぶさっていて、見えないはずだ。

　ルーメは淡泊な表情のまま、つぶやく。

「ええ。見えますとも。ユア・マジェスティのことなら、すべてまるっとお見通しですから」

「そんな部下は嫌だろう。それに、恋は生まれていないから」

「生まれませんか。困りますね」

　特に困っていない声と顔で淡々と……ルーメが言う。あんまりルーメの口調が他人事で、まるでロボットがしゃべっているようだったので、歩あゆむも油断してしまったのだろう。

　本心が、口からこぼれた。

「ここにいると……三田が嫌いになる。……三田は誰だれにでも優しくて、あんなの、偽善だから」

　声が苦しそうに掠かすれる。

　すると、




「違います」




　すっきりとした断言が、耳に入ってきた。

　驚いて、ルーメのほうを見る。

　大理石の人形のような顔は、やっぱり無表情で──けど、海色の瞳ひとみに強い肯定が宿っていることが感じられて、もっと驚く。

　目を見張る歩あゆむに、真面目まじめで冷静な口調でルーメが続ける。

「ひよりさんは、善いことが自然にできるかたなんです。他人のために働くことを喜べる心の美しい──素晴らしい女性で、とても善いかたです。わたしは、ひよりさんが好きです」

『ひより嬢』ではなく、『ひよりさん』と、ルーメは言った。

　まるで以前からの、親しい知り合いのように。

　ひよりさんが、好きですと。

「ルーメ……おまえは、過去の僕のところへ来る前に、三み田たひよりに会ったことがあるのか？」

　質素な教会の前で微笑ほほえむ、大人のひよりが脳裏に浮かぶ。

　あれは、もしかしたら未来の──。

「……それは今、お答えする必要はありません」

　ルーメの瞳から、輝きが消える。

「何な故ぜ」

「今、話しても、ユア・マジェスティの判断を阻害するだけだと、判断するからです」

（僕の判断を阻害するって──どういうことだ）

　それ以上問いつめても、ルーメは答えそうにない。

　語らないと判断したことは、決して語らない。ルーメは前からそうだった。

　苛いら立だちが、どんどん広がってゆく。

　またひよりのほうを見ると、膝ひざを折って、理り人ひとと同じ目線で話している。ほのぼのした笑顔で、りひとくんは、学校ではどんなことをして遊んでいるの？　などと聞いている。

　理人の膝には、黄色の絆ばん創そう膏こうが貼はってある。

　歩に渡した、あのひよこの絆創膏と、同じものだろうか。

　それで、またイラッとして。

　ルーメも、冷静な顔で沈黙していて。

「ならっ、話さなくてもいい。けど、おまえの三み田たへの評価を聞いていて、わかったことがある」

「なんでしょう」

　淡々とした顔に、言葉の礫つぶてをぶつけるように、きつい声で言い放つ。

　夢で見た大人のひよりの、ほのぼのした笑顔と、今現在、理り人ひとに向けられているやわらかな笑顔が、歩あゆむの胸をチクチクと刺し、薬指がカァッと熱くなる。

「三田が、心の美しい『善いかた』だから、僕は三田が嫌いなんだ」

　そうだ、ひよりの優しさが偽善じゃないなら、なお悪い。

　善意だって人を傷つけるんだ！

　ルーメは人形のようにひんやりした顔で、歩を見つめている。

　まるで歩の激情の裏に潜む、醜さや、卑屈さを、すべて見届けようとするように。

　それが歩の感情をますます高ぶらせ、左手の薬指を痛みに脈打たせる。

　ルーメと見つめ合う歩の耳に、夏の涼しい風が、ひよりのほのぼのとした善意にあふれる声を、運んでくる。




「りひとくん、髪の毛ちょっと伸びちゃったんじゃないかな」




　びくっとして振り向くと、ひよりが、ほんわりしたあたたかな表情で、理人の前髪にふれていた。

　それで、さらにびくっとし、息が止まる。




　──前髪、上げて、アユアユ。




　──嫌だ。絶対、嫌だ。




　遥はる菜なとつきあっていたとき、前髪にふれられて、激しく拒否したこと。

　あのとき歩を襲った、胸を切り裂き、押しつぶすような嫌悪が、まざまざとよみがえり、体中の血が沸騰した。

　優しい、優しい声で──善良な声で、ひよりが言う。




「こんなに前髪が長いと、見えにくいでしょう」




　何な故ぜ、歩が前髪を伸ばしたか。

　何故、今も、切れずにいるのか。

（必要だったからだ！）

　他人にはただの鬱うつ陶とうしい、ぼさぼさの髪でも。

　それがあるから、醜い顔をさらすことも、他人からの悪意ある視線をじかに受け止めることもせずにすんだ。

　大勢の中にいても、一人でいられた。




「ね、あたしが、切ってあげようか？」




　ひよりのほうへ足を踏み出す歩あゆむを、ルーメがさめた表情で見送る。

　歩の様子がおかしいことは、震えながら握りしめられたこぶしや、固く結ばれた唇から察せられるはずなのに、止めない。




「きっと、さっぱりするよ」




　よく動く働きものの小さな手が──優しい手が、うつむいたまま体をこわばらせている無口で無力な少年の前髪を、そっと持ち上げようとしたそのとき。

　歩は腕を伸ばし、ひよりの手首を強くつかんでいた。




「永なが野のくん……っ」




　ひよりが顔をこわばらせて、見上げる。

　歩の発するドス黒い空気に、驚き、怯おびえている。

　歩の心が大きく波打ち、耳鳴りがするほどの怒りが全身を支配する。それを止められない。

「余計なことするなっっ！」

　苛いら立だちの塊のような棘だらけの声に、理り人ひとが体をびくんと揺らし、ひよりの手の下から走り出す。

「りひとくん……！」

　追いかけようとするひよりの手を、ひよりが苦痛の声を漏らすほど、さらに強く握りしめ、また叫ぶ。

「あいつのことは、放っておけ！　顔を見られるのが嫌なやつだっているんだよっ！　他人の目から、いろんなもので自分を隠していなきゃ、やってけないやつが！　三み田たは無神経だ！」

　怯えきって声も出せずにいるひよりに、ただただ怒りを吐き出す。胸が潰つぶれそうで、左手の薬指が、痛みで千切れそうで。息が苦しい。

「優しいふりして、立場の弱い人間をかまうな！　他人の心に簡単に立ち入ろうとするな！　おまえの常識を押しつけるな！」

　そんな風にかまわれるたびに、自分が人より劣っていると思い知らされ、プライドが傷つき、臆おく病びようになり、卑屈になってゆく。

　こうしたほうが、いいんじゃないかな？　そうしたら永なが野のくんも、みんなと仲良くできるよ。ひとりぼっちじゃなくなるよ。

　無神経な、大人たちの言葉。おかしいのは、周りとうまくやれない歩あゆむのほうなのだと。だから、周りに不快な思いをさせないよう、変わらなければならないのだと。




　──みんなぁ！　永野くんを、仲間に入れてあげてねぇ！




　誰だれの目にも入らないように、身を縮めて、前髪を伸ばして、暗がりに隠れているのに、無理矢理明るい場所に引ひき摺ずり出し、さらし者にする。

　誰も、歩と『仲良く』などしてくれないのに。

　他人と交わろうとしても、辱めを受けるだけなのに。

　ひよりは、瞳ひとみを混乱と恐怖に染めたまま、歩を見上げている。無力で善良で、心清らかな、歩のクラスメイト。

　芹せり乃のが歩にきつい言葉を投げかけるたびに謝ってくれた優しい女の子が、歩を、理解のできない凶暴な生き物を見る目で、見つめている。

　その怯おびえきった顔や、かすかに震えている手に、体を貫かれるような痛みを感じながら、歩は低い声でつぶやいた。

「三み田たみたいなやつが、とどめをさすんだ」





◇　　　◇　　　◇






　その夜。

　ひよりが死ぬ夢を見た。

　歩は肩から黒いマントを羽織り、顔の上半分を冷たい銀の仮面でおおっている。




　ユア・マジェスティ！

　ユア・マジェスティ！

　ユア・マジェスティ！




　広間に集う兵士たち。

　絶対的な守護者であり支配者である歩あゆむを、讃たたえる声。その声には、媚こびと怯おびえが混じっている。

　ここにいる全員の命を、歩は指一本動かすことなく奪えるから。

　エウレカの恩恵を、もっとも受けとりし者。

　エウレカが地球に降り注ぐ魔力を一身に浴び、それを自在に操り、もはやエウレカそのものである存在。

　それが、歩だ。

　ゴミのような大衆を、歩はバルコニーから侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしで見おろす。

　魅了の魔法をかけた、力にあふれた張りのある声が、広間の隅々にまで抗あらがいがたい魅力とともに流れてゆく。




　──人生は絶望であり、ここにいるおまえたちは皆、死に至る病に縛りつけられた、神に呪のろわれた者たちである。




　──我が、新しい神となり、おまえたちを解放しよう！




　──不安は目眩めまいに似ている。深しん淵えんをのぞきこむ者は目眩に襲われる。その原因は、その者の目にあり、深淵にある。何な故ぜなら、その者は深淵を見ることも、見ないことも、そこに飛び込むことも、その縁でとどまることもできるからだ。

　その選択を、自らがなさねばならないこと。それが不安である。




　ひるがえるマント。

　空気を切り裂く、手の動き。

　華きや奢しやな体が、圧倒的な力の波動を放出している。




　──ゆえに、すべての決断を、我が引き受けよう。




　──我にゆだね、我が意に従え。




　──そのときこそ、おまえたちは死に至る病から解放されるだろう。




　広間に歓声が上がる。

　兵士たちの心がひとつとなり、空気が熱を帯びてゆく。




　ユア・マジェスティ！

　ユア・マジェスティ！




　世界のすべてが、歩あゆむの前にひれふす。

（なのに、あの女は今も、十代の小娘だった頃と変わらない目で僕を見て、僕に話しかけてくる……）

　あの女──三み田たひより。

　歩が世界に疎外され、神に愛されず、惨めだった時代に、歩のクラスメイトだった女。

　周囲から冷たい目で見られ無視されていた歩に対して、いつも控えめで優しい態度で接していた。

　特別親しかったということはない。

　ひよりは良い意味でも悪い意味でも、強い印象を他人に与えるような少女ではなかったので。

　歩も、ひよりのことは、面倒くさい仕事をいつも引き受けている、お人好よしで、おっとりした地味な女子、くらいの記憶しか残っていなかった。

　それが、戦地となり荒れ果てた土地に、勝者として軍勢を引き連れ訪れたとき、たまたま通りかかった粗末な教会で、地味なエプロンをつけて怪け我が人の手当をしている若い女を見かけた。

　魔力による癒いやしの力を持たず、床に跪ひざまずき、自らの手で、負傷者の傷口に薬を塗ったり、包帯を巻いていた、そのおだやかな表情をした女が、歩を見上げて、頬ほおをほころばせ、ほのぼのと笑ったのだ。

　そうして、懐かしいクラスメイトに呼びかける声で、歩に向かって呼びかけた。




　──永なが野のくん。




　支配者である歩に向かって、『永野くん』と。

　こうして、歩はひよりと再会した。

　ひよりは、戦争の負傷者や被災者のための物資や住居の援助を求めて、歩のもとへ何度か訪ねてきて、歩は適当にあしらっていたのだが、そのうち歩の屋敷に居着いてしまった。

　もし、ひよりが、権力者になった歩に媚こびへつらい、贅ぜい沢たくな暮らしや絶対の庇ひ護ごを求めたのなら、軽けい蔑べつして追い払えばよかった。

　けど、ひよりは屋敷のメイドとなり、地味な格好で誰だれよりも一生懸命に働いている。その一方で、今も教会に通い、ボランティアを続けている。

　ひよりが歩あゆむに願うのは、いつも自分のことではなく、他人のことだった。

　エウレカが地球の衛星としてとどまり、魔法の力を降り注いでから、世界はエウレカの恩恵を受け、魔法を振るう者と、その力を持たない者とに分かれた。

　恩恵を多く受けた者が、新しいヒエラルキーの上位に立ち、受けない者は下位に転落した。

　ひよりは、〝持たない者〟だった。

　なのに、そんな自分を卑下することも、世界の不条理を恨むこともなく、他人のために働いている。

　そうした姿は、歩が子供の頃ころからずっと憎んできた──今も憎んでいる、あの弟に──司つかさに、重なった。

　エウレカが訪れる以前、世界の恩恵を一身に浴び、多くの才能にあふれていた司は、〝持たない者〟で、歩との力の差は、完全に逆転したはずだった。

　歩は崇あがめられる者で、司は蔑さげすまれる者になったのだと思い、これまでの屈辱をすべて打ち消すほどの、圧倒的な勝利に酔いしれた。




　なのに──。




　司は、エウレカの来訪前と変わらず、まっすぐなままだった。

　ヒエラルキーの最下層に転落した身を嘆くことも恨むこともなく、それまでどおり明るく努力家で、他人に対して思いやりを持って接していた。そんな司を、周囲の人間は変わらず慕い、司の魅力に惹ひきつけられて、司の周りに集まってゆく。

　それは、ままならない世界の隅で、人を恨み、運命を呪のろい、卑屈にうずくまっていた自分と、なんという違いだろう。

　本当に強く美しい人間は、真っ黒な泥水に突き落とされても、それに染まったり、その底に沈んでいったりはしない。

　そんな場所にも、美しい花を咲かせるのだと。

　なにも持っていなかった歩は、それゆえに、自分の不運を世界のせいにすることができた。

　神様が、僕を嫌いなのだと。

　世界が、僕を疎外しているのだと。

　けど、あふれるほどの恩恵を世界から受け取り、恩恵そのものになった今、その言い訳は通用しなくなった。

　そんな中で、痛烈に突きつけられる。

　自分と弟の、埋められない差を。




　今でも僕は、あいつに負けている！




　無力なくせに、他人のために働き、優しさを忘れない三み田たひよりは、弟に対するそんな体が裂けそうな悔しさと敗北感を、歩あゆむに思い起こさせる存在で、だから歩は、ひよりが目障りだった。

　ひよりが、朝、誰だれよりも早く起き出して、畑で野菜をもいでいる姿や、集まってきた小鳥たちにパンくずをわけて、ほのぼのと話しかけている姿を見かけて苛いら立だち、夜遅くまで一人で台所仕事をしているのを見つけて苛立ち、休日になると、徹夜で焼いたクッキーやカップケーキをかごにつめて、いそいそと教会へ出かけてゆくのに苛立ち、歩と二人きりのとき『ユア・マジェスティ』とは呼ばず、ほんわりした優しい声で『永なが野のくん』と呼ぶのに苛立った。

　ひよりは、歩が弟の司つかさに対して抱いている真っ暗な気持ちを心配していて、




　──永野くんは、まだ心こころちゃんを探しているの？




　──心ちゃんを見つけて、永野くんはどうしたいの？




　と、哀かなしそうに尋ねるたび、さらに苛立ちが増した。

　だから、その日、ひよりが教会へ行くのを止めなかった。

　政府が占拠しているその地で、大きな反乱が計画されていること、それは歩たちが仕掛けた罠わなで、その鎮圧のために、その地が一斉攻撃にさらされることを知っていたのに。




（行っちゃダメだ！）




　叫んだのは、夢を見ている現在の歩だった。

　未来の歩は、

『行ってきます』

　と明るい声で言うひよりを、冷然と見送る。

　銀色の仮面をつけているので、未来の歩がどんな表情を浮かべているのか、わからない。けど、さらされている唇は、横にまっすぐ結ばれたまま開かない。




（戻れ！　三田！　行ったらダメなんだ！）




　喉のどが裂けそうなほど叫んでいるのに、ひよりの背中は遠ざかってゆく。それを見送る未来の歩あゆむは、黒いマントをばさりとひるがえし、ひよりに背を向ける。

　死地へ向かうひよりを、止めない。

　苛いら立だちのもとであるひよりが、戦いにまきこまれて死ねばいいと、思っていたから！




（三み田た！　戻れ！　三田！）




　叫び続ける歩の目の前が、真っ暗になる。

　このあと、ひよりがどうなるのか、歩は知っている。

　全身の血が凍りつき、意識が遠のく感覚がしたあと、闇やみの中に崩れ落ちた教会が浮かび上がった。

　屋根も壁も、原形をとどめていない。

　庭だった部分に瓦が礫れきが積み重なり、子供や老人の死し骸がいが瓦礫の間に埋まっている。その中に、ひよりの姿もあった。

　地味なエプロンがぼろぼろになり、血で染まっている。

　それを、銀色の仮面をつけ、黒いマントを冷え冷えとした月光の中でひるがえした歩が、無言で見おろしている。

　反乱は、すでに鎮圧されていた。

　いや、鎮圧ではなく、一方的な粛清だ。エウレカそのものである歩を倒そうとした者たちが愚かで、それに巻き込まれた者たちは不運だった。

　それだけのことだ。

　守護者であり支配者である歩さえ存命であれば、世界になんら影響はない。

　無力な者が、何千人、何万人死のうが、なにも変わらない。

　膝ひざをおり、ひよりの体を抱き起こす。

　軽くて冷たい。

　まだかろうじて、息がある。

　けれど、この状態からの蘇そ生せいは、魔法を注いでも無理だろう。

　三田ひよりはじきに……。

　そのとき、ひよりが薄く目を開いた。




　──永なが野の……くん。




　歩のことを、心配している声だった。

　自分が死にかけているのに。




　──あたし……永なが野のくんに、ずっと……言わなきゃって思っていたことが……あったの……。




　途切れ途切れに、けど、優しい声で、ひよりがつぶやく。




　──永野くんと教会で、何年かぶりに会ったとき……。




　ひよりの声は、とても小さくて、夢を見ている歩あゆむの耳には、ほとんど聞き取れない。ひよりを抱いている未来の歩の耳には、聞こえているのだろうか。

　銀色の仮面の下で、未来の歩は、なにを思っているのだろう。唇はやはり閉じられたまま開かない。

　やがて──目を閉じる直前、ひよりがほのぼのと微笑ほほえみながら、最後に歩へ告げた言葉は。




　──アユくん……信じてね……。




　だった。

　とたんに、それまで閉じられていた扉が開き、未来の歩と現在の歩の心の回線が繋つながったかのように、未来の歩が感じている真っ暗な虚無感が、現在の歩を襲った。

　それは、どこまでもはてしなく広がってゆく深しん淵えんの底に取り残されたような、恐ろしい感覚だった。

　一切の光が、消え失うせる。

　誰だれの声も、耳には聞こえるけれど、届かない。

　ひよりが歩を恨んで死んでいったのなら、そんな気持ちにはならなかっただろう。

　けど、ひよりは、最後まで歩を哀れんでいた。

　だから、歩に、あんな話をした。

　見え透いた嘘うそまでついて。

　虚無の中から、冷たい怒りが黒々とした手を伸ばし、歩の心臓をつかんだ。

　ひよりの亡骸なきがらを部下に運ばせ、マントを大きくひるがえし、未来の歩は凍いてつく冬の吹雪のように、冷然と告げる。




　──柏かしわ木ぎ心こころを探せ！




　──どんな手段を使ってでも、必ず見つけ出して、連れてこい。生きてさえいれば、手足の一、二本、切り落としてもかまわない！




　それが、ユア・マジェスティのお望みなら……。

　未来の歩あゆむの後ろで、抑揚の乏しいさめた声がした。

　現在の歩も、よく知っている声だった。けど、もっとひえびえとした無感情な──。

（柏かしわ木ぎ心こころって、誰だれだ！）

　頭が左右から殴られているように、ふらついて、混乱している。

　ひよりも生きているときに、言っていた。

『まだ、心ちゃんを探しているの？』と、哀かなしそうに、心配そうに。

　柏木心が、歩に破滅をもたらすことを、予見していたかのように──。

　破壊と殺さつ戮りくのあとを冷たい月の光が照らし出すその地に、未来の歩はマントをなびかせて立ち、低い声でつぶやく。

　僕は、自分以外のなにも信じない。そう、僕は──我は──。




　──愛など、信じない！






　四章　僕の贖罪と、君の告白









　跳ね起きると、背中も首筋も汗でびっしょり濡ぬれていた。

　あたりは暗く、まだ夢の続きを見ているのかとぞっとしたが、両りよう脇わきに布団が敷いてあって、子供たちが寝息を立てていた。

　ここは保養所で、歩あゆむは地球の支配者ではなく、子供会のボランティアで林間学校へ来ている高校生だ。

　そのことを確認し、息を吐く。

　それでもまだ、汗がひかない。指輪をはめた薬指が冷たく痺しびれている。十字架のモチーフの上に、何筋が醜いヒビが入っていて、明かりをつければ、きっと少し黒ずんで見えるだろう。

　指輪にヒビが入ったのは、昨日、ひよりの手をつかんで、感情のままにわめき散らしたときだった。

　ピシリ！　という音と、そのとき指に走った衝撃にハッとし、指輪にヒビが入っているのを見て胃が縮み、我に返った。

　このまま感情を吐き出し続けたら、アンチテーゼになり、指輪が黒く染まり、砕ける！

　そうなれば世界は救えない。

　歩は救世主になれない。




　──っっ。




　低く唸うなったあと、ひよりの手を放し、




　──とにかくっ！　理り人ひとのことは放っておくんだ。三み田たみたいなやつには、あいつの気持ちはわからない。




　そう言って、逃げるような早足で歩き去ったのだった。

　歩が一方的に話している間、ひよりはずっと泣きそうな顔をしていて、ひと言もしゃべらなかった。

（また、へんな夢を見てしまった……）

　前の夢よりもっと胸が切り裂かれて、息が止まってしまいそうな、真っ暗で救いのない夢だった。

　いや、あれは、本当に夢だったのか？

　未来に起こる、現実じゃないのか？

　これまで何度か未来の情景を見てきた。

　ルーメに見せられたものもあるが、感情が不安定になって、指輪がアンチテーゼに傾くと、焼け焦げた地面や、そこにうつぶせに倒れている未来の歩あゆむの姿が、音や香りまで伴って、生々しく浮かんだ。

　歩が今まで見ていた夢は、それらを見たときと同じリアルさがあった。

　もし、あれが、未来の情景だとしたら。




（僕は、三み田たを殺すのか──）




　喉のどが、ぎゅっとしめつけられた。

　教会へ行けば、ひよりは死ぬ。

　わかっていて、行かせた。

　それどころか、

（三田が、死ねばいいと──僕は思ったんだ）

　あのとき、未来の歩が感じていた苛いら立だちや冷たい感情が胸によみがえって、また息が苦しくなった。

（それに、柏かしわ木ぎ心こころって何者なんだ）

　何な故ぜ、未来の歩は彼女を探していたのか？

　そして何故、ひよりはそのことに不安を感じていたのか？

　過去の記憶を辿たどってみても、柏木心という名前に聞き覚えはない。もしかしたら、これから会う人間なのかもしれない。

（ルーメに訊きいたら、教えてくれるだろうか……）




　──それが、ユア・マジェスティのお望みなら……。




　生きていさえすれば、柏木心の腕や足を切り落としてもかまわないと告げる歩に、そう答えたとき、ルーメの声が、これまで聞いたどの声より、ひえびえとしていたことを思い出し、背筋がゾクッとした。

　そう、あれは、ルーメの声だった！

　ルーメに柏木心のことを、訊かないほうがいいような気がした。

　歩自身も、その名前を、忘れてしまったほうがいいと。その名前を持つ人間に、関かかわってはいけないと、本能が忠告している。

　ようやく汗がひいたものの、代わりに寒気が襲ってくる。頭もズキズキする。

　夜明けまで、まだだいぶ時間がある。

　このまま眠れずに暗い部屋で悶もん々もんとしていたら、気がヘンになりそうで、歩あゆむは散歩に出ることにした。

　Ｔシャツにジャージのズボンで寝ていたので、そのまま明かりをつけずに廊下まで出ると、ひよりが立っていた。

「！」

　心臓が止まるほど、驚いた。

　一瞬、ひよりの幽霊かと思ったほどだ。

　未来のひよりが、過去の歩の前に化けて出てきたのかと。

　足元の非常灯だけがほのかに光っている状態の夜の廊下に、髪をほどきっぱなしのまま、暗い表情で立っていたのだから、そう思ってしまっても無理はない。

　けど、そこにいたのは、歩が知っている高校二年生の三み田たひよりだった。

「な、なに──してるんだ、三田」

　声をひそめて尋ねると、いきなり目からぽろりと涙をこぼした。

「！」

　再び、歩の心臓が停止しかける。

（な、ななななんで泣いているんだ？　昼間、僕がひどいことを言ったから？）

「ご──ごめ」

　こんな風に泣かれてしまっては、歩がどれほどゆがんだ少年でも、謝るしかない。

　反射的に、『ごめんなさい』と言いかけたとき。

　ぽろぽろ涙をこぼしていたひよりが、消え入りそうな声で言った。

「りひとくんが……」

「理り人ひと？」

「い、いなくなっちゃったの……っ。に、荷物もなくて……一人で、おうちに帰ろうとしているのかも」

「まさか」

　理人は、ひよりと同じ部屋で眠っていたはずだ。目をさましたら姿が見えず、戻ってこなかったので、気になってトイレをのぞいてみたが、そこにもいなくて、部屋に戻って確認したら、枕まくら元もとに置いてあったはずの理人のリュックがなかったのだと、泣きながら言う。

　子供たちが寝ている部屋は、全部で三つある。

「他ほかの部屋にいるかもしれない。三田はもうひとつの部屋を見てきて」

「う、うん」

　ひよりが真っ赤な目で、そちらへゆく。

　歩あゆむも、自分の担当の部屋を、子供たちを起こさないよう豆電球の明かりと、懐中電灯だけで、確認してゆく。

　布団の中まで注意深く見ていったが、いない。

　廊下へ出ると、泣き顔のひよりが、児童館の職員と一緒に待っていた。そちらにも理り人ひとの姿はなかったという。

「子供の足だから、そう遠くへは行ってないはずだが……事故にでもあっていたら……」

　職員も、困ったことになったという顔をしている。

「あたし、探してきます」

　泣きながら言うひよりに、

「僕も一緒に行きます」

　と、歩も言った。




　職員は警察に連絡をとり、捜索を依頼したようだった。が、ひよりが、自分も探すと言ってきかなかったため、なにかあったら、すぐに携帯で連絡するよう念を押され、歩と二人で、外へ出ることを許してくれた。

　まだ、空には月が浮かんでいる。

　田舎の道は、この時間は車も通らず、静まり返っている。

　懐中電灯で地面を照らして歩きながら、ひよりはずっと泣き続けていた。

「あ、あたしが……りひとくんの髪を、切ろうとしたから……っ、りひとくんは、一人で帰ろうとしたのかも……っ。永なが野のくんが言ったとおり、あたしが、無神経だったから……、り、りひとくんは、髪の毛、切りたくなかったのに……。ほ、他ほかにも、りひとくん、あたしにかまわれるの、ウザくて……それで」

　ひよりの言葉に、歩の胸は、いちいちズキズキと痛んだ。

　ひよりが責任を感じて自分を責めているのが、歩まで痛くて苦しくて、ぶっきらぼうに、

「三み田たのせいじゃなくて、僕が怒鳴ったから、怖くて逃げたのかもしれないだろう。そんなに泣いてたら、前、見えないだろう」

「ご……ごめんなさ……」

　ひよりが手の甲で、ごしごしと顔をこする。

　それでも、涙がじわじわあふれてくる。

「ごめんなさい……永野くん」

　僕に謝ることじゃない。

　謝らなきゃいけないのは、むしろ……。

「今は、責任の所在を言い合っているときじゃない。大丈夫、林間学校の脱出は、経験がある」

　きっぱり告げる歩あゆむに、ひよりがびっくりして目を見張る。

「小学三年生の夏休みに、無理矢理子供会のイベントに参加させられて、うんざりしてたんだ」

　本当は、みんなが作業をしているときに一人でぽつんとしていることが、恥ずかしくて耐えられなかったのだけれど。

　それに、歩が脱走を試みたのは昼間で、林で迷子になって、さんざんうろうろして保養所に戻ったら、誰だれも歩がいなくなったことに気づいていなかった。

　それでも、あんなにむかついていた『大丈夫』という励ましの言葉を、歩はひよりに向かって口にしていた。

　そうして、もう一度、力を込めて繰り返す。

「だから大丈夫。小学校低学年のボッチな男子が行きそうなルートは、予想がつく」

「永なが野のくん……」

　ひよりの眼まな差ざしは、まだ不安そうで、すがるように歩を見つめている。

　長い前髪が表情を隠してくれてよかった。

　少なくとも、背筋を伸ばしてさえいれば、堂々として見えるはずだから。

「行くぞ、三み田た。まずは、こっちだ」

「は、はい」

　一般道をそれて、林のほうへわけ入ってゆく。

　大人なら、そんな迷子になりそうな危険は冒さない。けど、小学三年生の歩は、そうした。そのほうが近道のような気がしたのと、まっすぐな道路を歩いていたら、すぐに見つかって、連れ戻されてしまうのではないかと心配だったからだ。歩きながら、後ろが気になって仕方がなくて、林の中に入っていった。

（また迷子になったら、洒落しやれにならない）

　顔をしかめながら、リュックを背負った小学二年生の男の子の姿を探す。

「こら、理り人ひと、いるなら返事しろ」

「りひとくーん」

　草を踏み、茂みをかきわけて進みながら、理人の名前を呼ぶが、応こたえはない。

　それでも、必死で探す。

　自分が小学二年生だったらどちらへ行くか、頭を絞って考える。

　僕とあいつは、似ている。

　あいつは、昔の僕みたいだ。

　だから、僕があいつを見つけられないはずがない。

　今は強く、そう思うしかない。

　歩あゆむが不安がったり迷ったりすれば、ひよりはもっと不安になるだろう。だから、自信があるふりをしなければ。

　幸い、近所の山で魔法使いゴッコをしていた経験から、草木が茂った足場の悪い道を歩くのは慣れていて、知識もあった。

「三み田た、その木に触るな、かぶれるぞ。足元、注意しろ。葉っぱが濡ぬれていて、すべる。今目の前を横切ったのはカナブンだから、気にするな」

　歩が注意するたびに、ひよりは、

「はい」

　と短く答え、歩のあとをついてきた。

　気がつくと、ひよりが歩の服の裾すそをつかんでいた。

　ひよりは無意識だったのだろう。

　心細そうな顔で、歩のＴシャツの裾のほうを、後ろからきゅっと握りしめている。

　歩は胸が小さく震えるような、不思議な気持ちになって……そのまま握らせておいた。

　ひよりの息づかいが、すぐ後ろから聞こえる。

　頼りなくて、疲れていて、けど一生懸命に進んでいることがわかる。

　普段のひよりは歩と同学年だけど、しっかりしていて、ボランティアの仕事も一人でてきぱきこなして、子供たちにも慕われて、職員からも信頼を寄せられている。

　こんな風に、人に頼るような女の子ではないのだ。

　そのひよりが、歩の服の裾をぎゅっとつかんで、歩を信頼してついてきてくれていることが、じんわりと嬉うれしかった。

　懐中電灯のオレンジ色の明かりの先に、洞どう窟くつが見えたとき、歩は自分もそこへ入ったことを思い出した。

　さんざん道に迷って、疲れ果てていて、もう歩きたくなかったし、歩のように人目につきたくない人間は、とにかく狭い場所や暗い場所が好きなのだ。

　それに、洞窟にロマンも感じていた。

　誰だれにも気づかれず、そこで魔法の修行をして過ごしたいと。そしていつか大魔法使いになって、自分をバカにしたやつらを見返してやるのだと。

　洞窟の中に、慎重に懐中電灯で光をあてる。

　すると、黒いものが一斉に飛び出してきた。

「うわっ！」

「きゃ！」

　ひよりが歩の体に腕を回して、しがみつく。

　羽音を立てて飛び出していったのは、蝙蝠こうもりだった。

　虫取り網を振り回して、蝙蝠の洞窟に入って、大量の蝙蝠に追いかけられたトラウマのある歩あゆむは、鳥肌が立って、足がすくんだが、

「大丈夫だよ、ただの蝙蝠こうもりだから。ホラー映画みたいに血を吸ったりもしない」

　平静を装って言うと、ひよりは、

「ごっ、ごめんなさいっ」

　と恥ずかしそうに腕をぱっと上げて、離れた。

　それを見て、ひよりが抱きついてきたときのやわらかな感触を思い出してしまい、歩はちょっとドキドキした。

「蝙蝠はいなくなったから、中に入ってみよう。三み田たは外で待っていてもいいよ」

「ううん、あたしも、行く」

　ひよりが怖そうな様子で、歩の後ろからついてくる。

　入り口を少し進んだとき、中で石が落ちるような音がして、ひよりがびくっとして、歩の背中に顔を押しつける。

　歩が音のしたほうへ、明かりを向ける。

　すると、リュックサックを背負った男の子が、体を丸めて、しゃがみ込んでいるのが見えた。

　理り人ひとだった。

　蝙蝠がいきなりキーキー鳴きながら、翼をはためかせて飛び出していって、怖かったのだろう。

　耳をふさいで、震えている。

　ひどく怯おびえていて、服が汚れていたが、大きな怪け我がはなさそうだった。

　ひよりが歩の後ろからおずおずと顔を出し、泣きそうな声で、

「りひとくん……！」

　と呼びかける。

　理人が、顔を上げる。

　きっと一人で道に迷って、洞どう窟くつで夜を明かそうとしたら、蝙蝠はいるし不安で仕方がなかったのだろう。

　はじかれたように立ち上がり、駆け寄ってきた。

　そのまま歩の横を通り過ぎ、ひよりにしがみつき、声を上げて泣きじゃくる。

　ひよりは自分も涙ぐみながら、理人をぎゅっと抱きしめて、

「ごめんね、ごめんね……っ、りひとくん。迎えに来たんだよ。もう、大丈夫だよ。一緒に帰ろう」

　と、うるんだ声で言った。

　それを見ながら歩は、きっと今、理人の耳に、ひよりの『大丈夫だよ』という言葉は、この上なく、優しくあたたかい、特別な言葉に聞こえているのだろうと思った。

（よかったな、理り人ひと。優しいお姉さんが迎えに来てくれて、よかったな）

　と、心の中で繰り返しつぶやいていた。





◇　　　◇　　　◇






　職員に、理人を無事保護をしたことをケータイで伝え、二人で来た道を、三人で戻る。

　白くなりはじめた空に、星が隠れてゆく。

　もうすぐ、太陽の光が地上を照らすのだろう。

　理人は歩あゆむの背中で、ぐっすり眠っている。

　歩の人生で、小学生の男の子をおんぶするなんてことが起こると、思わなかった。子供なんて大嫌いだし、子供のほうも、歩には絶対に近づかなかったのに。

　しかも、隣に同級生の女の子までいる。

　これも『女の子と朝帰り』したことになるのだろうか。

　来るとき、心細そうに泣いていたひよりは、歩の少し横を、ちょっぴり緊張している様子で歩いている。

　理人が熟睡してしまったので、実質、二人きりだ。

　しかも理人を探しているときは、理人のことしか考えられなかったのだろうが、理人が無事だとわかり、ホッとすると同時に、昨日歩に怒鳴られたことを思い出して、なのに、そんな歩に頼ってしまい、気まずくなってしまっているのだろう。

　ときどき歩を見上げて、なにか言いたそうにもじもじするが、結局、しゅんとうつむいて黙ってしまい、おろした髪の先を、いじってみたりする。

　歩のほうも、さっきからずっと、口を開こうと頑張っていた。

　二人の足元で、やわらかな草が、さわさわと揺れている。風は夏らしく、ほんの少しだけ熱をふくんでいる。

　急がないと、保養所に辿たどり着いてしまう。

　今、ちゃんと言わないと。ずっと、ひよりと気まずいままだ。

　そうだ、言うんだ。

　心の中で、ぐるぐると葛かつ藤とうする。

「あ、あのっ」

　歩がやっと口を開くと、

「は、はい！」

　ひよりが背筋をぴんと伸ばして、すっとんきょうな声を上げた。

（そんな声、出さないでほしい。緊張するから）

　と、心の中でつぶやく。

　ひよりが、今度はなにを言われるのだろうというように、上目遣いでびくびく見上げてくるのに、余計に緊張した。

「えっと……その、三み田たに言わなきゃいけないことがあって」

「ごめんなさい」

　いきなり謝られてしまった。

「え、ちょ──」

「ごめんなさい。あたし、お節介だったよね。ごめんなさい」

　頭を下げ続けるひよりに、

「三田に、謝ってほしいわけじゃなくて！」

　と強い声で言うと、また背筋をびくんと伸ばし、いじめられっ子の表情で、見上げる。

（その顔も、やめてほしい）

　調子が狂う。

　いや、ひよりにそんな顔をさせてしまっているのは、歩あゆむのこれまでの行いのせいなのだが。

「だから……」

　と、仕切り直す。

　が、いざ話そうとすると、言葉が一向に出てこない。

　歩が唸うなっているのを見て、ひよりの表情が、緊張して怖がっている顔から、心配して『頑張って、もう少し』──と応援している顔に変わってゆく。

（ええい、くそっ）

　歩は叫んだ。

「千ち織おりさんのことだけど！」

「えっ！」

　ひよりが、またすっとんきょうな声を出す。

　それはそうだろう。今、この場で、歩の口から千織の話題が出るとは思わなかっただろう。歩だって予定外だ。

「千織さんは、仕事で僕に新作の商品の感想を聞きたかっただけで、あのとき本当になにもなかったから。僕だって、千織さんが脱ぎはじめるし、三田が突然部屋に入ってくるし、パニクっていたんだ」

「う……うん」

　ひよりが、こくこくとうなずく。

　多分、信じてもらえたと思う。

　予定外ではあるが、これも釈明しておかなければならないことだったので、ここで言えて、よかったことにしよう。

　それに、今ので勢いがついた。

　歩あゆむはあらためて、ひよりを見つめた。

「それと」

　ひよりも、今度こそ本題だと察して、ぴくっとする。

「三み田たに、余計なお世話とか、無神経とか──他ほかにもいっぱいキツイこと言ったけど、あれは全部撤回する」

　言えた！

　安あん堵どから、体がすーっと軽くなる。

　実際は、理り人ひとを背負っているので、肩に重みがかかったままなのだが。

　ひよりが目に戸惑いを浮かべて、

「あの、でも……あたし、実際、お節介だったし……。りひとくんが、一人でおうちへ帰ろうとしたのも、あたしのせいだし……」

　歩は遮った。

「いいや。あれは、やっぱり僕のせいだった。三田に落ち度はない。それが証明されたから、謝るのは三田じゃなくて、僕のほうなんだ。僕が悪かったです。ごめんなさい」

　深々と頭を下げ──るのは、理人が背中にいたので無理だったが、それくらいの気持ちで、頭だけぺこりと前へ倒す。

　ひよりは完全にうろたえている。

「な、なんで、永なが野のくんが、悪いことになるの？　いつ、証明されたの？」

「洞どう窟くつで」

「洞窟……？」

　わけがわからなそうな顔をするひよりを、真顔でまっすぐ見つめたまま、しっかりした声で説明する。

「理人が、僕たちに気づいたとき、理人は迷わず三田に向かって走ってきて、三田に抱きついただろ？　僕もいたのに。僕の横は、通り過ぎていった」

「それは……あたしが、りひとくんって、呼んだから」

「嫌いなやつに呼ばれたら、僕なら逃げるか隠れる。最悪でも固まったまま、その場から動かないよ」

　あのとき、耳をふさいで体を小さく丸めて震えていた理人は、ひよりの声を聞いた瞬間、立ち上がり、走ってきたのだ。




　──りひとくん……！




　目に涙を浮かべて呼びかけたひよりが、理人が待っていた人だったから。

「あのとき、理り人ひとは絶対、後悔していたはずだ。道に迷って、進むことも、戻ることもできなくて、誰だれかに助けてほしい、迎えに来てほしいと祈っていたはずだ」

　歩あゆむもそうだった。

　疲れて、おなかがすいて、洞どう窟くつの中で膝ひざを抱えながら。このまま家にも帰れず、死んでしまったらどうしようと、不安で涙が出てきた。

　誰か助けて。

　僕を迎えに来て。

　そうしたら、その人の言うことは、なんでもきくから。

　僕を見つけてくれたその人のことだけは、信じるから。

　心の中で、繰り返しそう願った。

　けど、いくら考えても、歩のことを心配して、迎えに来てくれそうな人は思いつかなかったし、実際おなかがくーくー鳴るばかりで、誰も現れなかった。

　仕方なく立ち上がり、また迷いながら、どうにか林を抜け出して、一人で保養所に戻ったのだった。




　──もう、誰も信じない。




　そう決意しながら。

　この世の誰も、歩を助けてはくれないという苦い現実を、小学三年生にして噛かみしめながら。

「三み田たが迎えに来てくれて、理人は本当に救われたし、嬉うれしかった。だから、三田が名前を呼んだとき、すぐに走ってきたんだ」

　あのとき、ひよりにしがみついて泣きじゃくる理人を見て、本当によかったと思った。

　こいつは、信じられる相手に、出会えたんだ。

　それが歩も嬉しくて、歩も一緒に救われた気がした。

　長い長い間、真っ暗な洞窟で膝を抱えてうずくまっていて、十年後にやっと、待っていた人が来てくれたような。

「三田が、これまで理人にかけてきた言葉や、示してきた行動は、ちゃんと理人の心に届いていたんだ。理人は、三田のことを、困っているときに助けに来てくれる、あたたかくて優しいお姉さんだと思っていたんだ。だから、三田のしたことは理人にとって、間違ったことじゃなかったし、理人が保養所を抜け出したのは、三田のせいじゃない」

　ひよりは息をひそめるようにして、歩の言葉にじっと耳を傾けている。

　まだ戸惑いながら、ちょっぴり泣きそうな真しん摯しな瞳ひとみで、唇を閉じて、歩の声を聞いている。

「三み田たにひどいことを言って、本当に、ごめん。前髪のことも──あれは、僕自身のことだったんだ。僕は……自分の顔も、僕自身のことも、ずっとみっともなくて、好きになれなくて、人に顔を見られたくなかったから……。もしかしたら、理り人ひとは、そんなんじゃなかったのかもしれない。僕が勝手に自分と重ねて決めつけていただけで、三田に髪を切ってもらいたかったかもしれない……」

　黙っていたひよりが、口を開いた。

「みっともなくなんてないよ」

　それだけは言っておかなければというように、真面目まじめな顔で、真剣な口調で、言う。

「永なが野のくんの顔は、みっともなくなんてない」

　ひよりの声の強さに驚きながら、ひよりは優しいから、そんな風に言ってくれたのだと──前の歩あゆむなら偽善だと腹が立っただろうけれど、今は、おだやかな気持ちで、

「僕の顔、見たことないだろ」

　と言うと、

「あるよ。ずっと前だけど。全然、みっともなくなんかなかったよ」

　はっきりと、答えた。

　歩が目を丸くしていると、ひよりは急にもじもじし、切なそうな目になり、低い声でつぶやいた。

「そ、それにあたし、永野くんのこと……好き、だよ」




　好き？




（三田が、僕を……？）

　聞き間違えか？

　それとも別の意味があるのだろうかと、現実感が持てずにいると、ひよりが顔を上げて、

「クラスメイトとしてじゃなくて、もっと違う意味で……あの、男の子として、気になるという意味で」

　のぼりはじめた太陽が、真っ赤に染まったひよりの顔を照らす。

　歩を見つめる瞳ひとみはうるんでいて、小さな唇がかすかに開き、そこから漏れる吐息は甘く切なげで、ほどいた髪が、朝の光で、きらきらと輝いている。

　それを歩は、腰が抜けて、へたりこみそうなほどの驚きとともに、見つめていたのだった。

　三田ひよりは、こんなに愛らしかっただろうかと思いながら。






　五章　僕が泣いたのは……。









（三み田たは、どういうつもりなんだ。三田が僕を好きだなんて、ありえない）

　理り人ひとをおぶって、保養所に連れ帰った日の、午後。

　歩あゆむは、ひよりや子供たちと一緒に、また入いる海み家のプライベートビーチを訪れていた。

　湖で遊んでいる子供たちを、砂浜に立てたビーチパラソルの下から見守りながら、頭の中で、ぐるぐると同じことを考えている。




　──永なが野のくんのこと……好き、だよ。




　──あの、男の子として、気になるという意味で。




　ひよりの声も表情も、恥ずかしそうで、それでいて甘やかで、頬ほおが染まっていて、まさに恋する女の子の声と顔だった。

　相手が、歩あゆむでなければ。

（だって、おかしいだろう。三み田たに好かれることなんて、僕はひとつもしていない。むしろ嫌われることばかりやってて）

　夏休みに入ってからのことを思い返すほど、ありえない！　という気持ちしかわいてこない。

　一緒にボランティアをしていても、歩のほうは、まったくやる気がなくて、態度も悪かった。

　子供たちからも恐れられていて、ひよりの二人の弟たちも、歩には近づいてこない。

　おまけに、遥はる菜なや芹せり乃のや千ち織おりやルーメといった華やかな女の子たちが、競うように歩にからんできて。女子に対するスキルがまだまだ低い歩は、彼女たちの相手をするのに、大わらわで、ひよりにかまう余裕は、まったくなくて。

　ひよりのほうも、歩が女の子たちに囲まれていてもヤキモチをやくわけでもなく、気にするような素振りを見せるわけでもなく、子供たちと楽しそうに遊んでいた。

　そのあと、ひよりに苛いら々いらして、ひどいことを言ってしまったりして、お互い避けあうようになってしまって。

　あのときの歩は、どう考えても感じが悪かった。

　最低だ。

　ひよりは一人になったとき、歩の心ない言葉を思い出して、こっそり泣いていたかもしれない。それくらいひどいことを言った。

　あのことは謝って撤回したけれど、だからと言って、その事実が消えるわけではないし、一度口から出た言葉を、また口の中に戻すことはできない。

（てか、僕が女だったら、一生根に持つ！　あんなこと言ったやつ、ぜぇぇぇったい好きにならない）

　そういうガキっぽい男は、カッとなったら、またなにを言い出すかわからないから、早めに縁を切っておくほうがよい。ＤＶ男も、普段は温厚だというではないか。

（って、僕が僕と縁を切って、どうする）

　相当混乱している。

　ひよりに告白（？）されたときも、動転して、汗をだらだらかき、右を向いたり左を向いたりと挙動不審になり、このあとどうすればいいんだと焦りまくった。

　それまで地味で平凡だと思っていたひよりが、えらく可愛かわいく見えて、心臓がドキドキして、十字架の指輪が熱を帯びるのを感じて、さらに焦った。

　僕も、まさに今、きみのことを女の子として意識しています、なんて言うのは、あからさますぎるし、バカっぽい。

　それに、湖で、さんざん遥菜や芹乃や千織と戯れておいて、今さらそんなことを言っても、しらじらしくはないか。

　そもそも、ひよりは歩あゆむに、返事を求めているのだろうか。

　彼氏になってくださいと言われたわけでも、あたしのことどう思う？　と尋ねられたわけでもない。

　単に、永なが野のくんが好きだと言われただけで──男の子として気になっていると言われただけで。

　具体的な要求があったわけではなく──ただ好きだと言われただけで──ああ、やっぱり、ひよりにそんな風に思われる理由が、まったくわからない！

　答えに窮した歩は、最終手段に出た。

　背中で疲れて眠っている理り人ひとの尻しりをつまんで、（許せ）と心の中で詫わびながら、思いきりぎゅーっとひねったのだった。

　理人が痛みで目をさまし、

『わーん』

　と、泣き出す。

　うるんだ瞳ひとみで歩を見ていたひよりが、びっくりして飛び上がる。

『お尻が』

　と泣きながら訴える理人に、歩は、

『どうした、理人！　そうか、トイレか！　尻ということは、大きいほうか！　よし、急ぐぞ！』

　と声をかけ、ひよりを置いて走り出したのだった。

『永野くん！　りひとくん！』

　後ろで、ひよりの声がしたが、振り返らなかった。

　あのときのことを思い出し、歩はビーチパラソルの下で、膝ひざに顔をうずめ、その顔をぐりぐりと左右に振った。

（うわぁぁぁぁぁぁ、最低だ、最低だ、最低だ────っ）

　もし、まんがいち、仮に、ひよりが歩に本当に告白してくれたのだとしたら、歩はそれを、かなりスマートでないやりかたで、はぐらかしたことになる。

　好きだと伝えた相手が、尻だの、トイレだの、大きいほうだの、叫び出して走ってゆくなんて、最低すぎる。

（僕が女なら、一生根に持って──って、それはもう、いいんだよっ）

　また膝に顔を押しつけ、ぐりぐりする。

　保養所に戻ったあともその調子で、ひよりが、

『永野くん、あの……』

　と近づいてくると、あからさまに距離を置き、しまいには、

『あー、疲れた。朝ごはん食べたら、ゆっくり休んでいいって職員の人に言われたし、一眠りしよう。あ、三み田たも寝たほうがいいぞ。寝不足だと、自分でも気づかないうちに、おかしなことを口走ってたりするから』

　と、離れていった。

　そのまま、部屋に戻って布団をかぶって、寝たふりをする。

　もちろん眠れるわけがなく、今もまだ、頭がぼーっとしたままだ。

（僕が避けていること……三田も気づいているよな）

　歩あゆむが『眠い、眠い』とつぶやいて離れてゆくとき、しゅんとしていた。

　けど、どうしていいのか、本当にわからないのだ。

　歩の目的は、五つのテーゼを集めて、未来の地球を救うことで、三田ひよりは三番目のテーゼ──〝聖域〟を象徴する少女だ。

　今現在の、歩のターゲットで、歩が相思相愛になるべき相手だ。

　ならば、ひよりに好きだと言われて、歩のほうでも、そんなひよりを意識してドキドキしているこの状況は、なんの問題もない。

　それどころか、信じられないような美お味いしい状況だ。さっさとひよりとつきあって、恋しあって、三番目のテーゼを手にするべきだ。

　なのに、戸惑いと混乱から抜け出せない。

　ひよりが視界に入るだけで、背中がざわざわし、心臓が飛び出しそうになる。

（春坂すのさかさんと堀ほり井いのときは、どんな風につきあいはじめたんだっけ……）

　いちいち元カノと比べるのも情けないが、なにかの参考になればと必死だ。

　遥はる菜なの場合は、向こうから、




　──あたし、永なが野のくんと、つきあう。




　と、宣言されたのだ。

　遥菜のことが好きだった歩は、夢を見ている気持ちで了承した。

　芹せり乃ののときも、やっぱり向こうからだった。アクシデントで芹乃とキスしてしまって、それが校内で噂うわさになって、




　──責任取って……あたしの、か、彼氏に、なりなさい、よね……っ！




　と、真っ赤な顔で言われて、びっくりしたまま、うなずいていたのだった。

（って、二人とも、向こうからつきあおうって言われたんじゃないか！）

　男として、それはどうなのか。

　軽くヘコんだが、遥はる菜なや芹せり乃のと比べると、やはりひよりの『好き』という言葉は曖あい昧まいで、その先の展開が見えにくい。

（あのとき僕が、自分の顔がみっともなくて嫌いだとか、ネガティブなこと言ってたから、励まそうとしてくれただけなのかもしれない。三み田たは、そういうやつだから……）

　それが一番、しっくりくる答えのような気がした。

（でなきゃ、三田が、僕を好きになるはずがない）

　そう思いながら、心の中がしだいに冷たくなってゆくような感覚がして、身を縮めた。ひよりのほうをそっと見ると、また理り人ひとに泳ぎを教えている。今日は、他ほかの子たちも一緒だ。

　理人が夜中に保養所を抜け出したことは、子供たちの間に広まっていて、『あいつ、すげー』と、感心されたようだった。

　朝食の時、どうやって抜け出したのかとか、どこまで行ったのかとか、男の子たちに聞かれて、理人はへどもどしていた。

　今も、ひよりに手をとられて、顔を水につけているのを、周りの子たちが応援している。

　ひよりが手を放しても、少しは浮いていることができるようになったようで、ひよりに頭を撫なでられて、嬉うれしそうにしていた。

（……三田は、誰だれにでも優しいから）

　困っている相手には手を差し伸のべるし、弱っている相手を放っておけないのだ。

　ほのぼのした笑顔は、誰に対しても平等で。

　そのことが、また歩あゆむの胸を突き刺した。




　──あの女は、誰にでも、同じように微笑ほほえみかける。だから信用できない。




　一瞬、耳元で、苛いら立だっている声が聞こえた気がして、びくっとする。

　それまで左手の薬指で熱を帯びていた十字架の指輪が、その一瞬だけ氷のように冷たくなった。

　今の声は一体。

　そのとき、淡々とした声がした。




「ユア・マジェスティ」




　白い日傘を差したルーメが、腰を軽くかがめて、さめた海色の瞳ひとみで、歩を見おろしている。またたく星のような淡い金色の髪が、歩の顔にかかりそうな位置で、さらさらと揺れている。

　ルーメは今日は水着ではなく、お嬢様っぽいワンピースを着ていて、日傘を畳むと、歩あゆむの隣で、スカートの布地ごと膝ひざを抱えた。

「……ひよりさんと、進展があったようですね」

　まさか今朝の出来事を見ていたわけではないだろうが、なにもかも見透かしているような瞳ひとみで、淡々とつぶやく。

「先ほどから、ずいぶんひよりさんを意識していらっしゃいます。ひよりさんを見て赤くなったり、目をそらしたり、またこっそり見つめられたり」

「っっ。そんなのいちいち口で言うな」

「否定しない、ということは自覚があるのですね」

「……っ」

「ようやく、ひよりさんの魅力に気づかれましたか」

　ルーメの言うとおり、ひよりのふっくらした頬ほおが、とてもやわらかそうで、すべすべしていることや、黒目が大きくて、小動物のような愛らしさがあるところや、唇が健康的なピンク色をしていることに、今さらながらに気づいて、ドキドキしている。

　赤い顔で口の端を曲げている歩に、ルーメもまたひよりのほうを見ながら、静かな声でささやく。

「テーゼは……二人が恋しあわなければ、得られません。なので、ユア・マジェスティがひよりさんに恋をされたのなら、大変喜ばしいことです」

　胸が、ちくっとした。

「僕は……」

　三み田たひよりに、恋をしているのだろうか。あるいは、恋しはじめているのだろうか。

　そう考えたとたん、急に不安になった。

　深しん淵えんをのぞき込むような不安だった。

　耳にささやきかける苛いら立だちの声を聞いたときのように、心の中が一瞬冷たくなって、甘い感情が消え去る。

（僕は、三田に恋をしては、いけないんじゃないか）

　何な故ぜだか、そんな風に思ってしまった。

　三番目のテーゼを得るためには、ひよりと恋をしなければならないのに。

　戸惑うまま、ルーメにつぶやく。

「三田に、好きだって……言われた」

「そうですか」

　ルーメの口調も眼まな差ざしも、変わらない。

「で」

　さめた声で、尋ねる。

「それを聞いて、ユア・マジェスティは、どう思われたのですか」

　突き放しているようでいて、ルーメの言葉はいつも核心を突いてくる。

　まさに、歩あゆむが一番こだわって、もやもやと悩んでいるのはそこだった。

「ありえないって」

「何な故ぜ」

「三み田たが好きになるのは、僕みたいな陰湿でねじくれたやつじゃなくて、もっと爽さわやかでまっすぐで、人間として上等なやつなんじゃないか。そういうやつのほうが、きっと三田に似合っている」

　ルーメはひよりのことを、心の美しい、善い人、と評した。

　確かに、ひよりはそういう女の子で、他人を恨んでばかりだった歩とは正反対で。

　だから、ひよりが歩を好きになるなんて、信じられないのだ。

「三田の『好き』っていうのは、同情なんじゃないか」




「いいえ」




　ルーメが、前にひよりのことを語ったときと同じように、真面目まじめな顔で歩の顔を見すえた。

　大理石の彫像のような完かん璧ぺきな美び貌ぼうが、真正面にある。

　息をのむ歩に、これだけははっきり伝えなければならないというように、しっかりした口調で言う。

「ひよりさんが『永なが野の歩』を好きとおっしゃったのなら、それは本当のことです。同情などではありません」

「どうして断定できるんだ。三田は誰だれにでも優しいのに」

　何故ルーメは、ひよりについて語るときだけ、さめた瞳ひとみの奥に、わずかにあたたかな感情を浮かび上がらせるのだろう。

　その目で、歩を強く見つめながら、ルーメが言う。

「ひよりさんは確かに、誰にでも平等に優しいかたです。けど──そんなひよりさんが心から愛されたのは、ユア・マジェスティ──未来のあなたなのですよ」

「未来の、僕」

　頭を突き抜けるような驚きとともに、夢で見た、大人のひよりが浮かんだ。




　──アユくん。




　小さな教会の前で、地味なエプロンをかけて、ほのぼのと笑っていた。

　あのひよりが、未来の歩あゆむを、愛していた？

「未来のヒズ・マジェスティは、恐れられ、崇あがめられてはいましたが、愛されてはいませんでした。エウレカの恩恵を一身に浴び、誰だれよりも強い力を手に入れて、地球の最初の支配者になったあのかたご自身も、どなたも愛されませんでした」




　──未来のヒズ・マジェスティには、足りないものがあったからです。




　未来において、歩が人類の敵に敗れた原因を、ルーメはそう語っていた。




　──愛によってしか発動しない最大の魔法を、ヒズ・マジェスティは使うことができなかったのです。




　だから、その愛の力を手に入れるために、過去の歩のもとを訪れたのだと。

「未来のあなたは、今以上に、心が真っ黒で、ねじくれていて、我わが儘ままで自分勝手で、理屈っぽくて、他人を一切信用できなくて、それはもう面倒くさいかたでした」

　その主あるじを救おうとしている腹心のくせに、ずけずけと欠点を並べ立てる。

（今の僕より最低な男って、一体どれだけ最低なんだ。僕は世界への恨みを積み重ねていって、そんな男になるのか……）

　歩もつい、冷や汗をかいてしまう。

「いくら若くて権力者でも、あそこまで面倒くさいかたを好きになる奇特な女性など、人類にはおりません。半日と一緒にいられません」

「そ、そこまで言わなくても」

「ただ一人、ひよりさん以外は」

　心臓が、ドキンと音を立てる。

　また大人のひよりが微笑ほほえむ姿が浮かび、教会の清らかな鐘の音が聞こえた。

「誰にも愛されることのなかったヒズ・マジェスティを、ひよりさんだけは心から愛し、そばにいてくださいました。だから、わたしはひよりさんのことが、大好きなんです」

　未来の歩のそばに、遥はる菜なも芹せり乃のもいなかったと、前にルーメは言っていた。

　けど、ひよりは、未来の歩の近くにいたのだ。

　そして、みんなに恐れられていた歩を、愛していたと。

　鐘の音が心の中で、ますます高く清らかに響き渡って、胸がいっぱいになって──。

「あんなに最低で最悪の、面倒くさい未来のあなたを、愛されたのです。それよりよほどましな現在のあなたをひよりさんが好きになっても、まったく不思議ではありません」

　きっぱりと告げるルーメに、まだ混乱しながら、

「ルーメ、おまえに、未来で三み田たに会ったことがあるのかって訊きいたとき、答えられないって言ったよな。なのになんで今は、話してくれるんだ」

　ルーメは冷静な眼まな差ざしで、

「あのとき、ユア・マジェスティは、ひよりさんに反感をもっておいででした。わたしが、ひよりさんが未来のあなたを愛されていたと話せば、余計にひよりさんへの反感を強めたでしょう。過去のあなたも、面倒くさいかたですから」

　口元が、ほんの少しだけほころんでいる。

（面倒くさくて悪かったな）

　つい睨にらんでしまうが、顔が熱い。

　きっと、ルーメが言ったとおりだろうから。

「けど、今のユア・マジェスティなら、わかるはずです。ひよりさんの言葉は『本当』だと」

　顔だけでなく、胸まで熱くなる。

　それから、十字架の指輪をはめた左手の薬指も、カァァァァッと熱くなって。

　ルーメが歩あゆむから視線をそらし、湖のほうを見つめる。

　海と違って、表面が優しく凪ないでいて。そこで可愛かわいい黄色の水着を着たひよりが、子供たちと平和に笑っていて。

　ルーメが優しく目を細める。

「湖を見たのは、この夏がはじめてです」

　真っ青な空から、光がまぶしく降り注いでいる。ルーメの瞳ひとみにも、そのきらめきが静かに宿っていて。

「海は、湖よりももっと広く青いのでしょうか。それはどれほどの、広さと青さなのでしょうね……」

　憧あこがれのにじむ声で、そうつぶやいた。





◇　　　◇　　　◇






（三田は、僕の未来にいた──）

　日がかげり、風が少し涼しくなってきた頃ころ、ルーメは別荘に戻っていった。




　──もう、わたしがあれこれ言わなくとも、ご自分の気持ちに気づいておられるでしょう。




　さめた瞳で、そんな言葉を残して。













（僕は、三み田たのことが……）

　左手の薬指は、ずっと熱っぽいままで、心臓もドキドキと高鳴り続けている。

　夕暮れが訪れる前の、白っぽいもやのような空気の中を、水着の上にパーカーを羽織ったひよりが、子供たちと一緒に戻ってくる。

　濡ぬれた髪が光っていて、子供たちに向けられる笑顔も、あたたかく優しい。ふっくらした頬ほおが薔ば薇ら色に染まっているのも、とても可愛かわいく見える。

　歩あゆむは頬をほてらせて、ひよりのほうへ近づいていった。

　歩に気づいたひよりが足を止め、緊張している顔になる。

「三田、ちょっといいかな。二人で、話したいんだけど」

「う、うん」

　ひよりが子供たちに、先に集合場所へ戻るように言う。

　子供たちがいってしまうと、浜辺に二人きりになった。

「今朝のことなんだけど」

「……うん」

「あのときは混乱して、三田になんて返事をしたらいいのか、わからなくて」

「……うん」

　ひよりは真っ赤な顔で歩を見つめながら、蚊の鳴くような声で「うん」と、つぶやき続けている。

　歩あゆむも同じくらい緊張していた。

「僕も、三み田たが……」

　今感じている強い気持ちを、口にしようとしたとき。

　耳元で、またあの冷たいささやきが、聞こえた。




　──信じるな。




　激しい敵意を含んだ声に、一瞬にして悪寒が駆け抜け、鳥肌が立った。




　──あの女は、僕を哀れんでいるんだ。エウレカそのものであるこの僕を！　エウレカの恩恵を欠片かけらも受けていない無力な女が！




　頭の中に、瓦が礫れきになった教会と、そこに血を流して倒れている人々の映像が浮かぶ。陰惨な光景を冷然と見つめる、黒いマントをなびかせた銀色の仮面の支配者──未来の自分。

　その足元には、血に染まったエプロンをつけたまま仰向けに倒れ、動かない、未来のひよりが──。

（僕が、殺した）

　左手の薬指に、氷柱つららを突き刺したような衝撃が走る。

　そうだ。あれが未来の光景なら、歩は、ひよりに告白し、恋しあうことなどできない！

　自分を愛してくれた、たった一人の女性を、歩は見殺しにしたのだから！

「永なが野のくん……どうしたの？」

　歩がいきなり頬ほおをひきつらせ、黙ってしまったので、ひよりが心配そうに尋ねる。

　目の前にいるのは、高校二年生のひよりで──けど、その上に大人のひよりが重なって、足元がぐらついた。

「──っっ」

「永野くん！」

　歩を支えようとするひよりの手を、振り払って、

「ゴメン、やっぱり無理だ」

　唸うなるように言い、ひよりに背中を向けて駆け出した。

　薬指がズキズキと痛み、耳のかたわらでずっと、




　──信じるな。




　呪のろいのような声が、冷たい吐息とともに聞こえていた。
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　そのあと、保養所へ帰ってからも、ひよりは歩あゆむを心配して話しかけてこようとしたが、歩は「なんでもないから」と、ひよりから目をそらし、離れていった。




　怖かった。




　ひよりを死地に追いやり、その死を冷然と見おろしていたあの男が、未来の自分の姿だと思うと、底の見えない深しん淵えんに後ろから突き落とされたように、体が震えた。

　弟に対する憎しみも、決してあいつには勝てないのだという敗北感も、そこから派生する真っ黒な感情も、他人への不信感も、まったく変わっていないどころか、手のつけられない怪物のように肥大化している。

（僕は、力を得ることで、あんな風になってしまうのか）

　来年の三月十四日──。

　エウレカと名付けられた惑星が地球に接近し、人類が魔法に目覚め、あなたは史上最強の魔法使いになり、すべてを支配すると、ルーメは予告している。

　けど、あれが未来の歩なら、目の前に広がるのは、目眩めまいがするような暗黒の深淵でしかない。

　ひよりは、歩に関かかわったために死んでいったようなものだ。

　それに、夢の中のことだけではない。

　もし、ひよりと結ばれたとしても、三番目のテーゼを手に入れれば、今までと同じように、記憶の改変が行われる。

　ひよりは、歩に恋したことを忘れてしまう。

　これからどれだけひよりと恋しあい、楽しい日々を過ごしたとしても、それは全部、なかったことになってしまう。

　それが急に怖くなった。

　怖くて、怖くて、たまらなくなった。

（覚悟は、していたはずだったのに）

　一番目のテーゼを手に入れて、遥はる菜なの記憶が改変されたとき、それでもいいと思った。

　好きな女の子の笑顔を守れるなら、自分はその先へ進もう、残る四つのテーゼを手に入れて、未来の地球を救おうと。

　芹せり乃のと恋をしたときも、その決意は揺るがなかった。

　僕は、世界を守る魔法使いになるのだと。まっすぐな気持ちで思った。

　けど、今は──。

　ひよりと恋をはじめて、それを喪うしなうことが、怖くてたまらない。

　今、ひよりは、歩あゆむを好きだと言ってくれている。

　歩も同じだ。

　ひよりが、歩の未来に存在していて、歩を愛してくれていたことをルーメから教えられて、空をおおう雲がいっきに晴れたように、ひよりへの気持ちを自覚した。

　それは、心の奥からどんどんあふれてきた。

　だけど、ひよりに告白して、恋人同士になって、二人の気持ちが最大限に高まって、テーゼを得たとき、ひよりが歩への想おもいを忘れてしまうなら。

　ひよりがもう、歩を好きでなくなってしまうなら。

（僕は、三み田たと恋をしたくない）

　その先へ、進みたくない。

　遥はる菜なのときも、芹せり乃ののときも、耐えられた。

　だから、きっと今度も耐えられる。

　そう自分に言い聞かせても、体中を突き刺すような痛みと恐怖が、消えない。

　左手の薬指にかっちりはまった十字架の指輪が、急に重くなり、黒ずんでゆく。

（恋をした先に、あんな哀かなしみがあるとわかっていて、僕はもう恋をしたくない）




　──愛など、信じない！




　未来の歩の声が、頭の中にずっと響き渡っていた。

　愛が一番強い魔法を発動させるなど、偽りだと。

　それは、絶望しかもたらさないと。
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　翌日、遥菜と芹乃が、保養所へやってきた。

「あのね、アユアユ、林の中に百ゆ合りの花がいっぱい咲いている場所を見つけたの。すっごく綺き麗れいなの！　行ってみない？」

「な、永なが野のっ、あたし、入いる海み先輩の別荘のキッチンを借りて、クッキーとか焼いてみたんだけど、味見してみて」

　と、話しかけてくる。

　歩は、

「ゴメン」

　と、言って離れていった。




　ひよりも、歩あゆむのことを気にしていて、心配そうにそわそわ歩を見ているのを、歩もまた感じていた。

　そのたび、耳に未来の自分の冷たい声が響いて、顔をそむけてしまう。ひよりが哀かなしそうに眉まゆを下げるのが視界に一瞬映るが、なにもできずにいる。

　そんな風にして、夕暮れを迎えた。

　保養所の裏庭で、山に囲まれた景色がオレンジ色に染まってゆくのを、一人でぼんやりと眺めていたら、




「永なが野のくん……」




　と、遠慮がちに呼びかけられた。




「！」




　心臓が縮む思いで振り返る。

　そこに、思いつめた眼差しのひよりが立っているのを見て、さらに全身がぎゅっとこわばった。

「……っ」

　ひよりはちょうど裏庭への通り道に立っているので、逃げ場がない。

　歩が唇を噛かんで黙っていると、目を哀しそうにうるませ、おずおずと頭を下げた。

「ごめんなさい、あたしがヘンなこと言っちゃったから、永野くん、困ってるんだよね」

　歩に好きだと言ったことを、謝っているようだった。

　肩をすぼめて、眉を下げて、本当に申し訳なさそうに、何度も頭を下げる。

「本当にごめんなさい。永野くん、最近モテてるし、あたしなんか、芹ちゃんたちに比べたら地味だし、普通だし、め、迷惑だったよね。返事とか、聞かなくてもわかってるから、別にしなくていいよ。気にしないで」

（どうしよう……やっぱり、三み田たが好きだ）

　一生懸命に頭を下げて、自分のことよりも歩のことを気遣ってくれている姿を見て、あらためて、ひよりへの想おもいが込み上げてきて、胸がいっぱいになって──。

「永野……くん？」

　ひよりが驚いたように、目を見張る。

　襟元に冷たいものが落ちてきて、歩あゆむは自分が泣いていることに気づいた。

　ぽとぽとと、涙が何粒も何粒も、喉のどに、胸に、こぼれ落ちてくる。

（三み田たが好きだ）

（三田が好きだ）

　もう、誤魔化しようがないくらい惹ひかれているのに、口に出して伝えることができない。

　伝えたら、すべて終わってしまうから。

　ひよりを、喪うしなってしまうから。

　ひよりは息をのんだまま、歩を見つめている。

「……」

　そこへ、遥はる菜なと芹せり乃のの声がして、二人が姿を見せた。

「アユアユ、明日、入いる海み先輩の別荘で、みんなでバーベキューをしようって──」

「え？　ひよ、永なが野のとなに話してんの？」

　二人とも、歩が泣いているのを見て、びっくりしてその場に立ち止まり、黙ってしまう。

　歩は、取り繕うこともできなかった。

　無言で泣き続ける歩を、遥菜と、芹乃と、ひよりの、三人の少女たちが困惑の表情で見つめていた。

　そうして──。

　彼女たちのあとから現れた、長い星色の髪を夕暮れの風にそよがせた、海色の瞳ひとみの少女──ルーメも、すべてを見透かすような静かな表情で、立っていた。
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　何な故ぜ、歩が泣いていたのかを、遥菜も芹乃もルーメも、追求しなかった。

　そうしてはいけない雰囲気が、あの場に流れていたからかもしれない。

　ひよりが、

『夕飯の準備をしなきゃ。戻ろう、永野くん』

　と、ハンカチを歩の手にそっと握らせ、歩を励ますようにうながして、歩ものろのろと歩き出した。




　その夜も、ひよりが死ぬあの夢を見て、うなされた。




　──永野くんだよね？　あたし、高校二年生のときクラスメイトだった三田ひより。覚えている、かな？




　教会で数年ぶりに再会したひよりは、絶対的力を持つ支配者として皆から恐れられる歩あゆむに、ほのぼのとした笑顔で話しかけてきた。

　そのあと、歩の屋敷でメイドをするようになってからも、




　──永なが野のくん、おかえりなさい。




　──料理長さんに、サンドイッチを作ってもらったの。これなら読書をしながらでも食べられるでしょう。




　と、ほんわりした顔で、控えめな優しい言葉をかけてくれた。

　そんなひよりに、歩はずっと苛いら々いらしていて。




　──永野……くん。




　粗末なエプロンを血で真っ赤に染めて、死にかけているときまで、ひよりは歩のことを心配そうに見上げていて、歩に、必死になにかを伝えようとしていて。今にも消え入りそうな声で、しゃべり続けていた。




　──あたし……永野くんに、ずっと……言わなきゃって思っていたことが……あったの……。




　──永野くんと教会で、何年かぶりに会ったとき……。




　一生懸命に、乾いた唇を動かして、そうして、目を閉じる直前に、ほのぼのと微笑ほほえみながら、ささやいた。




　──アユくん……信じてね……。




（三み田たは、僕になにを伝えたんだ）

（どうして僕は、自分のせいで三田が死んだのに、涙も流さないんだ！）

（柏かしわ木ぎ心こころなんてやつのことを、気にしているんだ）




　──柏木心を探せ！




　──生きてさえいれば、手足の一、二本、切り落としてもかまわない！




（三み田たが死んだのに──おまえが殺したのに、なんで！）




　──それが、ユア・マジェスティのお望みなら……。




（ルーメも、なんでそんな冷静な声で──。僕に、三田のこと、ひよりさんは善い人で、わたしはひよりさんが好きですって言ったくせに）

　冴さえ冴えとした月が、血で濡ぬれた廃はい墟きよを照らす。

　黒いマントをなびかせ、銀色の仮面をつけた未来の歩あゆむが、言い放つ。




　──愛など、信じない！




　深しん淵えんに逆さまに落ちてゆくような感覚がして、息ができなくて喘あえいでいるとき、さめた声が、歩を呼んだ。




「ユア・マジェスティ」

　肩で息をしながら目を開けると、仰向けになった歩の顔のすぐ上に、ルーメの顔があった。

「！」

　驚いて叫びかける歩の口を、ルーメがひんやりとした手で、ふさいで、

「大声を出さないでください」

　と、ささやく。

（な、な──声を出すなって、この状況で、冷静でいられるやつがいるのか？）

　ルーメは、河原ではじめて歩と会ったときと同じ、透ける素材の薄いネグリジェという格好だ。

　星のまたたきのように、あわあわと光る髪が、歩の喉のどや胸に降りかかっていて、くすぐったい。海色の瞳ひとみも、珊さん瑚ご色の唇も、歩から十センチも離れていない位置にある。ルーメが力を抜いたら、すぐに歩の上に、しなやかな肢体が落ちてきそうだ。

「なんで……そんな格好で、こんな時間に……ここに、いるんだ」

「夜よ這ばいです」

「！」

　また声を上げかけて、ルーメに口をふさがれる。

（よよよ夜這い！）

「というのは、冗談ですが」

（冗談で、そういうエロいことを言うな！）

「わたしが保養所にいるのは、昨晩、こちらに泊めていただいたからです。覚えていませんか？」

　そういえば、しれっとした顔で夕食に交じっていたが、泊まったとは聞いていない。昨日は、周囲の状況に気を配れる状態ではなかったので。

（だからって、何な故ぜ！　夜中に！　現れる！　しかも、そんな格好で）

　歩の言いたいことを察したのか、またルーメが小声で淡々と、

「昨日は、ユア・マジェスティは、すっかり心を閉ざしていて、死人のようでしたから、一眠りされてからのほうが、お話を聞いていただけると判断したのです。かといって朝だと、ボランティアのお仕事もあるでしょうから、この時間が邪魔も入らず最適かと。ちなみに、わたしのこの格好は、普段から着ている寝間着です」

（そんなひらひらした服で、いつも寝ているのか。つか、今、夜中の三時だぞ。せめてあと二時間遅く来い）

　ルーメが、歩の口からそっと手をはなす。

「ここは人目につくおそれがありますから、外へ出ましょう」

（それは人目につくだろうさ。今、子供たちが目を覚まして騒いだら、大問題だ。わかってて来るなよ）

　心の中で突っ込みながら、歩は起きあがった。

　ルーメには、なにを言っても無駄だ。

　それに、あんまり驚いたりあきれたりしたので、頭がかえってすっきりした。そこまで計算していたわけではないのだろうけれど……。

　ルーメと一緒に足音を忍ばせて保養所の階段をのぼり、屋上へ出る。

　夜の屋上は、涼しかった。

　ほてっていた体から、すーっと熱が抜けてゆく。

「やはり……こちら側から見ても、山ばかりなのですね……」

　学園の屋上でよく山に囲まれた景色を眺めていたルーメが、つぶやく。

「ああ、でも……こちらからだと、湖が見えますね。夜だとブラックホールのようですが……昼間だと、もっと綺き麗れいに見えるのでしょうか」

「景色の話をしに来たのか」

「いいえ。ユア・マジェスティが幼子のように、ぽろぽろ泣かれていたので、気になったのですよ、もちろん」

　さめた目で淡々と指摘されて、歩は頬ほおが熱くなった。

　泣いてしまったのは、やはり情けなかったと反省している。

　しかもそれを、ひよりだけでなく、遥はる菜なと芹せり乃のとルーメに見られてしまったことも。

「ひよりさんも、哀かなしそうな顔をされておりましたね」

　ドキンとする。

「ユア・マジェスティが泣かれたのは、ひよりさんと恋をされるのが、怖かったからですね」

　またドキッとする。

　ルーメは、歩あゆむの心が読めているのだろうか。

「恋をし、成就すれば、ひよりさんは、ユア・マジェスティへの恋心と一緒に、それに関する記憶をすべてなくしてしまうから。それでユア・マジェスティは、ひよりさんに告白できなかったのでしょう」

「……おまえの言うとおりだ」

　そこまで見透かされていたら、認めるしかない。

「僕は、三み田たが僕とつきあったことを忘れてしまうのが、怖いんだ」

「……」

　ルーメは黙っていたが、やがて言った。

「でも、テーゼは五つ集めなければ魔法の源として使えません。一つでも欠けたら、未来は救えないのです」

「……わかっている」

　遥菜や芹乃のためにも、ここでテーゼを集めるのを、やめるわけにはいかないということは。

　そのために、ひよりと恋しあわなければならないことも。

「もう、やめたい、ということですか」

「やめたい。けど、やめられないし。きっと……やめない」

　それも、わかっているのだ。

　どれだけ躊躇ためらっても、抗あらがっても、最後は進まなければならないのだと。救世主になると決めたときから、それは絶対だった。

　だから……ひよりといつかは、つきあうのだろう。ただ、それを少しでも先に延ばしたくて、みっともなく足あ掻がいている。

　ルーメはまた沈黙していたが、やがて真面目まじめな顔で言った。

「では、ひよりさんのテーゼを手に入れたあと、ユア・マジェスティの記憶を、わたしが消してさしあげましょう」

「え」

　歩は驚いて、ルーメの顔に見入った。

（そんなことが、できるのか……？）

　ルーメは、ひんやりとした眼まな差ざしで歩あゆむを見つめ、淡々と語った。

「たとえいっときでも、愛いとしい相手と想おもい想われて過ごした幸せな記憶は、人を強く明るくしてくれると、わたしは思います。けど、そうした恋の記憶が、ユア・マジェスティの心を傷つけるのであれば、記憶の改変が行われるとき、ユア・マジェスティの中のひよりさんの記憶を、わたしが一緒に消しましょう」




　ルーメには──できるのだ。




　揺るぎのない静かな口調がそれを証明していて、背筋が冷たく震えた。

　ルーメに関しては、謎なぞが多い。

　未来の歩の部下だというが、ルーメのような少女が、どんな経緯で地球の支配者に仕えていたのか。

　エウレカの恩恵のない現在の地球では、ルーメは大きな魔法を使えず、か弱い乙女にすぎないと、自分で言っていた。

　なので、わたしはユア・マジェスティを、誠心誠意見守らせていただきます、あとはそちらの努力で、どうにかなさってくださいと、しれっとした顔で。

　けど、本当は──どれほどのことができるのだろう。

　ルーメの顔は、大理石の人形のようにひんやりとしていて、なんの感情も持っていないように見えて、夢の中で聞いた冷たい声を思い出して、また背筋が寒くなる。

（ルーメが……僕の記憶を、消してくれる？）

　歩もひよりと一緒に、恋した記憶をなくすのなら、きっと辛つらくはない。次の恋にも、気楽に進めるだろう。

（それが、いいのかも……）

　夜の風がルーメの淡い金色の髪を揺らしている。それは星のように、きらきらときらめいて、夜の闇やみの中に川の流れのように、広がっていた。

　海色の瞳ひとみが、歩の返事を静かに待っている。

　歩はそれから目をそらし、低い声で言った。

「少し、考えさせてほしい」
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　ルーメが屋上から去ったあとも、歩はそこに残って、白くなってゆく空の中に、ひとつ、またひとつ消えてゆく星を眺めながら、考え続けていた。

（記憶をなくすのは哀かなしいけれど、実際になくなってしまえば、哀しいと思っていた、その気持ちも消えてしまうんだ……）

　未来を滅亡から救うために、五つのテーゼを集めなければならないのなら、そうしたことも、必要なのかもしれない。

　朝の訪れとともに、黒い深しん淵えんのようだった湖も、鏡のようにつややかな輝きを帯びてゆく。山の端が明るくなり、陽ひがのぼりはじめる。

「アユアユっ、おはよう」

　明るい声がして、遥はる菜なが屋上に元気な姿を見せた。

　遥菜も、ゆうべ保養所に泊まったのかと驚いていると、ポニーテイルをぴょんと揺らして飛び上がり、歩あゆむのほうへまた少し近づき、

「えへっ、早起きして、ここまでランニングしてきちゃった。そしたら、アユアユが屋上にいるのが見えたから」

　と、まぶしい笑顔で言う。

「もしかして、アユアユ、飛び降りようとしているのかと思って、心臓が止まりそうになっちゃったけど、あ！　い、今のはナシ！」

　と、慌てて両手をぱたぱた振ってみせる。

　昨日、歩が泣いているのを見てしまって、さらにその歩が屋上にいるのを見て、そんな連想をしてしまったのだろう。

　遥菜の心配がわかるだけに、なんとも言えず、

「う、うん」

　と、恥ずかしそうにうなずくよりなかった。

（もしかしたら、春坂すのさかさん、僕のことを心配して、早起きしてわざわざ様子を見に来てくれたのかな）

　そう考えて、胸がきゅっとする。

「ゴメンね……春坂さん」

「やだ、謝ることないよー」

　遥菜はまた、ぱたぱたと両手を振り、

「それよりほら、太陽がのぼるよ」

　と、東の山々の連なりを、指さした。

　稜りよう線せんを明るい金色に染めて、そこから放たれる澄んだ白い光が、世界のすみずみまで清すが々すがしく照らし出す。

　遥菜の頬ほおが赤く染まり、瞳ひとみが輝く。

「綺き麗れいだねー、アユアユ」

　遥菜が溜ため息いきとともに言うように、屋上から見る日の出の風景は、目を見張るほど雄壮で美しいものだった。

　夜の世界と、まったく違って見える。

　あんなに家があったのか、こんなにたくさんの人たちが、この町で生活していたのかということにも、驚かされる。

　遥はる菜なが、晴れやかな声で言う。

「世界が綺き麗れいで平和なのは、きっと誰だれかが守ってくれているからだよ」

　その言葉に、ドキッとした。




　──はるるん、世界が平和なまま、続いていったらいいと思う？




　春の終わり、夜の自転車。

　河原の道を後ろに遥菜を乗せて、必死にペダルを踏みながら問いかける歩あゆむに、今のように晴れやかに朗らかに、遥菜は答えたのだ。




　──うん！




　あのとき、遥菜のいる世界を守ろうと思ったのだ。

　遥菜が歩に恋した記憶は、失われた。

　けど、遥菜が歩を今もアユアユと呼ぶように、あの春の風の中にいるように、爽さわやかにきらめいていた日々の欠片かけらは、遥菜の中に今も残っているのかもしれない。

　遥菜が歩のほうを見て、またまぶしく笑う。

「世界を守ってくれるヒーローみたいな人が、どこかにいるの。もしかしたら、あたしたちのすぐ近くにいて、普段は普通に学校に通ったりしているのかも。けど、そういう人がいるの。本当だよ」

　朗らかな明るい声で、そんな空想を語る。

「だから大丈夫！　もし、アユアユがその……失恋とかしても、世界はずっと平和で綺麗だし、他ほかにアユアユを好きになる女の子が、ちゃんといるから」

　きっと歩が、ひよりに振られたと誤解しているのだろう。

　一生懸命に励ましてくれた。

「ありがとう、春坂すのさかさん」

「ううん、気分転換したいときは、いつでも電話してね。メールでもいいよ」

　と、最後まで明るい顔で、

「朝練がはじまる前に、急いで戻らなきゃ。ランニングのタイムが縮みそう」

　と、元気に去っていった。

　その背中をたくさんの感謝と、少しの切なさとともに見送りながら、

「ありがとう、はるるん」

　封印していた呼び名を、今だけつぶやく。

　遥はる菜なのおかげで上向きになった気持ちのまま、屋上の外階段をおりて、庭へ出て、そこを歩いていると。

「ちょっと永なが野の」

　芹せり乃のが腕組みして、進路をふさいだ。

「……堀ほり井いも、ランニングしてきたのか？」

　ぼーっとしながら、ついそう尋ねると、眉まゆをキッと上げて、

「なにバカ言ってんのっ！　朝からそんな疲れることするはずないでしょう。ランニングしてギャラが出るなら別だけど。昨日は、保養所に泊まったのよ。覚えてないの？」

「え、ああ、そうだったんだ」

　遥菜ではなく、ルーメのパターンだったらしい。

　芹乃が不機嫌そうに眉を上げる。

「い、言っとくけど、永野が男のくせに、めそめそ泣くから、し、心配して泊まったとかじゃないからねっ！　ちょうど撮影、終わったし、家にまっすぐ戻るのも味気ないから……っ、もともとちょっとバカンスしていく予定だったんだからっ」

　と、口を尖とがらせて主張する。

　けど、きっと歩あゆむを心配してくれたのだろう。

「ゴメン」

　頭を下げると、真っ赤になって、

「だ、だだだだから、永野は関係ないんだってば！　あ、あたしは、永野じゃなくて、ひよが心配で」

　と、上擦った声で言う。

　ひよりは芹乃の親友だから、それもあるのだろうけれど。

　芹乃が頬ほおを染めたまま、そわそわと視線を泳がせ、唇を開けたり閉じたりしたあと、また、歩をキッと睨にらんだ。

「あんた、ひよとどうなってるの？　ひよは、あんたに失恋したって言ってたけど、あんた、ひよを振ったの？」

「……そんなんじゃない」

「じゃあなに」

「……それは」

　芹乃の表情が、怒っているような心配しているような、泣き出しそうな、いろいろ混じって、微妙なものになる。

「……ひよが、永野のこと好きだなんて知らなかった。ひよとは小学校の頃ころからのつきあいだけど、ひよが男のことで悩むの、はじめてで。ひよから、あんたに振られたって聞いたとき、すごく……複雑だった。ひよの応援はしたいけど、でも……」

　声がしだいに小さくなっていって、表情も少し弱気になり、

「永なが野のは、ひよのことどう思っているの？」

　真面目まじめな声で尋ねた。

　だから歩あゆむも、誠実に答えた。

「僕は、三み田たが好きだ」

　芹せり乃のには、誤魔化したくなかった。

　歩の元カノで、ひよりの親友の芹乃にだけは。

　芹乃は歩の答えを聞いて、眉まゆを下げて淋さびしそうな顔になった。そのまましばらく黙っていたが、やがて、小さく微笑ほほえんだ。

「ずっと……ひよを好きになる男は、見る目のある、最高の男だと思ってた」

　そうして、目をうるませて微笑んだまま、心の一番深い部分からこぼれるような、ほろ苦い、優しい声で、ゆっくりと言った。




「永野は……イイ男だったんだね」




　ごめん、彼女やめる。

　芹乃から、そんなメールを送りつけられたときのことを思い出す。

　ひよりと一緒に芹乃の家を訪れたこと。大好きだったお祖じ父いさんのお店が取り壊されると知って、芹乃は深く傷ついていて泣きながら、歩に言ったのだ。




　──本当に見る目のあるイイ男は、あたしのことなんか、好きにならないものっ。ひよのほうを、好きになるものっっ。




　あのとき、自信家で高飛車な芹乃が、本当は歩と同じようにコンプレックスの塊だったことを知って、もっと愛いとしくなったのだ。




　──あたし、すごくブスだから──もう、一生可愛かわいくなれないから、永野と別れるっ。




「ありがとう。堀ほり井いも、イイ女だ」

　心から、そう告げる。

　細かな雨が降りしきる梅雨から、太陽の光が力を増すまぶしい初夏にかけて、歩の恋人だった芹乃は、最高に可愛くて、イイ女だった。

　歩あゆむの言葉に、芹せり乃のは頬ほおをカッと赤く染め、

「っっ、とーぜんでしょ！　バカ！」

　と言って、背中を向けて歩き出したあと、くるりと振り返り、赤い顔のまま、

「ひよのこと好きなら、ちゃんと本人にそう言ってあげなさいよ！　あの子、あんたに振られたと思ってるから。三日以内に誤解を解かなかったら、永なが野のにひよはもったいないから、あげないからね！」

　と、わめいた。

　そうして、

「あんたがイイ男だって、ちゃんと証明しなさいよ」

　と言って、去っていった。

「ありがとう、セリィ」

　芹乃の十七歳の誕生日に、愛いとしさを込めて呼んだその呼び名を、あのときと同じくらい愛おしい気持ちで、つぶやく。

　遥はる菜なへの想おもいも、芹乃への想いも、歩の中に残っていて、今も歩をこんなにあたたかな気持ちにさせてくれる。

　風が甘く澄んだ季節に、遥菜と恋をしたこと。

　雨が心地よい季節に、芹乃と恋をしたこと。

　どちらも、歩に力を与えてくれる。歩を幸福にしてくれる。歩を前に進ませてくれる。宝物のような大事な記憶だ。




　──たとえいっときでも、愛しい相手と想い想われて過ごした幸せな記憶は、人を強く明るくしてくれると、わたしは思います。




（ああ、おまえの言う通りだ）

　ルーメがさめた瞳ひとみで語った言葉に、深く共感する。

（僕は、なにひとつ、忘れたくない）

（全部、覚えていたい）

　建物の中に戻ろうとすると、ルーメが立っていた。

　真夜中の屋上で、月に照らされてあわあわときらめいていた金色の髪は、今は朝の澄んだ光をあびて、まぶしく輝いている。

　ルーメに近づいてゆき、立ち止まらずに、かたわらを通り過ぎながら、歩ははっきりと言う。

「僕の記憶は、消さなくていい」

　喪失の痛みも、別離の哀かなしみも、全部抱えて先へ行く。

　後ろでルーメが、つぶやくのが聞こえた。

「やはり、あの時間にうかがって正解でしたね。ユア・マジェスティは朝からモテモテで、お忙しかったようですから」





◇　　　◇　　　◇






　遥はる菜なの訪問と、芹せり乃のとの会話で、歩あゆむはそれまでの悩みを振り切り、心を決めていた。

「三み田た、朝食の後かたづけが終わったら、裏庭へ来てくれないか」

「え、あの、永なが野のくん」

　ひよりは戸惑っているみたいだった。

　昨日、同じように歩に呼び出されて、

『ゴメン』

　と暗い顔で謝られた上に、そのあとぽろぽろ泣かれたのだから、不安に思われても仕方がない。

　だから、今度は──しっかりと背筋を伸ばして、揺るがない強い気持ちで、ひよりの訪れを待った。

　そうして、緊張しながら現れたひよりに、背筋を伸ばしたまま、




「僕の彼女になってください」




　はっきりと伝えた。

　左手の薬指にはまった十字架の指輪が、あたたかな熱を帯びる。

　目を丸くして驚くひよりが、

「あの、そ、それ──あたしを気遣って、む、無理してるとかじゃ、ないよね。もしそうなら」

　と心配そうに言うのを、

「三田のことが好きだから、彼女になってほしいです」

　と、またはっきり告げ、そのあと、ちょっと弱気になり、

「えっとその……これまで僕がしてきたことを見ていたら、僕のこと、嫌いになっているかもしれないけど。それならあの、これからなるべく改善してゆくから、長い目で見てやってください」

　と言って、頭を下げる。

　ひよりに、無理、ごめんなさい、と言われたらどうしようかと、ドギマギしていると、頭の上で、

「う、うん」

　蚊の鳴くような声が聞こえた。

　顔を上げると、その瞬間目が合って、ひよりがみるみる赤くなり、それから、ほんわりした笑顔で、

「はい」

　と答えた。




　その夜。

　保養所の屋上で、ひよりと待ち合わせた。

　昼間はボランティアの仕事でばたばたしていて、ゆっくり話す時間がとれなかったから。

　それでも別のことをしているとき、お互いの視線がぶつかると、ひよりは目をそらすことなく、幸せそうにほのぼのと口元をほころばせた。

　それを見て、歩あゆむの胸と左手の薬指もジンと熱くなり、唇が自然にゆるんでしまうのだった。

　ひよりが歩に合図をするように、ちょっとだけ頭を下げたり、胸のあたりで小さく手を振ってみせたりするのにも、甘い気持ちになった。

（三み田たは、僕の彼女になったんだな）

　と実感し、ひよりのことが、ますます可愛かわいく見えて、胸がきゅんとした。

　なんで、今までひよりの魅力に気づかなかったのだろう。

　ひよりは、仕草も表情も、こんなに可愛いのに。

　ふっくらした頬ほおや、小さくてやわらかそうな体型も、黒目がちな瞳ひとみも、とても好きになっていた。

　なので、夜、ひよりとの待ち合わせの時間が近づくと、はじめてのデートに出かけるみたいにそわそわしたし、屋上への階段をのぼりながら、服はヘンなプリントのＴシャツしか持ってきてないのだが、これでよかっただろうかとか、手をもう一度しっかり洗ってきたほうがいいのではとか、細かいことが気になったりして、心臓も騒がしく、ドキドキしていた。

　ひよりは先に来て、歩を待っていた。

　やっぱり、そわそわと視線を泳がせていたのが、歩を見て嬉うれしそうににっこりし、そのあと、

「あ、あのね……服、Ｔシャツしか持ってきてなくて」

　と、ひよこのプリントのＴシャツの裾すそを、もじもじといじりながら、恥ずかしそうにつぶやいた。

　それで、歩もあたたかい気持ちになり、

「僕も、同じこと考えてた。服、買いに行ったほうがよかったかなって」

　と打ち明けたら、ひよりも嬉うれしそうに、

「本当だ、同じだね」

　と、笑ってくれた。

「うん、おそろいだ」

「永なが野のくんのＴシャツ、個性的で、好き……だよ」

「僕も、三み田たのＴシャツ、可愛かわいいと……思う」

　お互いのＴシャツを褒めあって、二人で照れ笑いして、また二人一緒にもじもじしてしまう。

「そういえば、三田はいつ、僕の顔を見たの？」

　気になっていたことを、訊きいてみる。

　永野くんの顔は、みっともなくないよと、ひよりが強い口調で断言したこと。

　ずっと前だけど、見たことがあるので知っているのだと。

　ひよりはＴシャツの裾すそを、まだ恥ずかしそうにいじっていたが、

「えっと、幼稚園のとき」

　と、小さな声で答えた。

「幼稚園？」

「うん」

　こくりとうなずく。

「あたし、永野くんと同じ幼稚園だったの」

「えっ、花の子幼稚園？」

　また、こくりとする。

「うん、たんぽぽ組」

「僕も、年少のとき、たんぽぽ組だったよ！　じゃあ同じ組じゃないか。どうして気づかなかったんだ」

　というか、ひよりが同じ教室にいた記憶がない。

　子供の頃ころから恨みがましい性格だった歩あゆむは、自分をバカにしたやつや、仲間はずれにしたやつや、悪口を言ったやつの顔と名前は、完かん璧ぺきに記憶している。

　逆に、親切にされた記憶がないのは、好意に対しては無む頓とん着ちやくだったからなのか、親切にしてもらったこと自体なかったからなのか、はっきりしない。

　とにかく、ひよりらしきクラスメイトがいたかどうか思い出せず、

「えっと、僕、同じ組の子と、あまりつきあいがなかったから。いや、あまりというか、全然」

　と、哀かなしい言い訳をすると、

「ううん、あたし、印象薄いし……っ、そ、それに、三ヶ月しかクラスメイトじゃなかったから」

　と、ひよりが慌てたように説明する。

「おばあちゃんの具合が悪くなって、急に同居することになって、二学期になる前に、転園したの」

「そうだったんだ」

　ひよりの祖母は、その冬に亡くなったが、ひよりの一家はそのまま祖母が残してくれた家にとどまったという。

「うん。だから、永なが野のくんがあたしのこと覚えてなくても、しかたないよ」

「三み田たは僕のこと、覚えていてくれたんだ」

「永野くん、印象的だったから」

　それはおそらく、良い意味ではなく悪い意味でだろうと想像できてしまうところが、哀かなしい。

「僕、園児の頃ころから暗かったから」

「そ、そんなことないよ。『アユくん』は、恥ずかしがり屋で、おとなしい、普通の男の子だったよ」

「アユくんって、呼んでたの？　僕のこと」




　──アユくん。




　夢の中で、エプロンをかけた大人のひよりに、優しくそう呼びかけられたことを思い出す。

　それから、ひよりが亡くなる前にも。それ以外は『永野くん』だったのに、あのときだけ『アユくん』と、ひよりは、未来の歩あゆむを呼んでいた。

「うん」

　ひよりがはにかみながら、こくりとする。

　夢の中で、アユくんと呼ばれて懐かしかったのは、子供の頃、ひよりにそう呼ばれたことがあったからなのだろうか？

　けど、そんな風に親しげな愛称で、歩のことを呼んでくれた子がいただろうか？

　両親は歩のことを『歩』か『お兄ちゃん』と呼ぶし、学校では『永野』と名字で呼ばれるか、『中二野郎』とか『オカルト野郎』とか呼ばれるのが、定番だ。

「そのころは、永野くんの前髪も今ほど長くなかったから。うつむいていると、髪がかぶっちゃって、顔が見えにくかったけど……顔を上げると、ちゃんと目も見えていたんだよ」

　ひよりの声は懐かしげで、優しくあたたかかった。

　だからだろう。

　コンプレックスの源である顔のことを言われても、胸がざわめくことも、頭に血がのぼることもなかった。

「永なが野のくんの顔、あたしはヘンだと思わなかったし、好きだったよ」

　ゆっくりと、愛いとしげにささやかれるその言葉も、すとんと胸に落ちてきて、甘い余韻とともに広がっていった。

「それに、『アユくん』は、優しい子だったんだよ」

「え」

　ひよりの言葉に、また驚く。

　歩あゆむが『優しかった』ことなんて、あっただろうか？　園児の頃ころから陰険で、『ふくしゅうしてやる、のろってやる』と、つぶやいていた記憶しかない。

　けど、ひよりはふんわりした表情で、

「幼稚園って、お弁当だったでしょう。お母さんが、動物のサンドイッチを作ってくれてね、うさぎとかクマの型でパンを抜いて、目とか鼻とか、野菜でつけるんだけど、それがすっごく可愛かわいくてね。みんなに、ちょうだい、ちょうだいって言われて、いいよって答えていたの」

　歩が園児の頃からひねた子供であったように、ひよりもまた園児の頃から、他人にお願いされると、それをきいてあげてしまう性格だったらしい。

　ちょうだい、とねだられるままに、うさぎやパンダをわけていて、気がついたら、小さなお弁当箱の中には、パセリしか残っていなかったという。

「まだ、なにも食べてないのにって、泣きたくなっちゃった」

　それでも文句を言えなくて、きっと涙目で、空っぽの弁当箱を見おろしていたのだろう。

　おなかが、くーっと、頼りなく鳴って途方にくれていたとき、横を見たら、

「蓋ふたの上に、おにぎりが乗っていたの」

　と、嬉うれしそうに口元をほころばせた。

　月明かりの下で、きらきらと輝くような、本当に嬉しそうな可愛い笑顔だった。

「誰だれが置いてくれたんだろうって、きょろきょろ周りを見たら、アユくんが、同じおにぎりを食べていたの」

　ひよりが、おにぎりを持ったまま、じーっと歩を見ても、歩はうつむいたまま、黙々と自分のおにぎりを食べていたという。

　前髪が目にかかって、そのとき歩の顔は、よくわからなかった。

　けど、この子が、ひよりが困っているのを見て、自分のおにぎりをこっそりわけてくれたんだな、ということはわかった。

「そのおにぎりね、中にカレーの具が入ってた」

　カレーおにぎりだ。

　初日の、炊事場でのやりとりを、思い出す。




　──カレーおにぎりって、なんだ。




　──えっとね、白いごはんで結んだおにぎりの中に、カレーとチーズを入れて、海の苔りを巻いてあげるの。




　──ああ。それなら僕のお弁当にも、昔よく入っていたな。




　──あーそうなんだー。




　あのとき、ひよりがやけに嬉うれしそうに微笑ほほえんでいたことが、あざやかによみがえり、それと一緒に、空っぽの弁当箱を泣きそうな目で見おろしている女の子の姿が、深い記憶の海の、底のほうから浮かんできた。

　髪を二つに結んだ──歩あゆむより小さな、おとなしそうな女の子。

　その子の弁当箱の蓋ふたに、自分の弁当箱から、二つあるおにぎりの一つをとって、素早くのせたこと。

　何な故ぜ、そんなことをしたのか、ねじくれてしまった今の歩には、わからない。

　けど、前髪がまだそんなに長くなかった頃ころの歩は、もしかしたらまだ、他人に親切にしてあげようという気持ちが残っていたのかもしれない。

　ひよりが言うように、その頃の歩は、『優しい子』だったのかもしれない。

　もうひとつ、思い出したことがある。

「ももいろの積み木」

　ひよりが目を見張ったあと、嬉しそうにつぶやく。

「覚えていて、くれたんだ」

「ももいろの積み木を、僕にもってきてくれた？」

「うん」

　お弁当を食べたあと、園児たちは、それぞれ友達とかたまって遊びはじめたが、歩にはそんな友達はいなくて、また、めぼしい遊び道具は、他ほかの子たちにもっていかれてしまったあとだったため、隅のほうでうつむいて、ぼーっとしていた。そしたら、歩の横に、ももいろの積み木が、そっと置かれた。

　顔を上げると、髪を二つに結んだ女の子が、背中を向けて慌てて離れてゆくところだった。

　三角形のももいろの積み木は、おにぎりのお礼なのかもしれない。

　それを手にとって、歩あゆむはずっと眺めていた。

「あのとき、本当はありがとうって言いたかったけど、恥ずかしくて言えなかったの」

　と、ひよりは赤い顔で話してくれた。

　ひよりのことを、思い出すことができたことが嬉うれしくて、歩の頬ほおもゆるんだ。

「そのあとも、何度か話しかけようと、したんだよ……」

　でも、園児のひよりは、今より内気で恥ずかしがりだった。

　なので、同じように無口で恥ずかしがりの歩と、仲良くなるのは難しかったのだと。

「けど一回だけ、うんと頑張って、『アユくん』って声をかけたの」




　──アユくん。




　一人でクレヨンで絵を描いていた歩に、小さな声でそうささやいたら、顔を上げてくれたのだと。




　──誰だれ。




　それが、歩の第一声だった。

（級友に向かって、誰？　とか言うか。失礼なガキだな）

　と、歩は過去の自分を叱しつ責せきしてやりたくなったが、ひよりは、歩が返事をしてくれて嬉しかったという。

　心配そうに、誰、と訊きいているので、名前を言わなければと考えて、つっかえながら、小さな声で、




　──よ、より。




　と、答えた。

「小さい頃ころ、ハ行が言えなかったの。だから、自分のこと『ひより』じゃなくて、『より』って言ってたんだ」

　と、懐かしそうにひよりが言う。

「やっぱり恥ずかしくて、うまく話せなくて、永なが野のくんも困ってたみたいで、いたたまれなくなって、逃げちゃったんだけど」

　歩はずっとひとりぼっちだったが、中には親切に話しかけてくれる相手も、ほんの少しだけど──滅多にいなかったけれど、ごくまれにいたのだ。

　そのことも、ひよりの話を聞いていて、思い出した。

　その人たちも、歩あゆむの言動が怪しかったので、すぐに離れていってしまったが。

　ひよりは、そうした親切な人たちの一人だったのだ。

「そのあとすぐ転園しちゃったから、永なが野のくんとは、その一回きりしか話してないし、『アユくん』って呼んだのも、一度きりなの。そんなの、覚えているわけないよね。でも、あたしは心の中で『アユくん』って、呼んでたんだよ。今も……」

　そう言って、ぱっと赤くなる。

「だ、だから、高校で再会したときは、びっくりしちゃった。でも、永野くんは、ひょっとしたらあの『アユくん』なのかなって気づいたのは、二年生で同じクラスになって、少したってからで……えっと、スーちゃんが永野くんのこと『アユアユ』って呼ぶのを聞いて、あれ、もしかしたらって……」

　スーちゃんというのは、遥はる菜なの愛称だ。

　遥菜が歩をそう呼びはじめるまで、歩の下の名前を、知らなかったらしい。

「今さら、訊ききにくくて……。けど、カレーを作っているとき、永野くんが、お弁当にカレーのおにぎりを持っていったことがあるって言ってて、あー、やっぱりアユくんなんだーって確信できて、すごく嬉うれしかった」

　そのとき浮かべたのと同じ笑みが、ひよりの頬ほおと唇に浮かぶ。

　ドキドキしている歩に、

「それで、永野くんのこと見ているうちに、どんどん永野くんのことが気になっちゃって、もしかして、好きなのかなぁって」

　と、さらにドキドキすることを言う。

　ひよりは自分も照れてしまい、

「やだ、あらためて言うの、恥ずかしいね」

　と、ほてった頬に両手をあてた。

　そんな仕草も、胸がはじけそうなほど可愛かわいい。

「スーちゃんが、アユアユって呼ぶの、ちょっとうらやましかったな……。スーちゃんみたいに可愛くて社交的だったら、あたしも、アユくんって呼べたかなって」

「なら、呼んで」

「え」

「だって僕たち、つきあうんだから──てか、その、もうつきあってるんだからっ、好きに呼んでいいだろう」

　歩の声に耳を傾けていたひよりが、幸せそうにほのぼのと笑う。

「そうだね。つきあってるんだから、好きに呼んで、いいんだよね」

「うん、僕もそうする」

「え、なんて呼んでくれるの？」

　遥はる菜なのことは、はるるん、と呼んだ。

　芹せり乃ののことは、セリィ、と呼んだ。

　どちらも、口にするのは相当恥ずかしかったけど、胸がくすぐったくて、ただ名前を呼ぶだけで、幸福な気持になれた。

「なんて呼ばれたい？」

「えっと……ひよとか、ひよちゃんは、みんな呼んでるから……。アユくんしか、呼ばない名前が……いい」

　恥ずかしそうに目を伏せて、そうつぶやいて、歩あゆむの耳に唇を寄せると、小さな、小さな声で、懐かしい名前をささやいた。

「……が、いい」

　歩から離れ、真っ赤な顔で、うつむくひよりに、十年分の気持ちを込めて、呼びかける。




「より」




　ひよりが顔を上げ、輝くように微笑ほほえむ。

　髪を二つに結んだ小さな女の子の面影と、エプロンをかけた大人のひよりの面影が、今歩の目の前に立っているひよりの上で、ひとつに融とけ合う。

（きみは、僕の未来と現在だけじゃなく、過去にも、いたんだね）

　歩が気づかなかっただけで、ずっと近くにいた女の子。

　その子が、優しい声で──幸せな声で、歩を呼ぶ。




「アユくん」




　いつか、別れなければいけない。

　そのいつかは、そんなに遠くない。

　明日かもしれない、今日かもしれない。

　それでも、今このとき、二人で名前を呼びあって、笑いあえたことを、きっと後悔しない。

　星がまたたく屋上で、歩はそのあと、大好きな『彼女』と、ずいぶん長い時間、いろんな話をした。






　六章　僕ときみの遠い約束









　林間学校が終わり自宅に戻ったのは、八月の最初の週だった。

　残りの夏休みを、歩あゆむは、ひよりと少しでも長く一緒にいることに、費やした。

　学校の近くの図書館が二人の待ち合わせ場所で、そこで夏休みの宿題をしたあと、公園やファストフード店でランチをとりながらおしゃべりをして、そのあと、近所を散歩したり、買い物にいったりする。

　朝起きると、ひよりのケータイにメールをし、夜も就寝前に、ひよりとケータイでおやすみの挨あい拶さつをしあった。

　派手なイベントがあるわけではないけれど、ただ毎日、ちょっとでも一緒にいられることが、嬉うれしくて楽しかった。

　はじめは、お互いどんな話をしていいのかわからず、会話もメールもぎこちなかったが、それは、いやなぎこちなさではなく、相手も自分と同じなのだと思うと、胸があたたかくなったし、相手のことを少しずつ知っていって、ちょっとしたことがきっかけになって会話がはずんだりすると、それだけでもう嬉しくて鼓動が高まって、その日一日、わくわくしてしまって、明日はなにを話そう、どこへ行こうと考えて、もっとわくわくした。

　ひよりは歩と会うとき、たいていシンプルな半はん袖そでのブラウスやスカートといった組み合わせで、特別派手な格好ではなかったが、二つに結んでいる髪をおろすようになったり、唇に薄くリップを塗っていたりして、歩をドキリとさせた。

　歩が、

「よりが髪おろしてるの、好きだ」

　と言うと、頬ほおを赤く染めて、嬉しそうにもじもじし、そのあと唇をやわらかくほころばせて、笑うのだった。

　会話が、一日ごとになめらかになっていって、そうすると逆に二人でいるとき、お互い黙っていても、その沈黙が心地よくて、オレンジ色に染まった小道を並んで歩きながら、

「アユくん、今、なに考えてた」

「夕日、綺き麗れいだなって。よりは？」

「あたしも」

「おそろいだ」

「そうだね」

　と微笑ほほえみあって、またオレンジ色の小道を満ち足りた気持ちで、黙って歩いてゆく。

　そんな時間も、おしゃべりを楽しんでいる時間と同じくらい、好きだった。

　ひよりがお弁当を作ってくれて、二人で近所の山でピクニックをしたときも、やわらかな草の上に、シートをしいて、そこに二人で座って食べる、おにぎりや唐揚げが美お味いしくて、

「あ、カレーおにぎりだ」

「うん、作ってみました」

「懐かしい。そう、こういう味だった。美味しい」

「本当？　よかった。あたしのカレーの味は、アユくんのおうちのカレーの味と近いんじゃないかなって思ってたんだ。カレーを作るとき、アユくんがくれた、あの味を思い出していたから」

「似てるけど、よりのカレーの味のほうが、好きだな」

「嬉うれしい。アユくんの好きなもの教えて。また作ってくる」

　冷たい麦茶を飲み、木陰で涼しい風に吹かれながら、どこへ行こう、あれをしようと、小さな約束を、いくつもした。

　ひよりの家は両親が共働きで忙しいため、夕飯はひよりが作っているという。なので、夜までは一緒にいられなかったけれど、二人で別れ際に見る夕日は、いつも胸がつまるほど大きくて、美しかった。

　ひよりはよく、芹せり乃のの話をした。

　自慢の親友なのだと。

　今度、どこの雑誌に載るのだとか、あの墓石専門店に、芹ちゃんがモデルをしたポスターが貼はってあるのだとか。

　その芹乃と、夕暮れの駅のホームで、ばったり会った。

　ちょうど、反対側の列車に乗ったひよりを見送った直後だった。

「うわー、ひよが電車に乗ると、永なが野のが手を振って見送りしてくれるって、本当だったんだー。やだ、なに、その昭和的シチュエーション。ひよりも手とか振り返しちゃって。周りに人がいるのに、よく恥ずかしくないわね、このバカップル」

　後ろから突然そんな風にしゃべり倒され、振り返ると、芹乃が痒かゆそうに自分の体に腕を回して、身み悶もだえていた。

「み、見てたのか！　堀ほり井い！」

　二人でする分には甘い行為も、知り合いに見られていたとわかると、頬ほおに火がつくほどに恥ずかしいものだ。

　うろたえる歩あゆむに、

「見えちゃったのよ」

　と口を尖とがらせ、言い返す。

「でも……仲良さそうで、ホッとしたわよ。ひよも、あんたの話をするとき、すごい幸せそうだし、メールものろけばっかりだし、前よりお洒落しやれもするようになって、綺き麗れいになったし。女を綺麗にする男は、イイ男だと思うわ」

　と、ぶっきらぼうだが、ちょっと淋さびしそうに言った。

　それからまた強気な顔になり、歩あゆむのほうへ、その顔をぐっと突きだして、

「で？　もうキスくらいしたの？」

　と、歩がひっくり返りそうなことを、いきなり尋ねた。

「キ──って、そんなのまだ」

「ええっ、まだなの！」

　芹せり乃のはものすごく非難がましい目で、歩を睨にらんだ。

「あんた、ひよと、どれだけつきあってんのよ」

「って、まだ二週間くらいで……」

「キスは三回目のデートの別れ際が、アンケート一位で、二位は、デート初日よ」

「どこのアンケートだ」

「ひよだって、そのつもりで準備してるんだから」

「え！」

　それは、ひよりが、芹乃にそう言ったのだろうか。

　歩がキスしてくれるのを、待っていると。

　そういえば、別れ際、歩の服の裾すそをちょっとつかんで、黙って見上げてきたりする。そのまま、じっと歩の顔を見つめていたり。歩が「どうしたの？」と訊きくと、赤くなって、うつむいてしまったり。

　あれは、ひょっとして……。

「とにかく、キスくらい出し惜しみしないで、さっさとすませなさい。といっても、適当にやれって言ってるんじゃないからね。ひよは、最初のキスに、すごい夢を抱いているんだから、ロマンチックなシチュエーションを、永なが野ののほうで作ってあげなさいよ」

　芹乃はそう念を押し、来た電車に乗って去ってしまった。

（……そうか、よりは、ファーストキスに、そんなに夢を抱いているのか）

　プレッシャーが肩にずしっとのしかかった。




　さらに翌日。

「ひよりさんと、いつキスされるのですか？　ユア・マジェスティ」

　永野家の夕飯後、いつものようにふらりと家を訪れたルーメが、さめきった顔で、淡々と尋ねた。

「あまり引っ張ると、どれだけすごいキスをしてくれるのだろうと、女性の期待値は無限に上がってゆくものですよ」

「い、いつだっていいだろう！　僕がキスしたいときに、キスするさ。それは、僕とよりの問題だから」

「そうですか。待たせすぎても、女性は期待を通り越して、不安になるものですが。大切な彼女を、そこまで待たせることはないと、わたしはユア・マジェスティを信じておりますよ」

「うっ」

　声をつまらせる歩あゆむの耳に、隣の司つかさの部屋から、

「まぁ、キスですってよ、お父さん」

「歩にキスするような彼女ができたのか、母さん」

「兄さんが、最近、毎日出かけてるのは、それで」

　と、家族のひそひそ話が聞こえてくる。

「歩が、子供会のボランティアに参加しているって聞いたときは、悪い薬にでも手を出して、幻覚でも見ているんじゃないかと、心配したけれど」

「ああ、ボランティア先で、問題を起こしてるんじゃないかって、胃が痛かったな」

「母さんも父さんも、そこまで言わなくても……」

「でも、歩にも人並みに彼女ができたのね」

「きっと、心の広い優しい子だろう。あの歩の彼女になってくれるくらいだから」

「兄さん、家に連れてきてくれるかな。あ、でも、そうしたら、入いる海み先輩は兄さんのなんなんだろう」

「まさか愛人」

　などと、勝手なことを言っている。

「ご安心ください。愛人は、ユア・マジェスティが本命の彼女と熱いキスを交わす姿を見れば、あきらめて身を引きますので」

　いつのまにか交じっているルーメが、しれっとした顔で言った。




　さらに、翌日。

　ひよりとの待ち合わせ場所へ向かう途中の大通りで、ばったり会った遥はる菜なも、

「アユアユ、ひよちゃんとまだキスしてないんだってー？　堀ほり井いちゃんが怒ってたよ」

　と、あっけらかんと言うのに、立ちくらみがした。

（堀井のやつ、なんで春坂すのさかさんに話す！）

　遥菜は朗らかに、

「最近、あたし、堀井ちゃんと仲良しで、ラインしたりするんだ。そうすると、アユアユとひよちゃんの話題になることが多くて、それで、あの二人、いつキスするんだろうねーって」

　また、ぐらりとする。

（二人で、どういうメッセージのやりとりをしているんだ）

「なんかもう、じれったくなっちゃうよーっ。アユアユが、ひよちゃんとキスしてくれないと、あたしも堀ほり井いちゃんもすっきりしないから、アユアユ頑張ってよ」

　と、ふくれっ面で言われてしまった。




（なんで、みんな、僕とよりのキスを、気にしているんだ）

　くらくらしたまま、待ち合わせの公園へ辿たどり着く。

　ひよりは今日も髪をおろして、コットンの清せい楚そなブラウスと、涼しげな青のチェックのフレアスカートをはいていた。

　清潔感があふれていて、とても可愛かわいい。

「ゴメン、遅れちゃって」

「ううん。あたしも今、来たとこだよ」

　にっこり微笑ほほえんだ唇も、リップでつやつやしていて。

　思わず目が唇に吸い寄せられてしまい、じっと見ていると、ひよりが赤くなった。

「え、あ、あの……」

　うつむくべきか、顔を上げるべきか、迷っているようだった。

「あの、えっと……」

　ひよは、最初のキスにすごい夢を抱いているんだから──と、芹せり乃のが言っていたことを思い出し、はっとする。

　昼間の公園なんて、あまりロマンチックなシチュエーションではない。

　歩あゆむが顔をそらして、

「ベンチに座ろうか」

　と言うと、

　ひよりもホッとしたように、

「う、うん。今日は、おいなりさんを作ってきたんだよ」

　と、明るい声で言った。

　木陰のベンチに並んで座ると、ひよりが割り箸ばしとおしぼりを差し出し、プラスチックの容器を開ける。柚ゆずの香りのするいなり寿ず司しが、綺き麗れいに並んでいる。口に入れると、すっきりした柚の香りが広がり、なんともいえない爽さわやかな味わいがした。

「美お味いしい。すごくさっぱりしてる」

「この前、テレビのお料理番組で紹介されてて、アユくんが好きそうだなって思って、作ってみたんだ」

　ひよりが嬉うれしそうに笑う。

　柚ゆずのいなり寿ず司しとは対照的に、少し濃い目に味をつけた煮物も、一緒に食べるとバランスがよく、美お味いしい。

　それを食べながら、いつものように幸せな気持ちで、話をする。

「あのね、土曜日の夜、花火大会があるんだよ。毎年、家のベランダで弟たちと見ているんだけど、光の花がさーっと溶けて、とっても綺き麗れいなの」

「へー。知らなかったな」

　夏休みはいつも、カーテンを閉じて、部屋に閉じこもっていたから。

　でも、今年は。

「遠くから見ても綺麗だけど、近くで見たら、どんな感じなのかなー」

「行ってみる？　二人で」

「行きたい」

　ひよりが目を輝かせたあと、顔をちょっと曇らせる。

「でも、その日は、お父さんもお母さんも仕事で遅くなるから、無理かも……あっ、でも、一応訊きいてみるね」

「うん。僕も花火を見に行ったことなくて、だから、よりと一緒に行けたらいいな」

　そう言うと、ひよりは唇をほころばせた。

「あたしも……アユくんと一緒に、花火を見たいな」




　公園で過ごしたあと、二人で図書館で夏休みの宿題をして、空が夕焼けに染まる頃ころ、いつものように、駅に続く道を、ゆっくり歩いた。

「夕日、大きいね」

「うん、明日も晴れそうだ」

　ひよりが、歩あゆむをそっと見上げる。

　あどけない唇が、夕日に光っていて、ひよりの瞳ひとみもかすかにうるんでいて……お互いの心臓の音が、聞こえてくるようで……。

「……」

　少し長い沈黙のあと、歩が、

「よりは読書感想文、どの本で書くの」

　と言って歩きはじめると、ひよりはちょっとしゅんとしたあと、すぐに笑って、

「えっと、アンデルセンの『絵のない絵本』かな」

　と、答えた。

「へー、おもしろい？」

「うん、いろんな国の物語を、お月さまが話してくれるの」

　なにごともなかったように会話が続き、ひよりもほのぼのと微笑ほほえんでいた。

　また歩あゆむとキスができなかったことなど、気にしてないように。




　その夜、ひよりから、

「アユくん、花火、行けることになったの」

　と歩のケータイに電話が入った。

「お父さんたちは、お仕事なんだけど。芹せりちゃんが家に来て、ダイちゃんとコウちゃんのこと見ててくれるって。芹ちゃんからの、プレゼントだって」

　珍しく、はしゃいでいた。

　歩も芹せり乃のに感謝しながら、ケータイに向かって、

「よかったな」

　と言うと、明るい声が返ってくる。

「うん。好きな人と花火を見に行くの、憧あこがれだったの。すごく嬉うれしい」

「僕も楽しみだ」

　歩は決意していた。

（花火大会の日に、よりに、キスしよう）

　それで、そのあと……。

　胸の奥がきゅっとしめつけられて、楽しそうなひよりに、いつもより優しい声で、つぶやいた。

「土曜日、晴れるといいな」





◇　　　◇　　　◇






　花火大会の当日。

　空は朝からよく晴れていた。

　夕暮れ前に家を出ると、門の手前にルーメが立っていて、おだやかな眼まな差ざしで歩を見つめながら、

「いってらっしゃい」

　と言った。

　今日にかぎってルーメが見送りに現れたのは、きっと本人が言うように、歩のことなど、お見通しだからなのだろう。

　いつも、見ているだけのルーメだが、他ほかの誰だれもが歩のことを忘れても、彼女だけは歩を決して忘れることはなく、最後まで歩の行動を見届けてくれるという確信があって、それが支えになっていた。

「いってくる」

　主あるじらしく、堂々と告げた。




　普段は、ひよりと別れる夕暮れの時刻に、今日はひよりと会うために待ち合わせの公園に辿たどり着く。

　ひよりは、この日はじめて遅刻した。

「ご、ごめんなさいっ、アユくん」

　約束の時間を五分過ぎて、焦って、かたかたと駆けてくる。

　ひよりは裾すそに大きな花をあしらった浴衣を着て、帯をまいていた。髪もアップに結って、花の髪飾りをつけている。

　薄くお化粧もしているようで、確かにひよりなのだが、別の女の子みたいに綺き麗れいで、可愛かわいくて、ぼーっとしてしまった。

　歩あゆむとつきあうようになってから、ひよりは綺麗になったけど、今日のひよりは、もっともっと美人で、可愛い。

　ひよりが真っ赤な顔で、

「あ、あの、スーちゃんが、お姉さんの千ち織おりさんに頼んでくれて……着付けをしてくれたの。この髪も、千織さんがやってくれて……メイクもちょっとだけって……へ、ヘン……かな」

　と、心配そうに尋ねる。

　歩は首を横に振った。

「テレビのアイドルより可愛い」

　ひよりが目を丸くしたあと、頬ほおをゆるめる。

「大げさだよ」

「だって本当に可愛いから」

「ありがとう。遅刻して、ごめんね」

「大丈夫。まだ余裕があるし」

「うん」

　ひよりが嬉うれしそうに、こくりとする。

　花火は隣の駅の川で、打ち上げられる。そこまで、歩いて移動する。

「足、痛くない？　向こうの駅で待ち合わせたほうがよかったかな」

　ひよりは下げ駄たを履いている。可愛らしいデザインだけど、歩きにくそうだ。

「ううん。向こうだと、混こんでて会えないかもしれないもの。それに、スーちゃんとお姉さんが、ぴったりの下駄を選んでくれたから、全然痛くないよ」

「じゃあ、痛くなったら、無理しないで言って」

「うん、わかった」

　会場に近づくにつれて、人が増えてゆく。はぐれないように歩あゆむが差し出した手を、ひよりがはにかみながら、握る。

　あざやかな夕暮れの風景が、藍あい色の薄うす闇やみに塗り替えられる頃ころ、川岸に辿たどり着いた。

　見物人が大勢いて満員電車状態だが、それも二人でなら楽しく、また体が密着して、ドキドキした。

　ひよりは、恥ずかしそうにうつむいている。

　絡み合う指や、手のひらの汗や、ふれあう肩のやわらかさや、ほんの少し開いたひよりの唇から甘い息がこぼれているのを、歩は意識せずにいられなかった。

（今日は、よりにキスをするんだ）

　花火が打ち上げられると、ひよりが顔を空へ向けた。

「わぁ……」

　丸い瞳ひとみが、感嘆に輝いている。

　川岸で見る花火は、太陽が降臨したかのような迫力と、華やかさだった。

　打ち上げ音が聞こえるたび、玉がはじけ、目の前で大きな光の花が咲く。

　鮮烈な輝きを放ちながら、開いては散る花の乱舞。赤や黄色、青に紫、緑、銀色、金色、きらきらと輝く、花、花、花。

「大きいねぇ。綺き麗れいだねぇ」

　ひよりの瞳も頬ほおも、きらきら光っている。

　汗ばんだ手が、歩の手を、しっかり握りしめている。

　歩も、空に咲く花々を、ひよりの手を握りながら、胸を震わす感動とともに見上げる。

　はじめて見る、花火。

　しかも隣には、大好きな──優しい可愛かわいい彼女がいて、手を繋つないでいて。

　きっと、一生忘れない。

　ずっと、覚えている。

　花火がはじける音も、火薬の匂においも、密着している彼女の体の熱さも、すぐそばにある、きらめく瞳も、全部。

　左手の薬指が、ずっと熱い。

　もうすぐ、別れのときがくる。

（あと少しだけ。この花火が終わるまで……）

　流れ星のように散る花火の欠片かけらを見て胸をしめつけられながら、心の中でそう唱えていた。

　二時間は、あっという間で──。

　最後の花火が儚はかなく消えて、川岸に集まっていた見物人も、帰りはじめて。

　歩たちも、歩き出す。

　ひよりは花火の余韻が消えないのか、ぼーっとしている。

　人の波から離れて、人気のない路地へ出る。空には星が静かにまたたいていて、青白い月が、静かにアスファルトを照らしている。

　歩あゆむとひよりの手は、繋つながれたままだ。

　ゆっくり、ゆっくり、進んでゆく。

「今……すごく、幸せ」

　ひよりが空気に溶けるような、小さな声でつぶやく。

　歩の左手の薬指が、ジンと熱くなる。

「アユくんと花火を見られて……よかった」

　握りしめている手に、力がこもって。

「今日のこと……あたし、きっと一生忘れない」

　瞳ひとみに、やわらかなおだやかな笑みが浮かんでいて。

　その瞳で、歩を──見上げた。

　歩の足が止まる。

　歩もまた、長い前髪の隙すき間まから、大好きな女の子を──歩の彼女を、見つめ返す。




　ひよりに、キスを、するために。




　ひよりとお別れをするために。




「アユくん……？」

　ひよりの顔から笑みが消えて、心配そうな眼まな差ざしになったのは、歩の頬ほおを涙が一筋流れていったからだろう。

「今日、よりに、キスしようと思ってた」

　低い声で、歩は言った。

「今までも、よりにキスしたかった。でも……キスしたら、きっとよりのことを好きな気持ちが大きくなりすぎて……よりとお別れしなきゃいけなくなるから……キスできなかった」

　本当は、今ここでキスしたほうがいいのかな、と感じる場面は何度もあったのだ。

　歩もずっと、ひよりにキスしたいと思っていた。

　ひよりの唇は、ピンク色で、瑞みず々みずしくて、とてもやわらかくて気持ちがよさそうだったし、好きな女の子にキスしたくないわけない。

　けど、ひよりにキスをしたら、お互いの気持ちが高まりすぎて、テーゼがはじまってしまうかもしれない。

　遥はる菜なのときも、芹せり乃ののときも、そうだった。

　──もう少しだけ……よりと恋人でいたい。

　そう思って、今日まで我慢してきた。

　けど、今日は。

「アユくん、なにを言っているの？」

　ひよりは心配そうに歩あゆむを見つめている。

「僕とよりが、恋しあって、その気持ちが最大まで高まると……よりは、僕とのことを、忘れてしまうんだ。僕のことを、好きだったことも、僕とつきあったことも、僕と花火を見たことも……全部、別の記憶に書き換えられてしまう……こんな話、とても信じてもらえないかもしれないけれど……」

　話すつもりはなかった。

　けれど、今夜のことを一生忘れないと、幸せそうにつぶやくひよりから、ひよりの知らないうちに記憶を奪うのに、罪悪感をおぼえた。

　いや、それは言い訳で、ただひよりにだけは、知っておいてほしかったのかもしれない。

　たとえ全部、忘れてしまったとしても。

　過去も未来も歩の近くにいてくれた、ひよりにだけは。

　ルーメとの出会いと、彼女が告げた歩の役割について、歩は語り続けた。

　未来の地球が滅亡の危機にあること。

　歩は五つのテーゼを集めて、その未来を変えようとしていること。

　そのために五人の女の子と恋をしなければならなくて、テーゼを手に入れたら、その相手は、歩と恋した記憶を、なくしてしまうこと。

　本当に、こんな話、中二病の妄想のようで。

　信じろと言うのが、無茶で。

　ひよりがあきれて帰ってしまっても、おかしくなくて──。

　ひよりは唇を閉じたまま、歩をじっと見つめている。

　月の光は白く透明で、ひよりの髪や頬ほおを、今もそっと照らしている。熱をふくんでいた夏の空気も、風が吹いてすこし冷たく感じられる。

　ひよりが手を伸ばし、歩の頬をぬぐった。




「……信じる、よ」




　誠実な優しい声が、歩の耳にすっと入ってくる。

「だって、アユくん、すごく哀かなしそうな顔をしている」

　ひよりの眼まな差ざしは、まっすぐで真剣だった。

「それに、芹せりちゃんが言ってた。『永なが野のは、イイ男で、地球を守る魔法使いなんだって』そう言ったあとで芹ちゃん、『あたし、なに言っちゃってるんだろう、ぶっ飛びすぎ』ってあたふたしてたけど。芹ちゃんと……それから、きっとスーちゃんも、アユくんの恋人だったんだね……」

　芹せり乃のと遥はる菜なのことは、ひよりに話していない。

　けど、女の子の特有の勘で、わかったのだろう。

　芹乃と遥菜が、どう見てもモテるとはいいがたい歩あゆむにかまう理わ由けを──。

　歩がぎこちなくうなずくと、ほんの少し哀かなしそうな顔で、

「アユくんは、芹ちゃんとスーちゃんのこと、好きだった？」

　と尋ねた。

「好きだった。とても」

「でも、お別れしなきゃいけなかったんだね」

　ひよりの声にも、哀しみが混じる。

「芹ちゃんも、スーちゃんも、アユくんとつきあったことを、忘れちゃったんだね」

　瞳ひとみが儚はかなく揺れていて。

「あたしも……そうなるんだね」

　目を伏せ──歩の手を握る指に、痛いほど力がこもって。

　歩の左手の薬指も、千切れそうに熱く痛くなって。

　ひよりが伏せた目を上げて、また不安そうに歩を見上げた。

「アユくん、あたしのこと、好き？」

　胸に、熱いものが込み上げる。喉のどがひりひりして、裂けそうで。

「大好きだ」

　ひよりの瞳と唇に、澄んだ笑みが広がる。

「あたしも、アユくんが、大好き」

　愛情にあふれた声で、歩に告げる。歩の胸を、震わせる。

「だから、キスしていいよ」

　優しい目で言った。

「アユくんのこと、忘れちゃうかもしれないけど。でも、そのときは、またアユくんのことを、好きになるから」

　息を止めて、驚きとともに見つめ返す歩の手を、勇気づけるように握り、ひたむきに言葉をつむぐ。

「幼稚園のとき、アユくんに優しくしてもらって、アユくんのことが好きになったけれど、高校生になってアユくんに会ったとき、あのアユくんだって気づかなかった。気づいてからも、アユくんのこと、気になったけれど、まだ恋はしていなかったよ。だけど林間学校でアユくんと一緒に過ごして、アユくんと話したりアユくんに助けてもらったりしているうちに、またアユくんのことを好きになったの」

　左手の薬指で、ピシリと小さな音がする。

「それと同じだよ」

　ふっくらとした唇が、微笑ほほえんでいる。

「アユくんのこと忘れても、絶対にまた、好きになる。だからアユくんが未来の地球を救って、役目を全部終えて、普通の男の子に戻ったら──そのとき、また、アユくんの彼女にしてください。他ほかにもライバルがいるかもしれないけれど、でも、あたし、頑張るから──」

　澄んだ瞳ひとみに、過去のひよりが、未来のひよりが、重なる。

　いつも、歩あゆむのそばにいてくれた女の子。

　みんなからのけ者にされていた歩を──恐れられていた歩を、好きになってくれた、女の子。

「きっと、きっとそうなる。またアユくんに恋をして、またアユくんの彼女になって、アユくんと、花火を見に行くの」

　歩も大好きなその女の子が、ほのぼのとした笑顔で問いかける。

「ねぇ、信じてくれる？」

　ずっと誰だれのことも信じていなかった。

　信じられなかった。

　けど、本当は──信じたかった。

　だから、震える喉のどから声を絞り出して答える。




「信じる！　僕は──よりを、信じる！」




　風が強く吹いて、歩の前髪を後ろに払った。澄んだ月の光が、歩の瞳と額にあたって、ひよりが、懐かしそうに目を細めて、愛いとおしそうに目を細めて、




「キスして、アユくん」




　ほころぶ唇で、朗らかに言った。

　歩はひよりを抱きしめ、唇をあわせた。

　やわらかで、あたたかな感触が、心の奥にまで伝わってきて、左手の薬指にはめた指輪が、空をつらぬくような高くまばゆい光を放ちながら、いっきに砕けた！

　神こう々ごうしい輝きを放つ巨大な白銀の十字架が出現し、月光の粒子をまといながら空に上昇し、そこから天へ続く階段のように、まっすぐな光が幾千本も降り注ぐ。

　歩あゆむたちの頭上から、清らかな鐘の音が響き渡り、星をちりばめた夜空が、おだやかな太陽が輝く青空に変わり、空気が透明に澄んでゆく。

　天にそびえる白い十字架が、歩に向かって降下し、歩の心臓に突き刺さり、そのまま吸い込まれてゆく。

　天使が奏でる幾千もの鐘の音に、その軽やかな、あたたかな調べに全身を包まれ、心が真っ白に溶け、世界とひとつになる感覚がし、頭の中を、過去のひよりと現在のひよりと、未来のひよりの映像が、駆け抜けた。




　──どうしよう、よりのおべんとう……なくなっちゃったよ……。




　パセリしか残っていない、からっぽのお弁当箱を見おろして涙ぐむ、水色の園児服を着て、髪を二つに結んだひより。

　つぶらな瞳ひとみを涙でいっぱいにしたひよりが、ふと横を見ると、ひよこ色の蓋ふたに、海の苔りを巻いた三角形のおにぎりが置いてあって。




　──だ、だれがおいてくれたの？　よりが、たべてもいいの？
















　きょろきょろと周りを見渡すと、ひよりの後ろで、蓋ふたに置かれたおにぎりと、そっくりなおにぎりを囓かじっている男の子がいた。

　うつむいていて、前髪が目にかかっている。背中をちょっと丸めて、誰だれともおしゃべりせず、一人黙々とおにぎりを食べ続けている。




　──この子が、くれたの……かな。




　おにぎりを手にもったまま、その男の子をおずおずと見ていたけれど、男の子は顔を上げなかった。

　おなかが、くーっと鳴って、ひよりはおにぎりをそっと囓った。

　やわらかく湿った海の苔りに包まれた白いごはんの中から、黄色いカレーが出てきて、目を丸くする。

　こんなのはじめて食べた！　とっても美お味いしい。

　味がよく染みたジャガイモや人にん参じんを、ごはんと一緒に夢中で食べた。おにぎりは、ひとつだけで、ひよりのおなかをじゅうぶんに満たしてくれて、心までいっぱいになった。

　男の子にお礼がしたい。

　仲良くなりたい。

　あの子の名前は、なんというのだろう。

　先生が、『あゆむくん』と呼んでいるのを聞いた。

『あゆむくん、ちゃんとお返事をしないとダメでしょう』

『あゆむくんも、一人でいないで、みんなと遊ぼうね』

　あゆむくんはうつむいていて、返事をしなかった。

　──あゆむくん……アユくん？

　一人で、ぼーっとしている男の子に、頑張って近づいていって、かたわらに、おにぎりと同じ三角形の、ももいろの積み木をそっと置いた。

　それが精一杯で、すぐに背中を向けて、逃げてしまった。

　けど、やっぱりアユくんと、友達になりたくて、




　──アユくん。




　頑張って、頑張って、そうささやきかけたら、クレヨンで絵を描いていた歩あゆむは、はじめて顔を上げてくれた。

　アユくんって、こんな顔をしてたんだ。

　おとなしそうな、女の子みたいな顔だった。

　自信がなさそうで、緊張しているみたいで、




　──誰だれ。




　と、小さな声で尋ねた。

　名前、言わなきゃ。




　──よ、より。




　アユくんはよく聞こえなかったのか、顔をちょっと傾ける。そのまま警戒するように、黙っている。それで、ひよりは恥ずかしくなって、また逃げ出してしまったのだった。

　そのあと、家を引っ越すことになって、幼稚園も変わったため、アユくんにも会えなくなった。




　──アユくんは、またひとりでお絵かきをしているのかな……。




　お母さんにねだって作ってもらった、『カレーおにぎり』を食べながら、ときどき思い出したりしていた。

　あの、おとなしくて、優しい男の子のことを……。




　ひよりが、にごりのない澄んだ眼まな差ざしで見つめてきた『歩あゆむ』が、現在の歩の頭の中で、ひよりの目線で──ひよりの心で、再現される。

　前髪がまだそれほど長くなかった頃ころの、まだ世界への憎しみを積み重ねる前の、内気で臆おく病びような自分──。

　そんな歩を、優しい男の子だと思って、近づこうとしてくれた子がいたなんて──。

　顔を上げて、ちゃんと周りを見ていたら、気づいていたかもしれない。重い口を開いて、言葉を返していたら、仲良くなれたかもしれない。

　そうしたら、歩の世界は変わっていたかもしれない。




　園児服を着たひよりが、学園の制服を着た高校生のひよりに変わる。おっとりした表情で、小学生からの親友の芹せり乃のをなだめている。




　──もう、最低！　また一組の永なが野のと会っちゃった！　キモいオカルト雑誌読んで、ぶつぶつつぶやいてて、ホント、あいつキモい！　あの前髪、ばっさり切ってやりたい！




　──そんな、芹せりちゃん。永なが野のくんって、他ほかのクラスの人なんでしょう。会わないようにしていれば、もうそんなに会わないよ。




　──会わないようにしてても、会っちゃうのよ！　ゴキブリ永野！




　──そこまで嫌わなくても……。




　芹せり乃のの口から頻繁に出てくる『永野』という男子生徒に、ひよりは同情していた。

　芹乃が『ほら、あいつよ』と嫌そうに指し示した永野くんは、長い前髪で顔を隠し、背中を丸め、暗いオーラを発散させながら、ひたひたと廊下を歩いていた。

　確かに、ちょっと個性的だけど、芹乃が連呼するように『キモい』とは思わなかったし、普通の男の子に見えた。

　高校二年生になって、ひよりと芹乃と、永野くんは、同じクラスになった。




　──最悪[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！　永野が一緒だなんて！

　芹乃は嘆いていて、永野くんの顔を見るたび、つっかかっていた。

　それに対して、永野くんは、ぼそぼそした声で言い返していて、芹ちゃんとあんな風に正面から言い合える男の子って珍しい、とびっくりしていた。

　たいていの男の子は、芹乃に睨にらまれただけで、へどもどしてしまうのに。永野くんは、芹乃に罵ば声せいを浴びせられても、平然としている。

　永野くんって、すごいかも。

　芹乃の代わりに、ごめんなさいと謝りながら、永野くんの動じない態度に、こっそり感心していた。

　きっと、永野くんは、自分をちゃんと持っている男の子なんだなー。

　すごいなぁー、永野くん。

　その永野くんが、あの『アユくん』ではないかと、疑惑を持ったのは、遥はる菜なが、




　──アユアユ！




　と、呼びかけるのを、聞いたときだった。

　アユアユって永野くんのこと？　永野くんの名前って、アユっていうの？

　そのときはじめて『永なが野の歩あゆむ』というフルネームを名簿で確認して、もしかしたら永野くんはアユくんかも！　と思ったのだ。

　そういえばアユくんも、うつむいているときは前髪で顔が隠れていて、あんな風だったし、雰囲気も似ている。今まで気づかなかったのが不思議なくらいだ。

　永野くんはアユくんなの？　って、訊きいてみたい。




　──けど、今さらだし……永野くんも、あたしのことなんか覚えてないよね。それに、あたしが永野くんに話しかけたら、芹ちゃんが怒るだろうし。




　最近、永野くんに対する芹せり乃のの言動は、以前と少し違っていて、永野くんと言い合いをしたあと、赤い顔で『ふ、ふん……、あんなやつ、あたしの下僕にもなれないミジンコなんだから』とすねながら、ちょっと気弱な目で永野くんのほうをうかがっていたりして、永野くんと目が合いそうになると、ぱっと顔をそむけたりしていた。

　なので、芹ちゃんは永野くんのこと、本当は好きなのかも、と考えていた。永野くんって、芹ちゃんが大好きだったおじいさんに、ちょっと似たところがあるし……。

　もし芹乃が永野くんを、男の子として好きなら、永野くんがひよりと同じ幼稚園にいた『アユくん』かもしれないことは、ひよりの胸におさめていたほうがいいだろう。

　そう思って、普通にクラスメイトとして接していた。

　それが、子供会の林間学校で、永野くんもボランティアとして参加していて、永野くんがカレーおにぎりを知っていて、子供の頃ころお弁当に持っていったと聞いて、やっぱりあのアユくんなんだ！　と嬉うれしくなってしまった。




　──うわああああああ、間違いないよー！　永野くんは、アユくんなんだー！




　ひよりの純粋な驚きが、歩の心に、きらきらした光のように流れ込んでくる。嬉しそうに頬ほおをほころばせ、飛び跳ねるひより。アユくんだ！　あのアユくんだと！

　それからあと、ひよりが歩をずっと気にしていて、幼稚園の頃の話をしてみたいと、ドキドキしていたこと。

　でも、歩は不機嫌そうで、きっと慣れないボランティアの仕事でテンパっているのだろうと気を遣って、訊けなかったこと。

　芹乃や、遥はる菜なや、ルーメが保養所に現れて、遥菜の姉の千ち織おりまで歩に興味津々で、ルーメに招待されたプライベートビーチで、そんな華やかな面々に囲まれている歩を、離れた場所から見ていて、淋さびしく思っていたこと。




　──知らなかった。アユくんは、モテるんだ……。芹せりちゃんだけじゃないんだ。スーちゃんもアユくんのこと……。もしかしたら、入いる海み先輩も……。




　──あたしなんかに幼なじみだって言われても、アユくん、困っちゃうよね。




　ひよりが、歩あゆむのことを心の中で、すでに『アユくん』と呼んでいたことも。

　全部──ひよりの想おもいが全部──歩への想いが全部、清らかな鐘の音とともに歩の心に流れ込み、歩の暗い感情をぬぐいさってゆく。

　浄きよめてゆく。

　歩のほうからひよりに近づいてきたので、ドキッとしたら、険しい声で余計なお世話だと言われて、ショックだったこと。

　そのあと、歩が下着姿の千ち織おりと一緒にいるところを見てしまって、




──アユくんは、もう大人なのかも……。




　と、エッチな想像をしてしまって、歩をますます意識してしまい、歩の顔を見るだけで赤面して、そんな自分に恥じ入っていたこと。

　その上、歩に理り人ひとにかまうなと怖い顔で叱しかりつけられて、




　──アユくんを、怒らせちゃった。あたしが無神経だったから？




　と、落ち込んでいたら、理人が夜中に荷物を持って、いなくなってしまって──。




　──あ、あたしが……りひとくんの髪を、切ろうとしたから……っ、りひとくんは、一人で帰ろうとしたのかも……っ。




　泣きながら自分を責めるひよりを、歩は励まし、一緒に理人を探してくれた。

　真っ暗な雑木林で、草木を踏み分けてひよりの前を進む歩が、頼もしく見えたこと。

　理人を無事に保護した帰り道、歩が、ひよりに言ったことは全部間違いだったと謝ってくれて、そのとき胸がいっぱいになったこと。

　歩が、自分の顔はみっともなくて嫌いだなんて言うので、つい、そんなことないと強い口調で言ってしまったこと。

　幼稚園のとき、優しくしてもらったことや、他ほかの女の子たちに囲まれている歩を切ない気持ちで見ていたことや、いろんなことを思い出して、気持ちがあふれて止まらなくなって、歩あゆむを、好きだと口にしていた。

　あのときはじめて、ひよりは、歩への恋心を自覚したのだ。

（なのに僕は、よりの気持ちを信じられなくて、逃げ出したんだ）

　しかもそのあと、自分もひよりを好きだと告げようと、ひよりを呼び出したら、泣いてしまって。

　本当に、情けなくて。

（でも、よりは、こんな僕を好きでいてくれた）

　過去も、今も、未来も──。

　歩の近くにいてくれた。




　──ひよりさん、あなたは何な故ぜ、こんなに冷たい仕打ちを受けても、ヒズ・マジェスティの元にとどまるのですか。




　軍服に身を包んだ、長い星色の髪と、さめた海色の瞳ひとみの少女が、人形のような無表情で尋ねる。それに対して、メイドの質素なエプロンを身につけたひよりは、真しん摯しな眼まな差ざしで言うのだ。




　──永なが野のくんが淋さびしそうだから。永野くんが教会に来たとき、教会の前に、病気の犬が倒れていて。永野くんが、なにか食べさせてやれって言ったの。それを見ていて、ああ、昔の永野くんなところも残っているんだなって……。みんな、永野くんのこと怖がっている。だから、永野くんが普通の男の子だったことを知っている人が、一人くらい、近くにいたほうがいいと思ったの。




　それは、同情だったのかもしれない。

　未来の歩は、力のないひよりに哀れまれていることに、強い憤りを感じて苛いら立だっていた。

　ひよりが歩を心配するたび、苛立ちは増すばかりで、ついに、ひよりを死地においやった。




　──あたし……永野くんに、ずっと……言わなきゃって思っていたことが……あったの……。




　歩の腕の中で、白いエプロンを血で染めて、優しい声で、ひよりがつぶやいた言葉。

　最後の最後に、ひよりが伝えたかったこと。




　──永なが野のくんと教会で、数年ぶりに会ったとき……嬉うれしかった。犬に餌えさをやれって言った永野くんが、あたしの、お弁当の蓋ふたに、カレーのおにぎりを置いてくれた永野くんと同じ人なんだって、思えたから。




　──あたし……永野くんと、同じ幼稚園だったんだよ。三ヶ月しかいられなかったから、永野くんは覚えていないかもしれないけど……あたしは、覚えていたし、永野くんのこと、優しい男の子だと思っていた……。心の中で、永野くんのこと、『アユくん』って呼んでた……。




　──あたしは……永野くんだから……そばにいたの。永野くんが、あのアユくんだったから。永野くんのことが……好きだったから。本当よ。あたしは、永野くんが好き。そういう人が、一人はちゃんといたんだよ。永野くんを、好きな人が。




　──あたしだけじゃなくて、他ほかにも……永野くんを、心から愛している人が、永野くんのすぐそばに、いるわ。その人は、永野くんのことだけを考えていて、永野くんに、必要とされたいって……永野くんの全部を守りたいって……思ってる。アユくんは……一人じゃないんだよ……。




　自分の命が終わろうとしているのに、小さな声で、一生懸命に、ひよりは言葉を紡いでいた。

　心を閉ざし、不信と恨みに固まった歩あゆむを残してゆくことが、心配でならなくて。

　歩を愛した者がいたことを──今も、歩のそばに、歩を愛する者がいることを、どうか知ってほしくて。

　命の火が消える寸前に、歩を安心させようとするように、ほのぼのと微笑ほほえんで。




　──アユくん……信じてね……。




　未来の歩は、ひよりの言葉を信じなかった。

　破滅への道を、まっすぐに歩んでいった。

　愛によってしか発動しない魔法を使えなかった未来の歩は、人類の敵に敗れ、焦げた大地に倒れ伏した。

　けど、今、ここにいる歩は──。




（僕は、信じる）




　ひよりが、歩あゆむと過ごした記憶を失っても、また歩を好きになると。

　そうして、歩も、すべての役目を終えたとき、またひよりに恋をするのだと。

　ひよりに、彼女になってくださいともう一度お願いして、また恋人同士になって、今度はずっとずっと一緒にいるのだと。

　そんな未来を、信じる。




　白く輝く十字架が、歩を取り巻く。

　清らかな鐘の音が、澄んだ風に乗って、どこまでも流れてゆく。その風を、顔いっぱいに受けると、長い前髪が後ろにそよいで、視界が開けた。

　どこまでも広がる、緑の草原と、白い花々と、清らかに流れる川。

　歩を守るように囲む十字架の群れが、輝きを増し、歩を空へと引き上げる。十字架の中心に立つ歩は、髪をそよがせ、晴れ晴れとした微笑ほほえみを浮かべて、高く高く、のぼってゆく。

　恋とは、聖域である。

　それは心を洗い清め、敬けい虔けんにし、けっして汚されず倒れない、強い想おもいをもたらすもの。未来を見つめる、まっすぐな目をくれるもの。真実を、気づかせてくれるもの。

　裏切りのない愛情で包み、どんなときも優しく受け入れてくれるもの。死に至る病さえも癒いやしてくれるもの。

　歩が得た、三番目のテーゼ。

　だから、足下に真っ暗な深しん淵えんが広がっても、もう怖くない。目を見開き、僕はそれを見据える。十字架を抱いてそこへ沈み、その果てにあるものを見届ける。

　心地よい鐘の音の中に、淡々とした声が聞こえる。




「未来は五分の三、救われました」




　それから──。

「おまけです」

　という、優しいささやきが。






　　　エピローグ









　花火大会のあと、帰りの電車の中で、歩あゆむとひよりはシートで肩をぴったりくっつけ、よりそって眠っている。

　花火の見物客で混こみ合うはずの車内には、二人の他ほかに乗客は誰だれもいない。そんなことはありえないはずで、そもそも歩とひよりの家は逆方向だから、同じ電車に乗っているはずはないのに。

　だからこれは、ルーメがくれた『おまけ』なのだろう。眠っている歩に電車の中の風景が見えていても、よりそっているひよりの肩のやわらかさや、あたたかな体温や、甘い香りを感じていても、おかしくはないのだ。

　歩とひよりは、お互いの手をしっかりと握りあっている。

　歩の左手の薬指には、十字架の指輪はもうない。それは、今、歩の心の中にある。

　目覚めれば、きっと隣にひよりの姿はなく、外は暗く、歩は一人だろう。

　それでも、立ち止まらずに歩いてゆける。





　すべての役目を終えて、地球が救われた未来で、僕らはまた恋をするから。














　あとがき






　三巻を書き終えたのは、一巻が発売された頃ころでした。

　その時点で、売り上げが振るわず三巻終了が決定しておりました。ならばイラストを発注済みの二巻で終了にしよう。それが当時の決断でした。

　やっぱり三巻を出していただこうと再び決断したのは、本作に対するとある感想を拝見したためでした。この人に読んでもらうためだけに出しても良いのではないかと、自然に思えたのです。

　三巻の内容には、そのときから一切手を加えていません。

　物語は第三のテーゼ、〝聖域〟のひよりで終了です。

　ネタバレをすると、




　四巻　〝戯たわむれ〟＝千ち織おり

　五巻　〝傾国〟＝心こころ

　六巻　〝光〟＝ルーメ




　で終了の予定でした。

　半分までしかお届けできませんでしたが、ひよりは他の女の子たちと主人公を繋つないでくれるポジションの子なので、ひよりを得た主人公は、この先すべてを取り戻し、すべてを手に入れるでしょう。

　だから主人公の未来は、きっと明るいはずです。

　そういう意味でも、この巻までは出しておこうと思いました。

　一度こちらから破棄した予定を組み直していただいたＭＦ文庫様には、深く感謝しております。

　イラストの奈な月つきここ先生も、ご多忙の中スケジュールを割いていただいて、ありがとうございました。

　三巻まで読んでくださった本当にごくごく少数と思われる読者のかたにも、心からお礼を申し上げます。

　またいつかどこかで、作品を通してお目にかかれますように。









　著者

　今井楓人（いまい・かえと）

　　満員電車とダイヤの乱れと、人混みが苦手です。




　イラスト

　奈月ここ（なつき・ここ）

　　イラストレーター、漫画家。

　　『探偵オペラ　ミルキィホームズ』コミカライズ、『モテモテな僕は世界まで救っちやうんだぜ（泣）』（このライトノベルがすごい！文庫）挿絵など多数手がける。

　　http://coconutbless.com/
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